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国立国語研究所の活動（2023年度）

総合研究大学院大学日本語言語科学コース除幕式（2023年 4月）

宮古島市との連携・協力協定書
締結式（2023年 10月 24日）

第 1回宮地裕日本語研究基金
学術奨励賞授賞式

（2023年 6月 23日）

国立国語研究所の活動 i



言語学レクチャーシリーズVol.26
「質的研究へのいざない
—日本語教育学を中心に—」
（2024年 1月，WEB公開）

言語学レクチャーシリーズVol.27
「話の進め方の地域差」

（2024年 2月，WEB公開）

NINJAL職業発見プログラム（出前授業）
（2023年 6月 22日）

第 18回NINJALフォーラム
「国語研の言語生活研究の 75年

生きたことばをつかまえる　・追跡する調査研究　」
（2023年 12月 16日）

国立国語研究所編『日本語の大疑問 2』刊行
（幻冬舎，2024年 1月 31日）
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2023年度年報の発刊にあたって

2023年度の年報をお届けします。2023年度は第 4期中期計画期間の 2年目にあたります。中期計画に沿っ
た研究はおおむね順調に進展しています。これについては本冊子後半に収録されている外部評価報告書をご
覧ください。
中期計画に記載された以外の研究としては，公募による共同利用型共同研究を 14件新規に採択し，企業
との共同研究を 5件実施しました。これらにくわえて，所員が研究代表者となっている科学研究費助成事業
が 31件あります。
研究以外の面で特記すべき事項がふたつあります。ひとつは，総合研究大学院大学に参画して「日本語言
語科学コース」（定員，博士後期課程 3名）を開設したことです。総合研究大学院大学における大学院教育へ
の参画は当研究所が 2009年に大学共同利用機関法人に移管されて以来の課題でした。我が国には，言語学・
日本語学関係の大学院がすでに多数設置されていますから，それらとの差異化が難しい宿題でした。この度，
移管後 14年を経て，当研究所の特徴である言語資源の活用と，言語学・日本語学の範囲を超えた幅広い教育
を特徴とする大学院を設置することができました。幸い学生諸君にもアピールするところがあったようで，
国内外から予想を超える応募者があり，入学者 4名を迎えることができました。
もうひとつの特記事項は，国立国語研究所の「ミッション」を成文化したことです。従来，当研究所の研

究上の方向性や社会において果たすべき役割については，折々に様々な作文がなされてきており，その一部
は過去の『年報』に記載されています。しかし，それらは研究所員による熟議を経たものではありませんで
した。今回は，所員全員によるブレイン・ストーミングを経て原案を作成し，そこに運営会議委員の先生方
のご意見を反映させて完成に到りました。新しい「ミッション」は研究所のホームページでもご覧になれま
すが，本冊子の「沿革とミッション」の欄にも記載されています。どうぞご覧ください。
最後に，2023年度には，概算要求等において，新しい研究計画やそれを支える設備について様々な予算
要求を行いました。これについては来年度の本欄で報告させていただきます。
引き続き国立国語研究所をよろしくお願いいたします。

2025年 3月
国立国語研究所長

前川喜久雄
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I 概要
1 沿革とミッション

国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に設置された。第二次世界大戦
の敗戦後，我が国が新しく民主国家として再出発するに当たって，国語に関する科学的，総合的な研究を行う
機関の必要性が官民の双方から強く望まれた結果であった。「国立国語研究所設置法」（昭和 23年 12月 20日
法律第 254号）の第二条には研究所が行う調査研究として「現代の言語生活及び言語文化に関する調査研究」
「国語の歴史的発達に関する調査研究」「国語教育の目的、方法及び結果に関する調査研究」「新聞における言
語、放送における言語等、同時に多人数が対象となる言語に関する調査研究」が挙げられ，これらの調査研
究に基づいて行う事業として，「国語政策の立案上参考となる資料の作成」「国語研究資料の集成、保存及び
その公表」「現代語辞典、方言辞典、歴史的国語辞典その他研究成果の編集及び刊行」が挙げられていた。
ここから分かるように，国立国語研究所は政府の言語政策立案に資する研究所として設立されている。し

かし，ここで注意すべきは，言語政策の立案そのものは，文部省が設置する国語審議会と文部省に委ねられ
ており，研究所の業務に含まれていないことである。国立国語研究所は，言語政策の科学的基礎を確立する
ための，独立性をもった研究機関として設立されたのである。その後，1950年代から 70年代にかけての時
期に，国立国語研究所は，現代日本語研究の基礎を確立することに貢献した。

1970年代中頃からは，我が国の経済発展にともなう日本語学習者の増加や，ベトナム戦争終結にともな
うインドシナ難民受け入れに対処するために，日本語教育の振興が重要な言語政策として認知されるように
なった。国立国語研究所には 1974年に日本語教育部が設置され，1976年に日本語教育センターに改組され
た。各大学における日本語教師養成が軌道にのる 1980年代後半までの時期に，国立国語研究所は日本語教
育教材の開発と教師養成に大きな役割を果たした。

2000年代に入ると，政府による行政改革の一環として，2001年には独立行政法人への移管が，次いで 2009
年には独立行政法人国立国語研究所の廃止と大学共同利用機関法人への移管が行われて現在に到っている。
このふたつの設置形態は，国民への行政サービスの効率化と，言語政策から切り離された純粋にアカデミッ
クな研究という，ほぼ正反対のベクトルを持っていたため，研究所の活動にかなりの混乱を生じたが，現在
では，自発的かつアカデミックな科学研究をもとに，世界の日本語研究の進展に貢献することが研究所のあ
りかたとして定着しつつある。2023年には，総合研究大学院大学へ参画して「日本語言語科学コース」を
開設し，あわせて国立国語研究所のミッションを以下のように明文化した。

国立国語研究所ミッション
国立国語研究所は日本語に関係する学術研究の進展を牽引することをミッションとします。そのた
めに以下の取り組みを重点的に進めます。

•言語研究のための高品質な言語資源の開発など，日本語・日本語教育研究のインフラ整備を大規
模かつ組織的に推進し，利用を促進します。
•日本語ならびに日本語と関連する諸言語について，諸科学と連携しながら先端的な研究を実施し
て新たな研究領域を開拓し，国内外の研究ネットワークを構築します。
•言語資源開発や先端的研究によって得られた知見を大学院教育などによって次世代の研究者に継
承させます。

このミッションは現時点において国立国語研究所が果たすべき役割を明文化したものであり，これからの
研究計画立案・評価の指針を与えるものである。
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2 2023年度の活動の概略
国立国語研究所では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個々の大学ではできないような研究プロジェ
クトを全国的・国際的規模で展開しているが，第 4期中期計画の 6年間においてそれらの土台となるのは「開
かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」という第 4期機関拠点型プロジェクトの研究目標であ
る。この目標の達成に向け，2022年度より 7件の基幹共同研究プロジェクトを中心に活動を開始した。詳
細は次のとおりである。
（1）共同利用・共同研究
•各プロジェクトは計 25件の共同研究発表会（参加者延べ 1,310人）を開催してプロジェクトの活動を推
進するとともに，14件の国内シンポジウム・ワークショップ等（参加者延べ 2,012人），2件の国際シン
ポジウム・ワークショップ等（参加者延べ 53人）を開催して研究成果を広く発信したほか，4冊の書籍を
国際出版，3冊の書籍を国内出版，1冊の教科書を国際出版，1冊の教科書を国内出版，2冊の報告書を
研究所のリポジトリーで公開した。国際出版 4冊のうち 3冊は，De Gruyter Mouton社との出版協定に
基づくシリーズで刊行されたものである。
•異分野融合研究を推進するために第 4期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野
融合型共同研究を継続して 3件実施したほか，研究所が保有する研究資料や蔵書，実験機器等を活用す
る公募型プロジェクト「共同利用型」について新規に 15件（継続を含めて計 28件）採択するなど，開
かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。
•コーパスの一部は言語資源開発センターが管理するオンライン検索システム「中納言」で公開されてお
り，ユーザ総数 50,952名，うち令和 5年度の新規登録ユーザ数は 9,066名，年間検索数は 272万件（前
年度比 124 %）と，広く研究に活用された。
•外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備をおこない，　◯1　　コーパス 2件，データベース 2件，ア
ノテーション 9件，辞書・語彙表 5件，映像画像データ 29件の新規公開，　◯2　　コーパス 3件，データベー
ス 2件，アノテーション 1件，画像データ 1件の追加公開，　◯3　　コーパス 2件，データベース 1件，ツー
ル等 1件の更新，　◯4　　コーパス 1件の再公開，　◯5　　データベース 1件の機能拡張をおこなった。新規公開の
コーパス 2件は，昭和・平成期の日本語を通時的に研究できるように設計した『昭和平成書き言葉コー
パス』完成版，日本語を勉強している中国語母語の大学生の発話及び作文データを，4年間にわたって
収集した『B-JAS北京日本語学習者縦断コーパス中納言版』である。

（2）若手研究者の人材育成
•若手研究者のキャリアパスとして　特任助教 4名とプロジェクト　非常勤研究員 68名を雇用したほか，日本学
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部数 10,000部）を刊行した。これは令和 3年 11月に刊行した『日本語の大疑問—眠れなくなるほど面
白いことばの世界』（累計発行部数 74,000部）の続編にあたるもので，ポータルサイト「ことば研究館」
に掲載した記事を改定の上，書籍化したものである。
•国語研ポータルサイト「ことば研究館」において，ことばに関する一問一答式の記事「ことばの疑問」25
本および各種催し物，メディア掲載情報など，ことばに関する一般向けコンテンツを発信した。また研
究所の研究活動や研究者などを紹介する一般向け広報誌『ことばの波止場』Vol.13を 3月に刊行した。
•鹿児島県大島郡和泊町・知名町（沖永良部島）との協定に基づき，知名町中央公民館講座町職員研修会「し
まむにサロン」を毎月 1回，計 11回開催したほか，沖永良部島の継承文化・言語イベントである中高生
対象のヘリテージ・キャンプや，島ことばと絵本制作トーク「星の話をみんなで語り継ごう」などを通
して，延べ 380名を対象に，地域言語コミュニティ内で地域言語の記録と継承を行うことのできる市民
科学者の育成をおこなった。このうち知名町中央公民館講座は，国内では先例のない消滅危機言語活動
の先進的な取り組みにつながった。研修会で言語の記録訓練を学んだ受講生が中心となり自主的に調査
チームを組織した上で，国語研作成の基礎語彙リストを活用して自ら約 1000語の音声データを収集し，
国語研のサイトからオープンデータとして公開するなど，住民の自発的・主体的な活動と研究所との実
質的連携を産み出した。
•コーパスを活用した産学連携研究として，民間企業 6社と共同研究をおこなった。リクルート社やホン
ダリサーチインスティチュート社との共同研究をおこなった。ホンダリサーチインスティチュート社と
共同で構築した位置情報参照表現データベースについて言語処理学会第 30回年次大会で発表し，優秀
発表賞を受賞した。また SB Intuitions社と共同でおこなった研究について情報処理学会NL研究会で
発表し，第 1著者（SB Intuitions）が若手奨励賞を受賞した。
•作文の自動評価システム開発のため，富士通研究所を中心としたAIの専門家と連携して研究を進めた。

（4）国際連携・国際発信
•研究成果を国際発信するために，De Gruyter Mouton社から 3冊の書籍をオープンアクセスで出版し
た。これらはいずれもDe Gruyter Mouton社との協定に基づくシリーズMouton-NINJAL Library of
Linguistics（MNLL）によるものである。また同社との協定に基づくHandbooks of Japanese Language
and Linguisticsシリーズ（HJLL）のうち，残る 1巻と 7巻も来年度出版予定である。
•コーパスを活用した国際的な日本語研究促進のために，言語資源の欧州を中心とする頒布に実績のある

ELDA（Evaluations and Language resources Distribution Agency）と協定を結び，「日本語話し言葉コー
パス（CSJ）」（有償版コーパス）の配付を開始した。

（5）その他
•令和５年度外部評価委員会にて指摘を受けた研究所ホームページについての意見を踏まえ，共同利用推
進センターのページを新設したほか，言語資源開発センターのページに同センターのミッションなどの
記載をおこなった。
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3 組織

（1）組織構成図
2023年度
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（2）運営組織
運営会議
（外部委員）

伊東祐郎 国際教養大学専門職大学院特任教授
河原達也 京都大学大学院情報学研究科教授
金水敏 放送大学大阪学習センター所長/特任教授
呉人惠 富山大学名誉教授/北海道立北方民族博物館館長
小泉政利 東北大学大学院文学研究科教授
近藤泰弘 青山学院大学文学部名誉教授
滝浦真人 放送大学教養学部教授
田中牧郎 明治大学国際日本学部教授
皆川泰代 慶應義塾大学文学部教授

（内部委員）
小磯花絵 副所長/教授
松本曜 副所長/教授
小木曽智信 研究主幹/教授
石黒圭 共同利用推進センター長/研究系/教授
高田智和 言語資源開発センター長/研究系/教授
横山詔一 広報室長/教授
浅原正幸 情報基盤室長/教授

任期：2023年 4月 1日–2025年 3月 31日（2年間）

外部評価委員会
上山あゆみ 九州大学教授
片桐恭弘 産業技術総合研究所人工知能研究センター長
坂原茂 東京大学名誉教授
清水康行 日本女子大学名誉教授
砂川裕一 群馬大学名誉教授
陳力衛 成城大学経済学部教授
日比谷潤子 聖心女子学院常務理事
橋田浩一 東京大学教授
米田信子 大阪大学教授

任期：2023年 4月 1日–2025年 3月 31日（2年間）

所内委員会組織
•連絡調整会議（所長，専任研究教育職員，管理部長）
連絡調整会議のもとに，各種委員会を設置
▶ 管理・運営関係
◦自己点検・評価委員会
◦情報セキュリティ委員会
◦情報基盤運用委員会
◦知的財産委員会
◦情報公開・個人情報保護委員会
◦ハラスメント防止委員会
◦研究倫理委員会
◦施設・防災委員会
◦将来計画委員会
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▶ 学術・発信関係
◦言語資源開発センター運営委員会
◦共同利用推進センター運営委員会
◦広報委員会
◦論集編集委員会

•共同研究プロジェクト推進会議
•安全衛生管理委員会
•危機管理委員会

（3）構成員
所 長
前川喜久雄 音声学，言語資源

教育研究職員・特任研究員
•研究系

▶ 副所長 /教授
松本曜 意味論，認知言語学
小磯花絵 コーパス言語学，談話分析，認知科学

▶ 研究主幹 /教授
小木曽智信 日本語学，自然言語処理

▶ 教授
浅原正幸 自然言語処理
朝日祥之 社会言語学，言語学，日本語学
五十嵐陽介 言語学，音声学
石黒圭 日本語学，日本語教育学
大西拓一郎 方言学，言語地理学，日本語学
高田智和 日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
Prashant Vijay Pardeshi 言語学，言語類型論，対照言語学
松下達彦 応用言語学，日本語教育（特に語彙の学習と教育）
横山詔一 認知科学，心理統計，日本語学

▶ 准教授
井上文子 方言学，社会言語学
柏野和佳子 日本語学
窪田悠介 理論言語学（統語論，意味論），計算言語学
新野直哉 言語学，日本語学
野山広 応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，

言語政策・計画研究
福永由佳 日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
山口昌也 教育工学，言語学
山田真寛 言語学，形式意味論，言語復興

▶ 助教（テニュアトラック）
宮川創 古代エジプト語・コプト語，エジプト学，コーパス歴史言語学，自然言語処理，デジ

タル・ヒューマニティーズ
▶ 特任助教
井戸美里 言語学，日本語学，統語論，意味論
Celik Kenan Thibault 記述言語学，歴史言語学，アクセント，宮古語
本多由美子 日本語学，日本語教育学，漢字教育，語彙教育
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横山晶子 言語学，方言学，社会学（社会調査）
•言語資源開発センター

▶ 特任助教
川端良子 コーパス言語学，談話分析，認知科学

客員教員（2023年度在籍者）
•客員教授

窪薗晴夫 国立国語研究所名誉教授
福井直樹 上智大学大学院言語科学研究科教授
山崎誠 国立国語研究所名誉教授
金田章宏 千葉大学名誉教授
柴谷方良 ライス大学名誉教授
田窪行則 国立国語研究所名誉教授
砂川有里子 筑波大学名誉教授
竹本浩典 千葉工業大学先進工学研究科知能メディア工学専攻教授

名誉教授
角田太作 2012.4.1 称号授与
John WHITMAN 2015.10.1称号授与
迫田久美子 2016.4.1 称号授与
Timothy VANCE 2017.4.1 称号授与
影山太郎 2017.10.1称号授与
相澤正夫 2019.4.1 称号授与
木部暢子 2021.4.1 称号授与
野田尚史 2021.4.1 称号授与
窪薗晴夫 2022.4.1 称号授与
前川喜久雄 2022.4.1 称号授与
田窪行則 2023.4.1 称号授与
山崎誠 2023.4.1 称号授与

外来研究員
石原俊一（オーストラリア国立大学准教授，受入教員：浅原正幸）
「日本語の書き言葉に見られる個人性の言語学的研究：テキストメッセージを中心に」（2021.8.1–
2023.6.30）

張盛開（静岡大学教授，受入教員：大西拓一郎）
「「漢語」方言の地理的展開研究」（2022.10.1–2023.9.30）

BAUDEL Étienne（日本学術振興会外国人特別研究員，受入教員：五十嵐陽介）
「八丈語の共時的・通時的研究」（2023.1.3–2023.7.2）

Vincent Wilhelmus Johannes van Gerven Oei（日本学術振興会外国人特別研究員，受入教員：宮川創）
「古ヌビア語インターリニアーグロス付きオンラインテクストコーパスの開発と分析」（2023.3.20–
2023.6.19）

鈴木彩香（日本学術振興会特別研究員（RPD），受入教員：浅原正幸）
「日本語副詞節におけるテンス解釈メカニズムの理論的・実証的解明」（2023.4.1–2023.12.31）
大川孔明（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：小木曽智信）
「中世日本語文体の計量的研究」（2023.4.1–2024.3.31）
諸隈夕子（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：松本曜）
「通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析」（2023.4.1–2024.9.30）
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横山晶子 言語学，方言学，社会学（社会調査）
•言語資源開発センター

▶ 特任助教
川端良子 コーパス言語学，談話分析，認知科学

客員教員（2023年度在籍者）
•客員教授

窪薗晴夫 国立国語研究所名誉教授
福井直樹 上智大学大学院言語科学研究科教授
山崎誠 国立国語研究所名誉教授
金田章宏 千葉大学名誉教授
柴谷方良 ライス大学名誉教授
田窪行則 国立国語研究所名誉教授
砂川有里子 筑波大学名誉教授
竹本浩典 千葉工業大学先進工学研究科知能メディア工学専攻教授

名誉教授
角田太作 2012.4.1 称号授与
John WHITMAN 2015.10.1称号授与
迫田久美子 2016.4.1 称号授与
Timothy VANCE 2017.4.1 称号授与
影山太郎 2017.10.1称号授与
相澤正夫 2019.4.1 称号授与
木部暢子 2021.4.1 称号授与
野田尚史 2021.4.1 称号授与
窪薗晴夫 2022.4.1 称号授与
前川喜久雄 2022.4.1 称号授与
田窪行則 2023.4.1 称号授与
山崎誠 2023.4.1 称号授与
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張盛開（静岡大学教授，受入教員：大西拓一郎）
「「漢語」方言の地理的展開研究」（2022.10.1–2023.9.30）

BAUDEL Étienne（日本学術振興会外国人特別研究員，受入教員：五十嵐陽介）
「八丈語の共時的・通時的研究」（2023.1.3–2023.7.2）

Vincent Wilhelmus Johannes van Gerven Oei（日本学術振興会外国人特別研究員，受入教員：宮川創）
「古ヌビア語インターリニアーグロス付きオンラインテクストコーパスの開発と分析」（2023.3.20–
2023.6.19）

鈴木彩香（日本学術振興会特別研究員（RPD），受入教員：浅原正幸）
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鴨井修平（日本学術振興会特別研究員（PD），受入教員：大西拓一郎）
「日本語諸方言の持続形式における総合的研究」（2023.4.1–2026.3.31）
大原由美子（ハワイ大学ヒロ校教授，受入教員：山田真寛）
「消滅危機言語の使用状況調査、自己アイデンティティと言語イデオロギーの理解、継承活動の支
援」（2023.5.26–2023.6.26）

WAŚNIEWSKI，Grzegorz（ワルシャワ大学応用言語学研究所日本応用言語学センター講師，受入教
員：朝日祥之）
「日本語の表意文字辞書学における言語的方法論と記述法」（2023.6.15–2024.5.31）
遠藤智子（東京大学大学院准教授，受入教員：小磯花絵）
「子どもを含む相互行為における言語行動と身体行動の協働」（2023.10.1–2024.3.31）

BUČAR SHIGEMORI，Lia Saki（ミュンヘン大学音声学・音声処理研究所ポスト・ドクター研究員，
受入教員：五十嵐陽介）

“Modelling the influence of standard Tokyo on the Kagoshima variety in the production of Japanese
pitch accents”（2023.10.23–2023.11.21）

LAMERIS，Tim Joris（ライデン大学言語学センター・ライデン大学付属地域研究所日本語学助教，受
入教員：五十嵐陽介）
「日本の継承言語話者に関する音声学的研究」（2024.1.1–2024.2.24）
陳夢夏（寧波大学専任講師，受入教員：松下達彦）
「日本語漢字語に関する認知処理と語彙データベース作成」（2024.3.24–2025.3.23）

プロジェクト非常勤研究員・共同研究員
主な共同研究プロジェクトにおけるプロジェクト非常勤研究員（2023年 5月 1日現在）および共同研究員

（2023年度の延べ数）の人数を以下に示す。

非常勤研究員 共同研究員
多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創 7名 150名
実証的な理論・対照言語学の推進 2名 175名
消滅危機言語の保存研究 3名 75名
多言語・多文化社会における言語問題に関する研究 2名 59名
多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究 4名 128名
多様な言語資源に基づく　日本語非母語話者の言語運用の応用的研究　 11名 133名
開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張 1名 52名
その他の共同研究　プロジ　ェクト（人間文化研究機構　のプロジ　ェクトを含む。　） 5名 127名
その他（共同研究プロジェクト以外の経費による雇用を含む。） 23名 0名
合計 58名 899名
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4 2023年度の予算および決算
国立国語研究所の 2023年度の予算および決算を下表に示す。

（単位：千円）
予算額（当初） 決 算 額

収 入 1,113,234 1,278,507

運営費交付金 1,045,719 1,175,193

版権料 0 22,757

科学研究費補助金等間接経費収入 9,621 26,186

その他雑収入 1,062 5,392

寄附金収入 21,990 17,430

受託研究等収入 13,176 8,829

受託事業等収入 2,371 1,549

施設費収入 0 0

目的積立金繰入収入 0 0

総合研究大学院大学収入 19,295 21,171

支 出 1,113,234 1,182,692

研究経費 7,365 5,476

共同利用経費 436,706 436,982

教育研究支援経費 20,997 20,699

人件費 490,732 552,830

一般管理費 131,846 140,532

受託研究経費 13,176 3,409

受託事業経費 2,371 1,494

施設整備費 0 0

総合研究大学院大学経費 10,041 21,270
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II 共同研究と共同利用
本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2023年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 4期中期計画における国語研全体の研究課題は「日本語・日本語教育分野における基幹研究の推進」で

ある。これを達成するため，「語彙・辞書」「理論・実験」「フィールド・社会調査」「教育・発達」という四つの
研究領域を設定し，領域ごとに次に示す六つのプロジェクトを構成して機関拠点型プロジェクト「開かれた
言語資源による日本語の実証的・応用的研究」を実施するとともに，言語資源開発センターのプロジェクト
との連携によりコーパス・アーカイブ化を推進することで，オープンサイエンス・オープンデータの体制を強
化している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ

ており，研究系・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，国
語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの一つとして位置付けられて
いる。

2023年度は，「開かれた言語資源による日本語の実証的・応用的研究」のプロジェクトとして，機関拠点
型（7件），異分野融合型共同研究（3件），および共同利用型共同研究（31件）を実施した。
なお，機関拠点型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
令和 5年度機関拠点型基幹研究プロジェクト評価報告書』の各プロジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【機関拠点型】7件
機関拠点型基幹研究プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日
本語・日本語教育分野における基幹研究の推進という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むも
のである。研究系専任教員のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国
際的レベルで展開している。

•多様な語彙資源を統合した研究活用基盤の共創
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
日本語の語彙データを扱う下記のサブプロジェクト群を統括し，その全体を結びつけるキーとなる語
彙資源の整備を行うとともに，合同でシンポジウムやチュートリアルを開催し，共同研究を行う。
•学習者の辞書資源使用の実態調査
•言語資源の空間接続
•学習者用辞書資源の構築
•語彙資源ポータル拡張
•学習者用「日本語機能語バンク」の構築
各サブプロジェクトではさまざまな日本語語彙に関わるデータを構築する予定であるが，これらがば
らばらで互換性のないものにならないように，相互接続性を持つ統一的な枠組みの中で扱えるようにす
るため，これまで国語研のコーパス構築に利用されてきたUniDicの見出し語データベースを軸に，分
類語彙表などの国語研作成のリソースや，日本語最大の国語辞典である『日本国語大辞典』の見出し語
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を統合し，語彙資源統合キーとなるデータを開発する。その上で，共同研究を通して，各サブプロジェ
クトが整備する語彙資源統合 IDを共通に用いて相互に連携・統合できるようにする。このキーを介して
既存のコーパスの用例・統計情報とリンクすることで，全体の利用価値と相互運用性を高める。
プロジェクト全体で，年 1回以上，語彙資源の活用に関するシンポジウムを開催（サブプロジェクト
持ち回り），また年 1回以上，サブプロジェクトとともに語彙資源活用チュートリアルを開催する。
最終年度までに「言語資源学シリーズ」の 1冊として語彙資源を活用した研究論文集をサブプロジェ
クトと合同で 1冊以上刊行する。
《 !2023年度の主要な成果》
•語彙資源プロジェクト全体で行う語彙資源に関するシンポジウム・講習会は，日本語学会秋季大会の
ワークショップ「コーパスと語彙資源の連携」（2023年 10月）として実施し，プロジェクトで構築す
る語彙資源について利用法とともに発信した。
•サブプロジェクトでは，計画にそって語彙資源の整備を順調に進めたほか，特に重要なものとして次
のような成果があった。（※詳細は各サブプロジェクトの報告書を参照）。
語彙資源統括
•『日本国語大辞典』とUniDicの対応付けを行いUniDicデータベースに見出し語を追加・整備を行っ
た（15575語彙素，18406書字形を追加）。
•複数短単位対応版の分類語彙表を構築して公開した（2024年 3月）。
•古文用のUniDic 11種類を整備・公開した（2023年 9月）。
•「Web茶まめ」を更新し，新しいUniDicに対応したバージョンを公開した（2024年 3月）。また，

DH2023（2023年 7月，グラーツ）でこれに関する研究発表を行った。
学習者の辞書資源使用の実態調査
•予定を前倒して，2022年度末に，中国 48名，台湾 11名，韓国 22名，ベトナム 10名，英国 3名，
ドイツ 3名，日本 13名の合計 110名の学生を対象に 1週間の辞書検索行動調査を完了し，データを
収集した。
•海外の共同研究員を中心とする分科会を本年度 7回行い，論文集出版に向け，執筆内容にかんする検
討等を行った。
•韓国，中国，台湾，ベトナム，英国，ドイツの大学や機関に属する研究者とも連携をとりながら調査
を実施し，データ整備を進めた。とくに，ハノイ国家大学外国語大学と 2024年 1月に学術交流に関
する協定書を締結し，すでに締結済みの天津外国語大学と合わせて 2校となった。

言語資源の空間接続
•国内言語地図 12冊のスキャン画像データを作成した。
•国内言語地図 12冊のジオタグ付き画像データを作成した。
•語彙資源ポータルへ言語地図データベースのデータを提供した。
•物類称呼データ作成作業として全 5巻の粗入力を行った。
学習者用辞書資源の構築
•科研費「文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発—日本語教育・国語教育への応用—」と
共催で「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会（2024年 2月 27日）を開催し，報告 2件，発
表 2件，招待講演 1件を行った。
•島村直己（編）（2009）『日本語基本語辞典—初級 500語—（試行版）』国立国語研究所日本語教育基
盤情報センターを電子化し，DB化した。
•『分類語彙表』に欠けている多義語のブランチを増補するため，『IPAL』の意味に『分類語彙表』番号
の付与を進めた。

語彙資源ポータル拡張
•「ことばに関する新聞記事見出しデータベース」中の単語を取り上げた記事データの整備を行った。
•近代以前の辞書類の見出し情報データ作成として，十巻本和名類聚抄，和英語林集成の整備を行った。
•大正期～昭和期の総合雑誌の言語関連記事のデータ作成を継続して実施した。
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学習者用「日本語機能語バンク」の構築
•「日本語格助詞データベース」は 2022年度で執筆・校閲が完成した 176見出し（1056語義）の用例に
含まれる格助詞に意味役割のアノテーション作業を進めた。また，新たに和語動詞 210語を選定し，
見出し執筆作業が年度末に完成した（496語義）。
•「日本語文型バンク」は，2022年度で執筆した文型 342見出し（初中級 284見出し，中上級の文型 58
見出し）の校閲作業を進め，完成させた。また，新たに 250文型を選定し，見出し執筆作業を進め，
完成させた。

▶ 共同研究員数：150名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道教育大学，筑波大学，群馬大学，東京大学，東京外国語大学，東京農工大学，一橋大学，東京海洋大
学，信州大学，静岡大学，名古屋大学，京都大学，大阪大学，神戸大学，奈良先端科学技術大学院大学，岡
山大学，徳島大学，鳴門教育大学，九州大学，鹿児島大学，国際教養大学，高崎経済大学，東京都立大学，
福岡女子大学，跡見学園女子大学，目白大学，神田外語大学，青山学院大学，桜美林大学，昭和女子大学，
拓殖大学，東京女子大学，日本大学，明治大学，早稲田大学，神奈川大学，静岡英和学院大学，南山大学，
同志社大学，同志社女子大学，立命館大学，阪南大学，関西学院大学，奈良大学，四国大学，実践女子大学
短期大学部，東北芸術工科大学，ハノイ国家大学外国語大学，澳門大学，トリーア大学，コートダジュー
ル大学，ユライ・ドブリラ大学プーラ，寧波大学，ジョージタウン大学，ボン大学，ベトナム国家大学ハ
ノイ校，ルーヴァン・カトリック大学，高麗大学校，ソウル大学校，釜慶大学，国立政治大学，国立中央大
学，天津外国語大学，陝西師範大学，中山大学，北京外国語大学，清華大学，統計数理研究所，国文学研究
資料館，国立情報学研究所，独立行政法人国際交流基金，株式会社ネットアドバンス，小学館，株式会社
ピコラボ，特定非営利活動法人トルシーダ

•実証的な理論・対照言語学の推進
▶ プロジェクトリーダー：浅原正幸（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
認知言語学や生成文法などの理論的研究や類型論的研究においては，伝統的に話者の内省や直観に基
づく個別研究が方法論的に主流だったが，近年その方法論の見直しが各理論，各分野で急速に進んでい
る。具体的には，理論的考察にコーパス資料，実験データ，フィールド調査などを多角的に組み合わせ
て言語研究の中心的課題に取り組む，新たな実証的方法論を模索する動きが世界的に加速化している。
本プロジェクトでは，音韻，意味，形態・統語という言語研究の中心的三分野における理論的・類型論的
な研究の核心的課題に取り組み，このような世界的潮流における最先端の研究を参照しつつ，それを先
導する研究を進める。具体的には，言語学と隣接分野，あるいは言語学の複数の下位分野の知見を融合
する形で研究を進めるサブプロジェクト 4件と，自然言語処理の知見を活かしてそのような研究に資す
る言語資源を開発するプロジェクト 1件を，それぞれの独自性を保ちつつも相互に連携させて展開する
ことで，国内外の言語研究の最前線に貢献することを目指す。
個別の課題に取り組む 4つのプロジェクトは，イントネーションの構造の言語間・方言間変異（イン

トネーション P），体言化・名詞修飾構造の形態・統語・意味的類型（体言化 P），状態変化述語の意味構造
（述語の意味論 P），統語変換操作の理論言語学における位置づけ（計算言語学 P）という，音韻，意味，
形態・統語のそれぞれの分野における鍵となる概念の定義そのものを再考察することを目的としている。
この目的のために，個々のプロジェクトは，解明の対象である概念に迫るために最適な分野横断的手法
を複数組み合わせた多角的なアプローチを採用することで研究を進める。具体的には，イントネーショ
ン Pでは，コーパス構築とフィールド調査，体言化 Pではフィールド調査と文献資料調査，述語の意味
文法 Pではビデオ実験とコーパス調査，計算言語学 Pではコーパス構築と計算論的モデリングを中心的
な手法として採用する。これらの具体的な課題に取り組むサブプロジェクトと連動し，それを後方支援
するアノテーション Pでは，既存のコーパスで手薄だが，言語資源に基づく言語の科学的研究をより一
層進めるために必要となるタイプの言語資源の構築に注力する。プロジェクト全体で開催する合同の研
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づく個別研究が方法論的に主流だったが，近年その方法論の見直しが各理論，各分野で急速に進んでい
る。具体的には，理論的考察にコーパス資料，実験データ，フィールド調査などを多角的に組み合わせ
て言語研究の中心的課題に取り組む，新たな実証的方法論を模索する動きが世界的に加速化している。
本プロジェクトでは，音韻，意味，形態・統語という言語研究の中心的三分野における理論的・類型論的
な研究の核心的課題に取り組み，このような世界的潮流における最先端の研究を参照しつつ，それを先
導する研究を進める。具体的には，言語学と隣接分野，あるいは言語学の複数の下位分野の知見を融合
する形で研究を進めるサブプロジェクト 4件と，自然言語処理の知見を活かしてそのような研究に資す
る言語資源を開発するプロジェクト 1件を，それぞれの独自性を保ちつつも相互に連携させて展開する
ことで，国内外の言語研究の最前線に貢献することを目指す。
個別の課題に取り組む 4つのプロジェクトは，イントネーションの構造の言語間・方言間変異（イン

トネーション P），体言化・名詞修飾構造の形態・統語・意味的類型（体言化 P），状態変化述語の意味構造
（述語の意味論 P），統語変換操作の理論言語学における位置づけ（計算言語学 P）という，音韻，意味，
形態・統語のそれぞれの分野における鍵となる概念の定義そのものを再考察することを目的としている。
この目的のために，個々のプロジェクトは，解明の対象である概念に迫るために最適な分野横断的手法
を複数組み合わせた多角的なアプローチを採用することで研究を進める。具体的には，イントネーショ
ン Pでは，コーパス構築とフィールド調査，体言化 Pではフィールド調査と文献資料調査，述語の意味
文法 Pではビデオ実験とコーパス調査，計算言語学 Pではコーパス構築と計算論的モデリングを中心的
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16 II 共同研究と共同利用

究会やサブプロジェクト間での共同研究や言語資源活用のノウハウの共有を通して，サブプロジェクト
間の連携を強めて研究推進の相乗効果を得ることを模索する。
《 !2023年度の主要な成果》
理論対照統括
継続して Evidence-based Linguistics Workshopを開催するとともに，言語学フェス 2024を共催し
た。2024年 8月に開催予定のOxford大学・神戸大学国際シンポジウムの共催の準備を進めた。
アノテーション
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本経済新聞記事オープンコーパス』のアノテーションデータを　
整備した。ジャーナル論文 4件・紀要論文 2件・招待論文 1件・学会記事 1件・査読付き国際会議発表 5件。
イントネーション
•フィールドワークを通じて南琉球八重山語の韻律調査を複数回行った。
•音声学系国際学会で１件の口頭発表を行った。
•日本言語学会で琉球語諸方言に関する公開ワークショップを行った。
計算言語学
日本語比較構文アノテーションデータの公開に向けて作業を進めた。査読付き英語論文 1本。

体言化
前年度に引き続き，諸言語の体言化・類別詞・性標示に関するデータを収集するために，インド　（23名），
インドネシア（8名），アメリカ（文法書や他の文献に基づく調査），ペルー（10名）でフィールドワーク・
文献調査を実施した。また，今まで国内外で収集したデータの分析を進め，研究成果を英語版の論文（2
件）の形でとりまとめ，著名な研究雑誌およびハンドブックに投稿した。
述語の意味と文法
状態変化動詞に関するデータ収集と研究発表，移動動詞に関する成果出版，および格標識に関する
データ収集と発表を行った。具体的には，英文論文集 i）A cross-linguistic perspectives on motion event
descriptions，Vol. 1（Mouton）の原稿提出に向けた最終作業と，ii）Revisiting Deixis in Motion-Event
Descriptions（John Benjamins）の編集を行った。英文ブックチャプター 1件，査読付き国際会議発表 3
件，国内学会発表 2件。

▶ 共同研究員数：175名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道教育大学，弘前大学，東北大学，茨城大学，千葉大学，東京大学，東京外国語大学，東京農工大学，一
橋大学，総合研究大学院大学，上越教育大学，金沢大学，信州大学，岐阜大学，名古屋大学，京都大学，大阪
大学，神戸大学，岡山大学，広島大学，福岡教育大学，九州大学，長崎大学，熊本大学，琉球大学，横浜市立
大学，愛知県立大学，神戸市外国語大学，熊本県立大学，名桜大学，藤女子大学，北星学園大学，弘前学院大
学，目白大学，麗澤大学，神田外語大学，慶應義塾大学，工学院大学，國學院大學，駒澤大学，上智大学，大
正大学，大東文化大学，東海大学，東京理科大学，日本女子大学，武蔵野大学，早稲田大学，東京工科大学，
神奈川大学，静岡英和学院大学，名古屋学院大学，南山大学，立命館大学，追手門学院大学，関西大学，関西
外国語大学，近畿大学，関西学院大学，関西国際大学，美作大学，広島経済大学，安田女子大学，別府大学，
沖縄国際大学，有明工業高等専門学校，SOAS，University of London，Ludiwg-Maximilians-Universität
in Munich，メキシコ国立自治大学，Christian-Albrechts-Universität zu Kiel，Gauhati University，IIT
Madras，Central Institute of Indian Languages Manasagangotri，ワルシャワ大学，リヨン第 2大学，カ
リフォルニア大学ロサンゼルス校，Tripura University，Deccan College，Federal University of Pará，フ
ランス国立社会科学高等研究院，雲南省民族学会，内蒙古大学，ネワール言語文化研究所，Resemble AI，
情報・システム研究機構，国立障害者リハビリテーションセンター（研究所），株式会社リクルート

•消滅危機言語の保存研究
▶ プロジェクトリーダー：山田真寛（研究系・准教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
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《研究目的および特色》
1.いま話されている日琉語諸方言データの収集：担当地域でフィールド調査
国内 40地点で調査を行っている 3期から継続して，共同研究員が各担当地点で｛語彙，文法記述，談

話資料の蓄積｝を進める。第 3期プロジェクトを以下 3つの観点で発展させる。
増やす：3点セットを拡充し，「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性の解明」プロ

ジェクト（代表 |五十嵐）や日琉祖語再建・系統関係解明，対照言語学的研究に資するデータなど，特定
トピックに関するデータを増やす。
深める：3期までに個別文法現象の記述がある地点は文法スケッチを，文法スケッチがある地点は参
照文法を執筆する。
広げる：琉球諸語に比べて不足している本土諸方言に調査対象を広げる。また消滅危機言語の再活性
化など，言語の継承保存に資する基礎資料としてのデータ収集も行う。
2.過去の諸方言データの電子化：諸方言談話資料の文字化・電子化と公開準備

1977年度から 1985年度にかけて行われた「各地方言収集緊急調査」（文化庁）のうち「全国方言談話
データベース日本のふるさとことば集成」（2001～2008，全 20巻）で未公開部分の文字化・電子化し公
開準備を進める。
3.オープンサイエンスの促進：アーカイブ
上記 1，2で蓄積されるデータを「危機言語データベース」（https://kikigengo.ninjal.ac.jp/!）な

どで随時公開し，利用可能な段階から研究情報共同利用センター（仮）も利用する。またコーパス共同
開発センター（仮）と協働して，それぞれのデータ保持者自身がフィールドデータを平易かつ適切にアー
カイブするしくみをつくり，データのアーカイブと共同利用の準備を進める。
4.消滅危機言語・方言の認知向上や記録保存・継承保存の推進：イベント
•危機言語サミット（危機言語コミュニティや社会一般向け；文化庁，地方自治体と共催）
•フィールドワークチュートリアル（大学院学生向け）
•データデポジットワークショップ（共同研究員向け）
•共同研究員のフィールド調査成果発表会（国内発表会，ハワイ大学と共同開催するワークショップ）
•その他，言語コミュニティや社会一般に向けて，危機言語の認知向上や公開データへのアクセス・利
用促進を目的としたイベントや発信を行う。

《!2023年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•共同研究員が各自の担当地点でフィールドワークを行い，語彙・文法・談話データを収集した。その成
果については，イントネーションプロジェクトと共同でプロジェクト研究会を開催して報告し，プロ
シーディングス 2冊を機関リポジトリから公開した。
•語彙データベースを　改良し，プロジェクトウェブサイト　上で公開しているオンライン　辞書の機能を拡充した。
•データの公開としては，1）リポジトリで公開されている文化庁談話資料をまとめたウェブページを　作成
し，音声ファイルを公開したほか，2）文化庁データ「各地方言収集緊急調査」は 10地点 16 itemsの
電子化したテキストと音声区切りファイルを機関リポジトリとプロジェクトのウェブサイトで　公開した。
•「みんなで談話整備プロジェクト文化庁「各地方言収集緊急調査」資料の整備と活用説明会&講習会」
（8/26）を開催し，談話資料電子化のチュートリアルを行った。
•沖永良部語諸方言など，地域言語コミュニティによる語彙収集プロジェクトが収集したデータは，
プロジェクトウェブサイト上のオンライン　辞書を，データの　公開・利用プラットフォームとして　活用している　。

2.大学院教育・若手研究者育成に関する計画
•山田真寛と五十嵐陽介がフィールド言語学（総研大）を担当した。
•イントネーションプロジェクト　（リーダー｜五十嵐陽介）と共同で研究発表会を 2回開催し（6/10，3/17），
若手研究者へ発表機会を提供した。
•プロジェクト非常勤研究員として 3名を雇用，4名の大学院生が共同研究員としてプロジェクトに参
加し，フィールドワークや研究会発表参加の機会を提供するなどして若手育成につとめた。
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《研究目的および特色》
1.いま話されている日琉語諸方言データの収集：担当地域でフィールド調査
国内 40地点で調査を行っている 3期から継続して，共同研究員が各担当地点で｛語彙，文法記述，談

話資料の蓄積｝を進める。第 3期プロジェクトを以下 3つの観点で発展させる。
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ジェクト（代表 |五十嵐）や日琉祖語再建・系統関係解明，対照言語学的研究に資するデータなど，特定
トピックに関するデータを増やす。
深める：3期までに個別文法現象の記述がある地点は文法スケッチを，文法スケッチがある地点は参
照文法を執筆する。
広げる：琉球諸語に比べて不足している本土諸方言に調査対象を広げる。また消滅危機言語の再活性
化など，言語の継承保存に資する基礎資料としてのデータ収集も行う。
2.過去の諸方言データの電子化：諸方言談話資料の文字化・電子化と公開準備

1977年度から 1985年度にかけて行われた「各地方言収集緊急調査」（文化庁）のうち「全国方言談話
データベース日本のふるさとことば集成」（2001～2008，全 20巻）で未公開部分の文字化・電子化し公
開準備を進める。
3.オープンサイエンスの促進：アーカイブ
上記 1，2で蓄積されるデータを「危機言語データベース」（https://kikigengo.ninjal.ac.jp/!）な

どで随時公開し，利用可能な段階から研究情報共同利用センター（仮）も利用する。またコーパス共同
開発センター（仮）と協働して，それぞれのデータ保持者自身がフィールドデータを平易かつ適切にアー
カイブするしくみをつくり，データのアーカイブと共同利用の準備を進める。
4.消滅危機言語・方言の認知向上や記録保存・継承保存の推進：イベント
•危機言語サミット（危機言語コミュニティや社会一般向け；文化庁，地方自治体と共催）
•フィールドワークチュートリアル（大学院学生向け）
•データデポジットワークショップ（共同研究員向け）
•共同研究員のフィールド調査成果発表会（国内発表会，ハワイ大学と共同開催するワークショップ）
•その他，言語コミュニティや社会一般に向けて，危機言語の認知向上や公開データへのアクセス・利
用促進を目的としたイベントや発信を行う。

《!2023年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•共同研究員が各自の担当地点でフィールドワークを行い，語彙・文法・談話データを収集した。その成
果については，イントネーションプロジェクトと共同でプロジェクト研究会を開催して報告し，プロ
シーディングス 2冊を機関リポジトリから公開した。
•語彙データベースを　改良し，プロジェクトウェブサイト　上で公開しているオンライン　辞書の機能を拡充した。
•データの公開としては，1）リポジトリで公開されている文化庁談話資料をまとめたウェブページを　作成
し，音声ファイルを公開したほか，2）文化庁データ「各地方言収集緊急調査」は 10地点 16 itemsの
電子化したテキストと音声区切りファイルを機関リポジトリとプロジェクトのウェブサイトで　公開した。
•「みんなで談話整備プロジェクト文化庁「各地方言収集緊急調査」資料の整備と活用説明会&講習会」
（8/26）を開催し，談話資料電子化のチュートリアルを行った。
•沖永良部語諸方言など，地域言語コミュニティによる語彙収集プロジェクトが収集したデータは，
プロジェクトウェブサイト上のオンライン　辞書を，データの　公開・利用プラットフォームとして　活用している　。

2.大学院教育・若手研究者育成に関する計画
•山田真寛と五十嵐陽介がフィールド言語学（総研大）を担当した。
•イントネーションプロジェクト　（リーダー｜五十嵐陽介）と共同で研究発表会を 2回開催し（6/10，3/17），
若手研究者へ発表機会を提供した。
•プロジェクト非常勤研究員として 3名を雇用，4名の大学院生が共同研究員としてプロジェクトに参
加し，フィールドワークや研究会発表参加の機会を提供するなどして若手育成につとめた。
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•「みんなで談話整備プロジェクト文化庁「各地方言収集緊急調査」資料の整備と活用説明会&講習会」
を開催し，談話資料電子化のチュートリアルを行った。
•フィールド支援プロジェクトの一部として，学部生と大学院生を対象にフィールドワークチュートリ
アル（座学と実習）を行った。

3.地域・社会との連携に関する計画
•与那国町（沖縄県八重山郡），文化庁などと共催で「消滅の危機にある言語・方言サミット　」を開催した。
•和泊町との連携協力協定にもとづき，玉城集落住民と協働して玉城方言辞典編集チームを立ち上げ，
辞典制作を開始した。玉城公民館は辞典制作を含む事業予算を和泊町に申請し，採択された。
•和泊町文化協会と協働して「宝をつなぐチャレンジ応援事業」（奄美群島広域事務組合）の事業助成金
に申請し，採択事業を実施した。
•知名町中央公民館講座「しまむにサロン」を開講した（毎月 1回時間，通年）。
•田皆集落住民と協働して田皆方言辞典編集チームを立ち上げ，辞典制作を開始した。
•フィールド支援プロジェクトの一部として，静岡県葵区井川支所と協働してフィールド調査とシンポ
ジウムを行った。
•沖縄県宮古島市と談話資料のデジタル化・アーカイビングを目的とした連携協力協定を締結した。
4.グローバル化に関する計画
•米国ハワイ大学マノア校との協定を，ヒロ校を含むハワイ大学全体との協定として更新した上で，1）
米国ハワイ大学マノア校の教員 2名国立国語研究所を訪問し，総研大との連携，Brill社シリーズ，そ
の他今後の連携事業について議論，2）琉球語のフィールドワークに同校の学生 1名を招聘しフィール
ドワークをサポート，3）同大ヒロ校の共同研究員を外来研究員として招聘し，危機言語の継承保存に
ついて議論，などの活動を通して連携を深めた。

▶ 共同研究員数：75名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，東京大学，東京外国語大学，金沢大学，信州大学，島根大学，岡山大学，広島大学，福岡教育大
学，九州大学，長崎大学，鹿児島大学，琉球大学，横浜市立大学，熊本県立大学，名桜大学，北星学園大学，
弘前学院大学，國學院大學，駒澤大学，大正大学，大東文化大学，東京理科大学，立正大学，静岡英和学院
大学，中京大学，南山大学，立命館大学，関西大学，広島経済大学，別府大学，沖縄国際大学，静岡理工科
大学，近畿大学工業高等専門学校，有明工業高等専門学校，SOAS，University of London，カリフォルニ
ア大学ロサンゼルス校，ハワイ大学，フランス国立社会科学高等研究院，情報・システム研究機構，北海
道博物館，国立障害者リハビリテーションセンター（研究所），独立行政法人国際交流基金

•多言語・多文化社会における言語問題に関する研究
▶ プロジェクトリーダー：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，多言語化が進んだ日本社会で発生している言語問題の中でも，日々の言語生活に

欠かせない分野である行政，医療福祉分野を中心としたにおける言語問題の所在を明らかにするための
社会調査，ならびにそれを支える基礎調査を実施する。その上で言語問題の解決を目指すことを目的と
する。
多言語化・多文化による社会変容により，特に行政・医療福祉分野における言語問題が生じている。国

立国語研究所においても，「外来語言い換え提案」「病院の言葉」に関するプロジェクト，大規模自然災
害をきっかけとして提唱された「やさしい日本語」など，その成果は少なくない。ただし，これらはそ
れぞれ「国語問題・国語施策」，「日本語問題・日本語施策」のための研究であり，多言語化・多文化した
日本社会の言語問題を包括的に捉えることにはならない。本プロジェクトでは，国立国語研究所で実施
された「国語・国字・日本人の視点」による言語生活研究の再定義を行い，行政・医療福祉分野における
言語問題を把握する。本研究の最終的な目的は，言語生活の現在を的確に捉えた上で行政，医療福祉を
中心とした分野に内在するにおける言語問題をリアルタイムに捉える，その解決に向けた提言を行うこ
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とにある。
本プロジェクトでは，多言語化・多文化による社会変容によって生じた日本社会において，行政と医
療福祉の専門家・非専門家のそれぞれに生じている言語問題の所在を把握する社会調査をについて，専
門家，非専門家双方を対象にした社会調査を実施する。社会調査のデータを公開するとともに，言語問
題を的確に把握するための基礎調査の実施，そこで得られたデータを活用した分析を実施する。
なお，実施にあたっては，人間文化研究機構共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生科学の
創成」，並びに同機構共創先導プロジェクト「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調
査の融合的研究」と連携する。
【研究組織】
本プロジェクトは次のような研究班を組織する。
•【総括班】研究全体の運営，研究組織化，研究班間の連携，共同研究発表会・シンポジウム等を企画・
運営する。
•【自治体研究班】自治体を対象とした社会調査を企画・実施する。
•【外来語研究班】外来語に関する社会調査を企画・実施する。
•【言語変異研究班】言語変異（音韻・アクセント・形態等）に関する調査研究を企画・実施する。
•【言語景観研究班】言語景観に関する調査研究を企画・実施する。
•【手話研究班】手話（日本手話・日本語対応手話・外国手話等）に関する調査研究を企画・実施する。
•【言語使用研究班】日本に居住する外国人の言語生活，ならびに日本人リタラシーに関する調査研究
を企画・実施する。
•専門家調査班では，専門家を対象とした社会調査を企画・実施する。
•言語生活調査班では，非専門家を対象とした社会調査を企画・実施する。
【研究成果】
•各調査班専門家調査班では，実施した社会調査を集計をしたデータ集を刊行し，調査結果をリアルタ
イムに発信していくとともに，調査データの公開を行う。
•各調査班言語生活調査班では，専門家調査班による社会調査の動向を踏まえた調査研究を実施し，その
成果を学会，国際会議での口頭発表，シンポジウムの開催，研究論文集の刊行などを通じて発信する。

《!2023年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•日本に住む外国人とその子弟の用いる日本語と第一言語（スペイン語・ブラジルポルトガル語），なら
びに日本人の用いる日本語の自然発話データの収集を行うフィールドワーク，ならびに日本語のアク
セントの体系記述のためのフィールドワークを神奈川県愛川町，群馬県前橋市・高崎市，静岡県静岡
市・磐田市で実施した。
•オーストリア科学アカデミー・消滅言語文化継承委員会との協定にもとづいたオンライン研究打ち合
わせ会を行ったほか，人間文化研究機構「コミュニケーション共生科学の創成」との共催によるオン
ラインシンポジウムの開催，科学研究費補助金（JSPS科研費 JP21K00551）と「コロナ関連用語に関
する意識調査」を共同で企画・実施した。
•令和 3年度，令和 4年度に実施した大規模社会調査データの整備を進めたほか，「日本の多言語多文化
状況における言語問題に関するウェブ調査」「現代日本語における外来語使用実態調査」については
報告書を刊行した。
•調査会社による社会調査について，コロナ関連用語意識に関する全国調査（4回），プロソディ変異調
査（札幌市，東京都，鹿児島市），アクセント実態調査（広島市）を実施した。
•オンラインシンポジウム「日本のことばを知る・学ぶ：手話と日本語とが飛び交う飲食店の日常空間」
を 2023年 10月 1日に開催したほか，第 18回NINJALフォーラム「国語研の言語生活研究の 75年：
生きたことばをつかまえる・追跡する調査研究」（2023年 12月 16日），また，シンポジウム「ダイバー
シティ研究の最前線：インクルーシブな社会の実現のために」を社会言語科学会との連携して 2024
年 2月 10日に開催した。
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とにある。
本プロジェクトでは，多言語化・多文化による社会変容によって生じた日本社会において，行政と医
療福祉の専門家・非専門家のそれぞれに生じている言語問題の所在を把握する社会調査をについて，専
門家，非専門家双方を対象にした社会調査を実施する。社会調査のデータを公開するとともに，言語問
題を的確に把握するための基礎調査の実施，そこで得られたデータを活用した分析を実施する。
なお，実施にあたっては，人間文化研究機構共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生科学の
創成」，並びに同機構共創先導プロジェクト「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調
査の融合的研究」と連携する。
【研究組織】
本プロジェクトは次のような研究班を組織する。
•【総括班】研究全体の運営，研究組織化，研究班間の連携，共同研究発表会・シンポジウム等を企画・
運営する。
•【自治体研究班】自治体を対象とした社会調査を企画・実施する。
•【外来語研究班】外来語に関する社会調査を企画・実施する。
•【言語変異研究班】言語変異（音韻・アクセント・形態等）に関する調査研究を企画・実施する。
•【言語景観研究班】言語景観に関する調査研究を企画・実施する。
•【手話研究班】手話（日本手話・日本語対応手話・外国手話等）に関する調査研究を企画・実施する。
•【言語使用研究班】日本に居住する外国人の言語生活，ならびに日本人リタラシーに関する調査研究
を企画・実施する。
•専門家調査班では，専門家を対象とした社会調査を企画・実施する。
•言語生活調査班では，非専門家を対象とした社会調査を企画・実施する。
【研究成果】
•各調査班専門家調査班では，実施した社会調査を集計をしたデータ集を刊行し，調査結果をリアルタ
イムに発信していくとともに，調査データの公開を行う。
•各調査班言語生活調査班では，専門家調査班による社会調査の動向を踏まえた調査研究を実施し，その
成果を学会，国際会議での口頭発表，シンポジウムの開催，研究論文集の刊行などを通じて発信する。

《!2023年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•日本に住む外国人とその子弟の用いる日本語と第一言語（スペイン語・ブラジルポルトガル語），なら
びに日本人の用いる日本語の自然発話データの収集を行うフィールドワーク，ならびに日本語のアク
セントの体系記述のためのフィールドワークを神奈川県愛川町，群馬県前橋市・高崎市，静岡県静岡
市・磐田市で実施した。
•オーストリア科学アカデミー・消滅言語文化継承委員会との協定にもとづいたオンライン研究打ち合
わせ会を行ったほか，人間文化研究機構「コミュニケーション共生科学の創成」との共催によるオン
ラインシンポジウムの開催，科学研究費補助金（JSPS科研費 JP21K00551）と「コロナ関連用語に関
する意識調査」を共同で企画・実施した。
•令和 3年度，令和 4年度に実施した大規模社会調査データの整備を進めたほか，「日本の多言語多文化
状況における言語問題に関するウェブ調査」「現代日本語における外来語使用実態調査」については
報告書を刊行した。
•調査会社による社会調査について，コロナ関連用語意識に関する全国調査（4回），プロソディ変異調
査（札幌市，東京都，鹿児島市），アクセント実態調査（広島市）を実施した。
•オンラインシンポジウム「日本のことばを知る・学ぶ：手話と日本語とが飛び交う飲食店の日常空間」
を 2023年 10月 1日に開催したほか，第 18回NINJALフォーラム「国語研の言語生活研究の 75年：
生きたことばをつかまえる・追跡する調査研究」（2023年 12月 16日），また，シンポジウム「ダイバー
シティ研究の最前線：インクルーシブな社会の実現のために」を社会言語科学会との連携して 2024
年 2月 10日に開催した。
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•プロジェクト研究発表会（オンライン）を 2024年 2月 17日と 3月 17日に開催した。
• 2022年度，2023年度に実施した調査（自治体調査，外来語調査，音韻調査等）で得た調査データを活
用した分析結果をまとめた論文を計量国語学，CLS，Journal of Sociolinguistics，国立国語研究所論
集に投稿した。

2.大学院教育・若手研究育成に関する計画
•プロジェクト非常勤研究員を新たに 3名雇用し，プロジェクトで実施されている調査の担当をさせた。
このほかには大学院生 7名をプロジェクトに参画させ，フィールドワークに参加し，インタビューの
担当をさせたり，大規模調査データの整備を担当させたりした。

3.地域・社会との連携に関する計画
•フィールドワーク対象地域の自治体（神奈川県愛川町，群馬県前橋市，静岡県静岡市，磐田市）との連
携を図った他，自治体が主体となって実施した定住外国人調査データ（群馬県地域創生部ぐんま暮ら
し・外国人活躍推進係）の共有を自治体から提供してもらい，調査データの分析を進めた。

4.グローバル化に関する計画
•海外の研究者と共同での調査を神奈川県愛川町に居住するブラジル人・ペルー人を対象に 2023年 7月
より開始した。また研究の進捗を話し合うためのオンラインミーティングを月に 1回，計 12回，実
施した。
•研究成果（母音の無声化の調査，アクセント習得）を取りまとめた英文論文をCLS，Journal of Soci-

olinguisticsに投稿した。
▶ 共同研究員数：59名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，電気通信大学，大阪大学，鹿児島大学，国際教養大学，群馬県立女子大学，東京都立大学，北星
学園大学，青山学院大学，学習院大学，上智大学，大東文化大学，日本大学，明治大学，関東学院大学，名
古屋商科大学，立命館大学，宇都宮共和大学，獨協大学，大正大学，早稲田大学，愛知淑徳大学，La Trobe
University，Australian National University，University of Helsinki，ハワイ大学，モナシュ大学，ウィー
ン大学，デュースブルク=エッセン大学，ヨーク大学，国立民族学博物館，人間文化研究機構本部，デー
タサイエンス共同利用基盤施設，海外移住資料館，文化庁，NHK放送文化研究所

•多世代会話コーパスに基づく話し言葉の総合的研究
▶ プロジェクトリーダー：小磯花絵（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，子どもを中心とする多様な場面・相手との会話を含む映像付きコーパスを新たに

開発し，成人中心の既存のコーパスと接続させることで，コミュニケーションを含む言語の発達・変化
の過程を，子どもから高齢者まで多世代に渡り実証的に研究できる基盤を構築することにより，日本に
おける言語発達研究を幅広い分野の研究者との連携体制のもとで展開させることを目的とする。また，
各種会話コーパスを活用した技術開発を見据えた基礎研究を推進する。
これまで乳幼児を含む子どもの言語発達に関する研究が数多く行われてきたが，発達研究は乳幼児に

限られるものではなく，学童期，青年期，成人初期，壮年期，老年期など，多世代に渡り見ていく視点も
不可欠である。特に，高齢者や子育て世代の孤立など家族の問題が複数世代化し，多世代交流が国の重
要施策の一つとして掲げられるなか，乳幼児から高齢者までの多世代を対象に，日常生活の中で交わさ
れるリアルな会話を映像まで含めて記録したコーパスを構築・公開し，各世代の言語使用・コミュニケー
ション行動の実態やその発達・変化を実証的・多角的に研究することは，学術のみならず社会的にも重要
な課題である。
そこで本プロジェクトでは，『子ども日常会話コーパス』『幼稚園話し合いコーパス』『小学校話し合

いコーパス』『昭和子ども会話コーパス』（いずれも仮称）を整備した上で，第 3期までに構築してきた
コーパスと合わせて活用することにより，話し言葉の特性を，　◯1　　言語発達，　◯2　　言語教育，　◯3　　時代による
言語の変化，　◯4　　話し言葉のレジスター的多様性の観点から明らかにすると同時に，　◯5　　各種話し言葉コー
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パスを活用した情報工学的応用可能性について探る。
《!2023年度の主要な成果》
1.共同利用・共同研究に関する計画
•『子ども版日常会話コーパス』『小学校会話コーパス』『昭和子ども会話コーパス』については順調に収
録・文字化を進めた。『子ども版日常会話コーパス』のうち，2024年度に一般公開予定の 50時間につ
いて，プロジェクト共同研究員に限定して先行公開した。
•第 3期の研究成果である『日常会話コーパス』の研究可能性を高めるために，追加アノテーションな
どを新に施し公開する活動を進めている。今年度は次のデータベース 1件，アノテーション 4件，計
5件を公開した。
1）リレーショナルデータベース（各種アノテーションを統合したDB）
2）話者間関係性・年齢の上限関係アノテーション
3）分類語彙表番号アノテーションCEJC-WSD Version 202403
43）『日常会話コーパス』短単位語彙表（分類語彙表番号つき）
5）会話分析式トランスクリプトVer.202304
•国立障害者リハビリテーションセンター研究所と連携し，『日常会話コーパス』に付与した自閉症ス
ペクトラム傾向指数調査に基づき自閉傾向と終助詞使用との関係に関する研究を行い，その成果を第
48回社会言語科学会研究大会で発表したところ，大会発表賞を受賞した。
•計画していたシンポジウム 2件に加え，プロジェクトの活動と関連する諸学会と連携したシンポジウ
ム・研究会を 3件共催し，共同研究員が計 46件の発表を行った。参加者は合計で 725名であり，研
究成果を広く発信することができた。
1）人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会第 14回対話システムシンポジウム
2）音響学会音声研究会・電子情報通信学会バーバル・ノンバーバル研究会
3）ことば・認知・インタラクションシンポジウム 12
4）人工知能学会第 100回言語・音声理解と対話処理研究会
5）日常会話コーパスシンポジウム IX
• 2023年度は『日常会話コーパス』など既存のコーパスを中心としつつ，構築中の『子ども版日常会
話コーパス』も合わせて研究を進めた。これらの成果を，論文 10本，ブックチャプター 6本，発表
82件，コーパス・データベース 5件として公表した。コーパスについては言語資源の代表的な国際会
議 LREC2022で報告しているが，当該論文は SciValの調べで Top 5 %の被引用数であり（令和 6年
5月調査），このことからも本コーパスが広く活用されていることが分かる。

2.大学院教育・若手研究者育成に関する計画
•コーパス言語学分野の人材を育成するために，「学習者辞書」プロジェクト及び言語資源開発センター
と共催で，若手研究者や大学院生を主対象とする『日常会話コーパス』活用のための講習会・チュー
トリアルを 2回開催した。こうした取り組みにより，オンライン検索システム「中納言」の同コーパ
スの登録ユーザ数・年間検索数は，13530人（7095人増），20万件（前年度比 130 %）となるなど，広
く活用された。
•大学院生の共同研究員や，共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日常会話コーパス』『子ども版
日常会話コーパス（構築中）』を優先的に提供してコーパス活用の研究支援を実施することで，卒論 23
本，修論 1本，博論 3本の成果に結びついた。
•『日常会話コーパス』について，大学の授業でコーパスを利用できるオンライン検索アプリケーショ
ン「中納言」の講義用アカウントを 86の授業・講義（受講者計 2813名）に対して発行し，大学の授業
に貢献した。

3.地域・社会との連携に関する計画
•「日常会話コーパス」の情報工学的応用可能性について検討する「応用研究班」を設け，民間企業の
研究者 5名も共同研究員等に加えて研究を推進した。また人工知能学会言語・音声理解と対話処理研
究会と共催で「対話システムシンポジウム」「第 100回言語・音声理解と対話処理研究会」を国語研究
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所で開催して連携を深めた。
•プロジェクトで継続して整備・公開を続ける『日本語日常会話コーパス』『名大会話コーパス』『職場
談話コーパス』『昭和話し言葉コーパス』を，インターネットを通して一般に発信した。今年度合計
で無償版 7887件，有償版 64件の新規利用申請があった。有償版のうち 5件は商業利用であり，学
術のみならず産業界でも活用された。

4.グローバル化に関する計画
•『日常会話コーパス』『名大会話コーパス』『職場談話コーパス』『昭和話し言葉コーパス』を，インター
ネットを通し海外も含めて発信した。このうち『日常会話コーパス』について，今年度の新規登録ユー
ザ 7095名のうち 1100名が海外機関所属者である。
•『日本語日常会話コーパス』を活用したAdvanced CA Seminar（講師：Paul Drew and Monica Simone，

2023年 3月 1–6日）が開催された。
▶ 共同研究員数：128名
▶ 共同研究員所属機関：
筑波大学，宇都宮大学，埼玉大学，千葉大学，東京大学，東京外国語大学，東京学芸大学，お茶の水女子大
学，横浜国立大学，新潟大学，富山大学，金沢大学，北陸先端科学技術大学院大学，名古屋大学，愛知教
育大学，京都大学，京都工芸繊維大学，大阪大学，神戸大学，奈良教育大学，岡山大学，九州大学，熊本大
学，公立はこだて未来大学，東京都立大学，滋賀県立大学，東京福祉大学，明海大学，十文字学園女子大
学，ものつくり大学，千葉工業大学，神田外語大学，青山学院大学，慶應義塾大学，國學院大學，国際基督
教大学，昭和大学，専修大学，玉川大学，東京家政大学，東京女子大学，日本大学，日本女子大学，武蔵野
美術大学，立教大学，早稲田大学，駒沢女子大学，神奈川工科大学，岐阜女子大学，静岡理工科大学，愛知
大学，中京大学，中部大学，京都産業大学，同志社大学，関西学院大学，神戸松蔭女子学院大学，ノートル
ダム清心女子大学，東北工業大学，立命館大学，福井工業高等専門学校，University of Basel，モナシュ
大学，アルバータ大学，崇実大学，国立研究開発法人理化学研究所，国立障害者リハビリテーションセン
ター（研究所），弥彦村立弥彦小学校，独立行政法人国際交流基金，ミイダス株式会社（HRサイエンス研
究所），日本電信電話株式会社NTTコミュニケーション科学基礎研究所，株式会社リクルート，NHK財
団NHK放送研修センター，フェアリーデバイセズ株式会社，NHK放送文化研究所

•多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究
▶ プロジェクトリーダー：石黒圭（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクト「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究」は，日本語非

母語話者（日本語学習者および定住外国人）の言語運用の縦断的調査によって多様な言語資源を構築して
研究し，その研究成果を教育支援に生かすことを目的とする。その目的を達成するため，以下の六つの
サブプロジェクトを設置する。
（1）多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の応用的研究統括（担当：石黒）
下記の（2）～（6）の五つのサブプロジェクトの研究成果を収集・整理し，インターネット上においてそ

の公開・発信を支援する。
（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究（担当：石黒）
中国，台湾，韓国，ベトナムの複数の大学と日本語学習者の作文の縦断コーパス調査のネットワーク
を形成し，学習者 600名（開始時）を対象に，1年間に 3回，4年間にわたる計 12回の作文調査を行う
プロジェクトです。収集したデータに基づき，学習者の作文執筆能力の縦断的な発達過程を明らかにす
ることを目指す。
（3）日本語学習者の談話の縦断コーパス研究（担当：石黒）
中国の 2大学の日本語学習者を対象に，大学入学から卒業までの 4年，1年間に 2回，計 8回の I-JAS

準拠のインタビュー調査と，それに関連する作文調査を行い，縦断談話データベースを構築する。収集
したデータを用いて，談話能力の縦断的な発達過程を作文能力との関係で総合的に明らかにすることを
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目指す。
（4）日本語学習者の作文教育支援研究（担当：山口）
協同型の作文教育向けの作文・添削支援システムを開発し，授業への導入手法を検討する。また，シ

ステムを用いた授業実践の結果から作文・添削データベースを構築し，作文技能の習得過程とシステム
の教授効果を明らかにすることを目指す。
（5）定住外国人の談話の縦断研究（担当：野山）

2007年から継続してきた東北地方における外国人定住者の縦断インタビュー調査について，第 4期
も調査を継続する。それとともに，過去の収集データの整備を行い，それらのデータを公開，分析する
ことで，長期間にわたる生活者の言語習得の実態を明らかにすることを目指す。
（6）定住外国人のよみかき研究（担当：福永）
生活者としての日本語学習者を対象に，日常生活における文字を介したコミュニケーション（よみか
き実践）の種類，方略の使用，新しいメディアの活用等についてデータ収集を行い，よみかき実践研究
の発展とよみかきに関わる外国人支援の充実を目指す。
《 !2023年度の主要な成果》
（1）非母語話者日本語運用統括
　◯1　　五つのサブプロジェクトの研究情報を収集・整理し，インターネット上においてその公開・発信を支
援した。【共同利用・共同研究】
◦本プロジェクトのサイト（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/!）の管理を行い，公開を継続した。
◦上記Webサイトより，サブプロジェクトの 2023年度の研究成果の公開を行った。
◦上記Webサイト，およびX（https://twitter.com/jsl_ninjal!）を用いて，サブプロジェクト
の 2023年度のイベント情報の発信を行った。

（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 19大学と共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦作文縦断調査は各大学の日本語学科に入学した学習者を対象に 1年に 3回ずつ実施し，4年間で
計 12回行う予定である。2023年度は計 1,691本分の作文データを収集した。調査対象となった
大学は，中国 7大学（北京語言大学，天津外国語大学，東華大学，重慶山峡学院，福建師範大学，
華中科技大学，長春師範大学），台湾 2大学（国立政治大学，東呉大学），ベトナム 3大学（フエ大学
外国語大学，ドンア大学，ハノイ工業大学），韓国 2大学（韓国外国語大学校，仁川大学校），タイ 2
大学（タマサート大学，カセサート大学），フランス 1大学（フランス東洋言語文化学院），スロベ
ニア 1大学（リュブリャナ大学），イギリス 1大学（オックスフォード大学）の計 19大学である。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築に着手した。【共同利用・共同研究】
◦2023年度までに収集した作文データについて，データベースの構築に向けて、作文が所定の形
式に則って書かれているか，各種の情報のファイルがそろっているかの確認を行った。

　◯3　　国際的な研究拠点形成のための準備を進めた。【共同利用・共同研究】
◦すでに学術交流協定を締結している天津外国語大学（中国），東呉大学（台湾），韓国外国語大学校
（韓国），に加え，連携して調査に当たる福建師範大学（中国）と 2023年 12月に，フエ大学外国語
大学，ドンア大学（ベトナム）と 2024年 1月に，それぞれ学術交流協定を締結した。その結果，
学術交流協定を締結して共同研究を行っている大学は計 6大学となった。

　◯4　　サブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト「日本語学習者の作文教育支援研究」と連携し，収集した作文データの活用方
法を検討した。

　◯5　　工学系研究者との共同研究を継続した。【共同利用・共同研究】
◦（株）富士通の富士通研究所の研究者 2名，および明星大学情報学部の研究者 1名と 5回ミーティ
ングを行い，計算機によるテキスト処理の効率化の方法を検討した。

　◯6　　研究成果として，次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦国内外の学会や研究発表会，講演等で計 9件の研究発表・講演を行った（口頭発表 1件，ポスター
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目指す。
（4）日本語学習者の作文教育支援研究（担当：山口）
協同型の作文教育向けの作文・添削支援システムを開発し，授業への導入手法を検討する。また，シ
ステムを用いた授業実践の結果から作文・添削データベースを構築し，作文技能の習得過程とシステム
の教授効果を明らかにすることを目指す。
（5）定住外国人の談話の縦断研究（担当：野山）

2007年から継続してきた東北地方における外国人定住者の縦断インタビュー調査について，第 4期
も調査を継続する。それとともに，過去の収集データの整備を行い，それらのデータを公開，分析する
ことで，長期間にわたる生活者の言語習得の実態を明らかにすることを目指す。
（6）定住外国人のよみかき研究（担当：福永）
生活者としての日本語学習者を対象に，日常生活における文字を介したコミュニケーション（よみか
き実践）の種類，方略の使用，新しいメディアの活用等についてデータ収集を行い，よみかき実践研究
の発展とよみかきに関わる外国人支援の充実を目指す。
《 !2023年度の主要な成果》
（1）非母語話者日本語運用統括
　◯1　　五つのサブプロジェクトの研究情報を収集・整理し，インターネット上においてその公開・発信を支
援した。【共同利用・共同研究】
◦本プロジェクトのサイト（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/!）の管理を行い，公開を継続した。
◦上記Webサイトより，サブプロジェクトの 2023年度の研究成果の公開を行った。
◦上記Webサイト，およびX（https://twitter.com/jsl_ninjal!）を用いて，サブプロジェクト
の 2023年度のイベント情報の発信を行った。

（2）日本語学習者の作文の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 19大学と共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦作文縦断調査は各大学の日本語学科に入学した学習者を対象に 1年に 3回ずつ実施し，4年間で
計 12回行う予定である。2023年度は計 1,691本分の作文データを収集した。調査対象となった
大学は，中国 7大学（北京語言大学，天津外国語大学，東華大学，重慶山峡学院，福建師範大学，
華中科技大学，長春師範大学），台湾 2大学（国立政治大学，東呉大学），ベトナム 3大学（フエ大学
外国語大学，ドンア大学，ハノイ工業大学），韓国 2大学（韓国外国語大学校，仁川大学校），タイ 2
大学（タマサート大学，カセサート大学），フランス 1大学（フランス東洋言語文化学院），スロベ
ニア 1大学（リュブリャナ大学），イギリス 1大学（オックスフォード大学）の計 19大学である。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築に着手した。【共同利用・共同研究】
◦2023年度までに収集した作文データについて，データベースの構築に向けて、作文が所定の形
式に則って書かれているか，各種の情報のファイルがそろっているかの確認を行った。

　◯3　　国際的な研究拠点形成のための準備を進めた。【共同利用・共同研究】
◦すでに学術交流協定を締結している天津外国語大学（中国），東呉大学（台湾），韓国外国語大学校
（韓国），に加え，連携して調査に当たる福建師範大学（中国）と 2023年 12月に，フエ大学外国語
大学，ドンア大学（ベトナム）と 2024年 1月に，それぞれ学術交流協定を締結した。その結果，
学術交流協定を締結して共同研究を行っている大学は計 6大学となった。

　◯4　　サブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト「日本語学習者の作文教育支援研究」と連携し，収集した作文データの活用方
法を検討した。

　◯5　　工学系研究者との共同研究を継続した。【共同利用・共同研究】
◦（株）富士通の富士通研究所の研究者 2名，および明星大学情報学部の研究者 1名と 5回ミーティ
ングを行い，計算機によるテキスト処理の効率化の方法を検討した。

　◯6　　研究成果として，次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦国内外の学会や研究発表会，講演等で計 9件の研究発表・講演を行った（口頭発表 1件，ポスター
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発表 1件，ワークショップ 1件，講演 6件）。
◦学術誌に論文を 1本公表した。

　◯7　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手支援】
◦総合研究大学院大学での講義および一橋大学との連携大学院での演習において，本サブプロジェ
クトで収集中のデータを活用した授業を行った。

◦4名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。
◦12名（一橋大学 7名，明治大学 1名，早稲田大学 2名，筑波大学 1名，金沢大学 1名）の大学院
生がプロジェクトのミーティングに参加し，それぞれの研究観点に基づき，収集中の作文データ
の分析法の発表を行った。
◦大学院生１名の研究討論会での発表旅費を支援した。
◦東呉大学（台湾）と共同してNINJALチュートリアルを開催し，構築中の『日本語学習者縦断作
文コーパス（W-CoLeJa）』の概要と分析事例の紹介を行った。

　◯8　　産業界との連携として，次のような活動を行った。【地域・社会との連携】
◦作文の自動評価システム開発のため，（株）富士通を中心としたAIの専門家との共同研究を継続
し，会議を 6回（4月に 1回，5月に 1回，6月に 1回，7月に 1回，8月に 1回，1月に 1回）
開催し，検討を行った。

　◯9　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦共同研究を行っている海外の大学に所属する研究者，中国 16名，台湾 4名，韓国 6名，ベトナ
ム 4名，タイ 3名，スロベニア 3名，フランス 1名，ブラジル 1名，計 38名を共同研究員に加
え，現地調査を推進した。

◦すでに学術交流協定を締結している天津外国語大学（中国），東呉大学（台湾），韓国外国語大学校
（韓国），に加え，連携して調査に当たる福建師範大学（中国）と 2023年 12月に，フエ大学外国語
大学，ドンア大学（ベトナム）と 2024年 1月に，それぞれ学術交流協定を締結した。その結果，
学術交流協定を締結して共同研究を行っている大学は計 6大学となった（　◯3　　と重複有）。

（3）日本語学習者の談話の縦断コーパス研究
　◯1　　海外の 3大学と談話・作文の共同調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦西安外国語大学（中国），ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム），チュラーロンコーン大学（タイ）
の学生を対象に，『I-JAS』に準拠した内容の談話・作文のオンライン縦断調査を実施した。2023
年度は 2回分のデータを収集し，合計 97時間分の談話データ，および 258本分の作文データを
収集した。

　◯2　　収集した作文データのデータベース構築に着手した。【共同利用・共同研究】
◦2022年度に収集した談話データのうち，西安外国語大学（中国）第 2回調査分 25名分，約 21.3
時間（平均 45分）について，データベース構築に向けた文字化およびアノテーション付与を行っ
た。作文データについてはデータベース構築に向け，2023年度までに収集したデータ（第 1回～
第 5回の 3か国合計 704本分）すべてに目を通し，所定の形式に則って書かれた作文であるかの
確認を行った。

　◯3　　先行データのデータベースを構築し，公開した。【共同利用・共同研究】
◦先行データである中国の北京師範大学の学習者 17名分，約 136時間（17名×平均 1時間× 8回）
のデータベース（『B-JAS』）の構築を行い，2024年 3月に中納言上で公開した。

　◯4　　国際的な研究拠点形成のための準備を進めた。【共同利用・共同研究】
◦連携して調査に当たる西安外国語大学（中国）およびハノイ国家大学外国語大学と 2024年 1月に
それぞれ学術交流に関する協定書を締結した。

　◯5　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦サブプロジェクト「日本語学習者の作文の縦断コーパス研究」と連携し，共同で開発した文字入
力ツールおよびシステムを用いて作文のデータ収集を進めた。

　◯6　　研究成果として、次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
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◦NINJALシンポジウムにおいて，「『I-JAS』『B-JAS』利用のべし・べからずについて」というタ
イトルで発表を行い，YouTube上に公開した。

◦先行データである中国の北京師範大学の学習者 17名分，約 136時間（17名×平均 1時間× 8回）
のデータベース（『B-JAS』）の研究成果をまとめた論文集の刊行に向けて最終準備を行った。

◦『B-JAS』の広報および研究者によるデータの利活用を推進するため，9月_I-JAS研究会におい
て，『B-JAS』の概要や使い方を紹介する講習会を行った。

◦データベース構築に向けた文字化，アノテーション付与を進めるために，作業従事者のためのオ
ンライン講習会を行った。

◦『B-JAS』を使った研究成果として，9月_I-JAS研究会において，口頭発表を行った。
◦『B-JAS』を使った研究成果として，第 26回専門日本語教育学会研究討論会においてポスター発
表を行った。

　◯7　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦連携大学院の演習において，2名の博士後期課程の大学院生が『B-JAS』を活用した研究発表を
行った。
◦3名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。
◦3名（一橋大学 2名，東京外国語大学 1名）の大学院生が本プロジェクトに参画した。
◦大学院生１名の研究討論会での発表旅費を支援した。
◦NINJALシンポジウムにおいて，「『I-JAS』『B-JAS』利用のべし・べからずについて」というタ
イトルで若手研究者等を対象としたオンライン発表を行った（　◯6　　と重複有）。

　◯8　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦現地調査を行う西安外国語大学（中国）2名，ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム）4名，チュ
ラーロンコーン大学（タイ）2名，および現地調査を共同で行った北京師範大学 2名（中国），北京
外国語大学 4名（中国），計 14名の教員を引き続き共同研究員とし，共同研究を推進した。
◦連携して調査に当たる西安外国語大学（中国）と 2024年 1月に，ハノイ国家大学外国語大学と

2024年 1月にそれぞれ学術交流に関する協定書を締結した（　◯4　　と重複有）。
（4）日本語学習者の作文教育支援研究
　◯1　　プロトタイプシステムにかんする情報収集と予備実践を行った。【共同利用・共同研究】
◦共同研究員全員（13名）に対してプロトタイプを用いたデモを行い，共同研究員自身の行ってい
る教育実践に即して，個別にプロトタイプに対するフィードバックを受けた。
◦プロトタイプシステムを用いた予備実践を 4大学（京都外国語大学，南山大学，一橋大学，日本
国内の大学）で実施した。その際，4種類の実践プログラムを作成した。

　◯2　　システムの設計・構築・共有を行った。【共同利用・共同研究】
◦　◯1　　に基づき，作文・添削支援システムの振り返り支援機能として，少グループでの振り返り，付
与されたアノテーションのビューワー，外部ファイルへの作文データのエキスポート，振り返り
後の作文の改訂管理機能などの設計を行った。

◦前年構築分のプロトタイプシステムに対して，予備実践に即した拡張（匿名での添削，作文全体へ
のコメントなど）を行った。また，1の設計に基づいて，振り返り支援部分の実装を行った。た
だし，作文の改訂管理機能など，一部の機能は設計段階である。

◦課題の文章に対してコメント付けして，グループで振り返りを行うタイプの実践プログラム 3種
（読解，輪読，間違い探し課題），相互添削タイプの実践プログラム 1種を設計した。

　◯3　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦教育現場における日本語学習者の作文執筆支援のために，「日本語学習者の作文の縦断コーパス
研究」との会議を 2回（8月，9月）開催し，収集した作文データの検索・結果の集計方法（教師
用）を検討した。

◦「多世代会話コーパス」（プロジェクトリーダー：小磯花絵教授）のシンポジウム「日常会話コーパ
ス」IXで，支援システムを用いたグループ学習における談話に関する予備的な研究発表を 1件
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◦NINJALシンポジウムにおいて，「『I-JAS』『B-JAS』利用のべし・べからずについて」というタ
イトルで発表を行い，YouTube上に公開した。

◦先行データである中国の北京師範大学の学習者 17名分，約 136時間（17名×平均 1時間× 8回）
のデータベース（『B-JAS』）の研究成果をまとめた論文集の刊行に向けて最終準備を行った。

◦『B-JAS』の広報および研究者によるデータの利活用を推進するため，9月_I-JAS研究会におい
て，『B-JAS』の概要や使い方を紹介する講習会を行った。

◦データベース構築に向けた文字化，アノテーション付与を進めるために，作業従事者のためのオ
ンライン講習会を行った。

◦『B-JAS』を使った研究成果として，9月_I-JAS研究会において，口頭発表を行った。
◦『B-JAS』を使った研究成果として，第 26回専門日本語教育学会研究討論会においてポスター発
表を行った。

　◯7　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦連携大学院の演習において，2名の博士後期課程の大学院生が『B-JAS』を活用した研究発表を
行った。

◦3名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。
◦3名（一橋大学 2名，東京外国語大学 1名）の大学院生が本プロジェクトに参画した。
◦大学院生１名の研究討論会での発表旅費を支援した。
◦NINJALシンポジウムにおいて，「『I-JAS』『B-JAS』利用のべし・べからずについて」というタ
イトルで若手研究者等を対象としたオンライン発表を行った（　◯6　　と重複有）。

　◯8　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦現地調査を行う西安外国語大学（中国）2名，ハノイ国家大学外国語大学（ベトナム）4名，チュ
ラーロンコーン大学（タイ）2名，および現地調査を共同で行った北京師範大学 2名（中国），北京
外国語大学 4名（中国），計 14名の教員を引き続き共同研究員とし，共同研究を推進した。
◦連携して調査に当たる西安外国語大学（中国）と 2024年 1月に，ハノイ国家大学外国語大学と

2024年 1月にそれぞれ学術交流に関する協定書を締結した（　◯4　　と重複有）。
（4）日本語学習者の作文教育支援研究
　◯1　　プロトタイプシステムにかんする情報収集と予備実践を行った。【共同利用・共同研究】
◦共同研究員全員（13名）に対してプロトタイプを用いたデモを行い，共同研究員自身の行ってい
る教育実践に即して，個別にプロトタイプに対するフィードバックを受けた。
◦プロトタイプシステムを用いた予備実践を 4大学（京都外国語大学，南山大学，一橋大学，日本
国内の大学）で実施した。その際，4種類の実践プログラムを作成した。

　◯2　　システムの設計・構築・共有を行った。【共同利用・共同研究】
◦　◯1　　に基づき，作文・添削支援システムの振り返り支援機能として，少グループでの振り返り，付
与されたアノテーションのビューワー，外部ファイルへの作文データのエキスポート，振り返り
後の作文の改訂管理機能などの設計を行った。

◦前年構築分のプロトタイプシステムに対して，予備実践に即した拡張（匿名での添削，作文全体へ
のコメントなど）を行った。また，1の設計に基づいて，振り返り支援部分の実装を行った。た
だし，作文の改訂管理機能など，一部の機能は設計段階である。

◦課題の文章に対してコメント付けして，グループで振り返りを行うタイプの実践プログラム 3種
（読解，輪読，間違い探し課題），相互添削タイプの実践プログラム 1種を設計した。

　◯3　　他のサブプロジェクトとの連携を強化した。【共同利用・共同研究】
◦教育現場における日本語学習者の作文執筆支援のために，「日本語学習者の作文の縦断コーパス
研究」との会議を 2回（8月，9月）開催し，収集した作文データの検索・結果の集計方法（教師
用）を検討した。

◦「多世代会話コーパス」（プロジェクトリーダー：小磯花絵教授）のシンポジウム「日常会話コーパ
ス」IXで，支援システムを用いたグループ学習における談話に関する予備的な研究発表を 1件
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行った（2024年 3月 18日）。
　◯4　　研究成果として，次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦共同研究員が予備実践を行うために，機能拡張・改善した（「　◯2　　システムの設計・構築」参照）プロ
トタイプシステムを限定公開した。

◦　◯2　　で作成したプロトタイプ，および，予備実践について，日本教育工学会 2023年秋季全国大会，
日本教育工学会 2024年春季全国大会，日本語教育学会 2023年度秋季大会，韓国日語教育学会
で計 7件の口頭発表を行った。

　◯5　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦2名の非常勤研究員を雇用した。
◦共同研究員（大学院生）2名が実践プログラム 1種を設計し，担当している大学の授業でプロトタ
イプシステムを用いた実践を行った。

◦上記の非常勤研究員 2名と共同研究員 2名が学会で実践結果など 4件を口頭発表する際の費用を
支援した。

　◯6　　地域・社会との連携として，次のような活動を行った。【地域・社会との連携】
◦今年度実施した実践プログラムを参考に，2種類のタイプの活動（単一の文章をグループで評価
する活動，相互添削タイプの活動）に対して，教師用・学習者用の計 4種の作成を開始した。

　◯7　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦プロトタイプシステムのユーザインターフェイスを，多言語表示できるよう実装した。現在は，
日本語・英語について表示用テキストを用意している。

（5）定住外国人の談話の縦断研究
　◯1　　縦断調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦縦断調査及びフォローアップ調査を 4月 25日～26日にかけてフィールドで実施した。
◦地域の学習者に対して，リテラシーに関するパイロット調査を 7月 23日（S市）及び 3月 19日
（M市）に実施した。

　◯2　　公開に向けたデータの更新，整備を行った。【共同利用・共同研究】
◦公開に向けたデータの更新，整備を予定通り行った。
◦個人情報の取り扱いについては，改めて配慮を行いながらデータの整備を行った。

　◯3　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」のミーティングや開催された行事に等に参
加しつつ，プロジェクトや調査研究の充実に向けて参考とした。
◦社会言語学，会話分析，教育人類学を含む学際的な観点から共同研究を進めた。

　◯4　　研究成果として，次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦本プロジェクトの内容に関するサイトを維持しながら，拡充を図った。
◦講習（研修）に関する情報の概要については，本プロジェクトのサイトに報告，発信した。
◦オンライン講座（研修）を 2回行った（サポート 21主催，文化庁委託研修，2023年 8月，12月）。

　◯5　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦1名のプロジェクト非常勤研究員を雇用した。

　◯6　　地域・社会との連携として，次のような活動を行った。【地域・社会との連携】
◦研修を 2回行った（（1）西東京市日本語ボランティア研修，2023年 5月，（2）江戸川区教育委員会
主催副校長研修，2023年 11月）。

（6）定住外国人のよみかき研究
　◯1　　本調査を実施した。【共同利用・共同研究】
◦生活者としての定住外国人による字をよみかきする社会的実践についての調査を研究会議で検討
を行い（オンライン 6回，対面 1回），調査 1（言語生活調査）と調査 2（インターアクションイン
タビュー）として設計を行い，データ収集に着手した（のべ 6名分，約 300分）。なお，インフル
エンザの蔓延により，調査実施予定が大幅に変更（延期，中止を含む）することになった。さら
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に 2024年 1月に発生した能登半島地震により，北陸地方の調査は当面の間延期することにした。
これらの事情により令和 5年度に実施予定の調査は大幅な変更を余儀なくされた。
◦収集したデータについては，分析・公開に向けた準備作業を順次行った。

　◯2　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院との共催で，研究集会を開催した（2023
年 8月 26日）。

◦言語（言語教育）以外の社会学や移民研究等を専門とする研究者との連携・協業を積極的に進め，
引き続き研究者 2名の参加を継続した。

　◯3　　研究成果として、次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦調査データ等の研究成果を公開するために，総括班主導のもと他のサブプロジェクトと連携して，
本プロジェクトのサイトを開設し，データと情報公開の充実に努めた。

◦研究集会を北海道大学で開催した（2023年 8月 26日）。
◦論文 3件が学術誌に掲載された。
◦口頭発表を 3件行った（日本言語政策研究会第 25回研究大会，第 7回キルギス 2023日本学・日
本語教育国際研究大会，NINJALサロン）。

　◯4　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦一橋連携大学院および総合研究大学院の講義で本プロジェクトの問題意識や方法論等について話
題にした。

◦非常勤研究員 1名の（博士課程在籍者）の雇用を継続した。
◦共同研究員として 2名（博士課程後期在籍者 1名，博士課程後期進学予定者）がプロジェクトに
参加し，調査を担当した。さらに，1名が文献レビューの執筆に携わった。

◦共同研究員 1名がNINJALサロンにおいて口頭発表を行った。
◦英語文献のレビュー 3本を本プロジェクトのサイトおよび学術情報リポジトリのサイトにおいて
公開した。
◦共同研究者 1名に研究費・調査旅費を支援した。
◦共同研究者 1名の研究費・旅費（研究集会および研究会議への参加）を支援した。
◦調査シミュレーション動画を作成し，若手研究員を中心とした共同研究員が調査方法の理解を深
めるための支援を行った。

　◯5　　地域・社会との連携として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦国際交流協会等を訪問し，連携（調査協力，共同研究者）の強化を図った（長野県（長野国際化協
会長野県多文化共生相談センターほか 1団体），北海道札幌市，埼玉県川口市）。その結果として，
調査協力 3地域と共同研究者 1名の参加が実現した。
◦北海道大学で研究集会を開催した（2023年 8月 26日）。
◦先行研究文献のレビュー論文 8本（外国語文献 3本，日本語文献 5本）を国立国語研究所学術情
報リポジトリに登録，さらに本プロジェクトのサイトには学術情報リポジトリへのリンクを掲載
し，研究成果のより広い範囲への発信に努めた。

　◯6　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦日本語教師セミナー（ジャカルタ国立大学，2023年 9月 25日）においてプロジェクトの紹介を行
う活動を行い，海外の研究者を共同研究員として受け入れるための働きかけを積極的に行った。

◦共同研究員 2名の参画を継続した（ロシア出身 1名，韓国出身 1名）。
◦海外に向けた研究成果発信を行った（「第 7回キルギス 2023日本学・日本語教育国際研究大会」

2023年 8月）。
▶ 共同研究員数：133名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道大学，茨城大学，筑波大学，埼玉大学，千葉大学，東京外国語大学，東京工業大学，一橋大学，富山
大学，豊橋技術科学大学，三重大学，大阪大学，岡山大学，東京都立大学，静岡県立大学，東京福祉大学，
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に 2024年 1月に発生した能登半島地震により，北陸地方の調査は当面の間延期することにした。
これらの事情により令和 5年度に実施予定の調査は大幅な変更を余儀なくされた。
◦収集したデータについては，分析・公開に向けた準備作業を順次行った。

　◯2　　国内外の共同研究体制を整備した。【共同利用・共同研究】
◦北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院との共催で，研究集会を開催した（2023
年 8月 26日）。

◦言語（言語教育）以外の社会学や移民研究等を専門とする研究者との連携・協業を積極的に進め，
引き続き研究者 2名の参加を継続した。

　◯3　　研究成果として、次のような発信を行った。【共同利用・共同研究】
◦調査データ等の研究成果を公開するために，総括班主導のもと他のサブプロジェクトと連携して，
本プロジェクトのサイトを開設し，データと情報公開の充実に努めた。

◦研究集会を北海道大学で開催した（2023年 8月 26日）。
◦論文 3件が学術誌に掲載された。
◦口頭発表を 3件行った（日本言語政策研究会第 25回研究大会，第 7回キルギス 2023日本学・日
本語教育国際研究大会，NINJALサロン）。

　◯4　　若手支援として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦一橋連携大学院および総合研究大学院の講義で本プロジェクトの問題意識や方法論等について話
題にした。

◦非常勤研究員 1名の（博士課程在籍者）の雇用を継続した。
◦共同研究員として 2名（博士課程後期在籍者 1名，博士課程後期進学予定者）がプロジェクトに
参加し，調査を担当した。さらに，1名が文献レビューの執筆に携わった。

◦共同研究員 1名がNINJALサロンにおいて口頭発表を行った。
◦英語文献のレビュー 3本を本プロジェクトのサイトおよび学術情報リポジトリのサイトにおいて
公開した。
◦共同研究者 1名に研究費・調査旅費を支援した。
◦共同研究者 1名の研究費・旅費（研究集会および研究会議への参加）を支援した。
◦調査シミュレーション動画を作成し，若手研究員を中心とした共同研究員が調査方法の理解を深
めるための支援を行った。

　◯5　　地域・社会との連携として，次のような活動を行った。【大学院教育・若手研究者育成】
◦国際交流協会等を訪問し，連携（調査協力，共同研究者）の強化を図った（長野県（長野国際化協
会長野県多文化共生相談センターほか 1団体），北海道札幌市，埼玉県川口市）。その結果として，
調査協力 3地域と共同研究者 1名の参加が実現した。
◦北海道大学で研究集会を開催した（2023年 8月 26日）。
◦先行研究文献のレビュー論文 8本（外国語文献 3本，日本語文献 5本）を国立国語研究所学術情
報リポジトリに登録，さらに本プロジェクトのサイトには学術情報リポジトリへのリンクを掲載
し，研究成果のより広い範囲への発信に努めた。

　◯6　　グローバル化のため，次のような活動を行った。【グローバル化】
◦日本語教師セミナー（ジャカルタ国立大学，2023年 9月 25日）においてプロジェクトの紹介を行
う活動を行い，海外の研究者を共同研究員として受け入れるための働きかけを積極的に行った。

◦共同研究員 2名の参画を継続した（ロシア出身 1名，韓国出身 1名）。
◦海外に向けた研究成果発信を行った（「第 7回キルギス 2023日本学・日本語教育国際研究大会」

2023年 8月）。
▶ 共同研究員数：133名
▶ 共同研究員所属機関：
北海道大学，茨城大学，筑波大学，埼玉大学，千葉大学，東京外国語大学，東京工業大学，一橋大学，富山
大学，豊橋技術科学大学，三重大学，大阪大学，岡山大学，東京都立大学，静岡県立大学，東京福祉大学，
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城西大学，駿河台大学，中央学院大学，日本大学，日本女子大学，法政大学，明治大学，明星大学，早稲田
大学，常葉大学，南山大学，京都外国語大学，同志社大学，関西学院大学，甲南大学，武庫川女子大学，実
践女子大学，中央大学，ハルピン師範大学，ドン・ア大学，深圳大学，カセサート大学，上海対外経貿大学，
ハノイ国家大学外国語大学，ウズベキスタン日本センター，タマサート大学，チュラーロンコーン大学，
ブラジリア大学，フランス国立東洋言語文化研究所（INALCO），フエ大学，ハノイ大学，ベトナム国家
大学ハノイ校，韓国外国語大学校，仁川大学校，国立政治大学，東呉大学，長春師範大学，天津外国語大
学，東北師範大学，華南農業大学，福建師範大学，北京語言大学，華中科技大学，重慶三峡学院，中山大
学，東華大学，北京外国語大学，北京師範大学，西安外国語大学，オックスフォード大学，リュブリャナ
大学，独立行政法人国際交流基金，公益財団法人茨城県国際交流協会，富士通株式会社，ARC東京日本
語学校，にほんごスペースつなぎめ，山野日本語学校，アクラス日本語教育研究所

•開かれた共同構築環境による通時コーパスの拡張
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
《研究目的および特色》
第 3期までの構築分では不足する日本語史研究資料の増補を，本プロジェクト主体による整備だけで
なく，開かれた共同構築環境のもとで全国の（世界中の）研究者と連携して行う。そのために，国語研の
『日本語歴史コーパス』と親和性の高い標準データ形式を共同で策定し，この形式でデータを作成する
ための補助ツールを開発，チュートリアルを開催して普及を図る。そのうえで，標準データ形式のデー
タを国語研で受け入れてコーパス検索アプリケーション「中納言」を通して公開，共同利用に供する。
さらに，「昭和・平成書き言葉コーパス」科研（代表者：小木曽）と連携することで上代語から現代語まで
接続した真の通時コーパスとして成立させる。
なお，『日本語歴史コーパス』の増補に際しては，フィージビリティスタディを継続して機械翻訳に
よる現代語訳付与を模索する。
《!2023年度の主要な成果》
•『コーパスによる日本語史研究近世編』をひつじ書房から刊行（2023年 12月）
•『昭和・平成書き言葉コーパス』完成版を公開（2023年 6月）
•『日本語歴史コーパス』「明治大正編」に「布哇日本語教科書（第 1期）」を，「キリシタン資料」に「天
草版金句集」を追加し公開（2024年 3月）
•「上方絵入狂言台本」「古今集遠鏡」の整備
•能楽研究所との協定に基づき「謡曲百番」のコーパス整備を準備
•OpenCHJ外部データの受け入れ準備「抄物コーパス」「雑誌キング」「帝国議会議事録」
•Web茶まめをコーパス構築に利用できるよう改修（2024年 3月）
•歴史資料用UniDic 11種を整備・公開（2023年 10月）
•現代日本語史研究会を 4回開催（2023年 6月，10月，12月，2024年 3月）
•「通時コーパス」シンポジウムを開催（2024年 3月）

▶ 共同研究員数：52名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，茨城大学，筑波大学，群馬大学，東京大学，東京外国語大学，東京学芸大学，東京農工大学，一
橋大学，総合研究大学院大学，大阪大学，奈良先端科学技術大学院大学，高知大学，九州大学，東京都立大
学，京都府立大学，和洋女子大学，青山学院大学，上智大学，成蹊大学，専修大学，東洋大学，日本大学，
日本女子大学，明治大学，常葉大学，立命館大学，関西学院大学，甲南大学，神戸松蔭女子学院大学，啓明
大学，オックスフォード大学，大葉大学，統計数理研究所，国立研究開発法人産業技術総合研究所，国立
研究開発法人情報通信研究機構

（2）【異分野融合型共同研究】3件
異分野融合研究を推進するために第 4期に新たに開始した外部研究者をリーダーとする公募型の異分野融
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合型共同研究 3件を採択し，国立国語研究所教員 3名がコーディネーターとなり連携して研究を進めた。

•歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備と AI音声復元技術の開発
▶ プロジェクトリーダー：高道慎之介（東京大学大学院情報理工学系研究科・助教）
▶ 研究期間：2022.10–2024.3.
《研究目的および特色ならびに 2023年度の研究成果》
本研究の目的は，歴史的音源を現代音質に蘇らせ解析するための，オープン音声コーパスと，深層学
習に基づく音声自動復元技術の開発・公開である。音声言語に関する歴史的音源（当時の日本語話し言葉
の音声など）の多くは，ディジタル化されないまま経年劣化が進み，仮にディジタル化したとしても音
響的な歪みや欠落を多く含む。本研究課題では，オープンリール等に保存された東北地方（宮城県，岩
手県の一部。以下同じ）方言を最初の例として，日本語解析に資する音声コーパスと，音声復元のため
の深層学習技術を開発する。前者は，歴史的音源を多数貯蔵する仙台文学館と連携し，後者は，少デー
タからの音声復元を可能にする自己教師あり転移学習を提案する。期間終了後には，コーパスと復元技
術を研究目的に限り誰でも無償で利用できる形式で公開し，歴史的音源の高品質アーカイブと解析の促
進を狙う。
歴史的音源コーパスの整備においては，昨年度に引き続き東北地方方言による昔話朗読を扱う。現在，
オープンリールに保存されていた 176時間（全体の 50 %）の音声のディジタル化，および約 14時間（ディ
ジタル化音源の 8 %）のアノテーションと一般公開が完了した。今年度は，未ディジタル化音源のディ
ジタル化，未アノテーションの音源のアノテーション及び公開を行う。
音声復元技術の開発においても，昨年度と同様に，その音響的な歪みや欠落を自動修復する深層学習
技術を研究開発する。現在，平均オピニオン評定で 0.2程度の改善が見られている。今年度は，その改
善度を向上させると共に，当該方言のための音声認識・音声合成の開発を行う。
本年度の事業成果を，歴史的音源コーパスの整備と，音声復元技術の開発に分けて述べる。
歴史的音源コーパスの整備については，昨年度末時点で現在，オープンリールに保存されていた 176
時間（全体の 50 %）について音声のディジタル化を完了していた。本年度末時点ではこれに加えてカセッ
トテープに保存されていた 283時間のディジタル化を完了し，予定していた全ての音源についてディジ
タル化を完了した。また，その一部についてアノテーションを実施した。アノテーション結果について
は，次年度に公開予定である。
音声復元技術については，その品質改善に取り組んだ。具体的には，複数の歴史的音源を同時に復元
する技術，音質を改善するような学習法改善に取り組んだ。本研究成果のソースコードは公開済みであ
り，学術論文は IEEE Accessに採択された。

▶ 共同研究員数：4名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公益財団法人仙台市市民文化事業団

•テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築
▶ プロジェクトリーダー：新納浩幸（茨城大学大学院理工学研究科情報科学領域・教授）
▶ 研究期間：2022.10–2024.3.
《研究目的および特色ならびに 2023年度の研究成果》
本共同研究ではテキスト中の読みに曖昧性のある単語に読みを付与するというタスクに関する研究を
行っている。具体的には 3つのサブテーマに分けて各テーマに担当者を定めて研究を進めている。1つ
目のテーマは読みの曖昧辞書の作成であり古宮（農工大）が担当である。2つ目のテーマは読み曖昧性解
消システムの評価用データセット構築であり白井（JAIST）が担当である。そして 3つ目のテーマは読み
曖昧性解消システムの開発であり新納（茨城大学）が担当である。各自が並行して研究を進め，約 4ヶ月
毎に会合を開き，各自の進捗と議論を行っている。本年度は 2023年 6月 19日に農工大，2023年 11月
10日に金沢に会合を開いた。また，2024年 2月 28日に国語研にて本プロジェクトの報告を行うワー
クショップを開いた。
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合型共同研究 3件を採択し，国立国語研究所教員 3名がコーディネーターとなり連携して研究を進めた。

•歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備と AI音声復元技術の開発
▶ プロジェクトリーダー：高道慎之介（東京大学大学院情報理工学系研究科・助教）
▶ 研究期間：2022.10–2024.3.
《研究目的および特色ならびに 2023年度の研究成果》
本研究の目的は，歴史的音源を現代音質に蘇らせ解析するための，オープン音声コーパスと，深層学
習に基づく音声自動復元技術の開発・公開である。音声言語に関する歴史的音源（当時の日本語話し言葉
の音声など）の多くは，ディジタル化されないまま経年劣化が進み，仮にディジタル化したとしても音
響的な歪みや欠落を多く含む。本研究課題では，オープンリール等に保存された東北地方（宮城県，岩
手県の一部。以下同じ）方言を最初の例として，日本語解析に資する音声コーパスと，音声復元のため
の深層学習技術を開発する。前者は，歴史的音源を多数貯蔵する仙台文学館と連携し，後者は，少デー
タからの音声復元を可能にする自己教師あり転移学習を提案する。期間終了後には，コーパスと復元技
術を研究目的に限り誰でも無償で利用できる形式で公開し，歴史的音源の高品質アーカイブと解析の促
進を狙う。
歴史的音源コーパスの整備においては，昨年度に引き続き東北地方方言による昔話朗読を扱う。現在，
オープンリールに保存されていた 176時間（全体の 50 %）の音声のディジタル化，および約 14時間（ディ
ジタル化音源の 8 %）のアノテーションと一般公開が完了した。今年度は，未ディジタル化音源のディ
ジタル化，未アノテーションの音源のアノテーション及び公開を行う。
音声復元技術の開発においても，昨年度と同様に，その音響的な歪みや欠落を自動修復する深層学習
技術を研究開発する。現在，平均オピニオン評定で 0.2程度の改善が見られている。今年度は，その改
善度を向上させると共に，当該方言のための音声認識・音声合成の開発を行う。
本年度の事業成果を，歴史的音源コーパスの整備と，音声復元技術の開発に分けて述べる。
歴史的音源コーパスの整備については，昨年度末時点で現在，オープンリールに保存されていた 176
時間（全体の 50 %）について音声のディジタル化を完了していた。本年度末時点ではこれに加えてカセッ
トテープに保存されていた 283時間のディジタル化を完了し，予定していた全ての音源についてディジ
タル化を完了した。また，その一部についてアノテーションを実施した。アノテーション結果について
は，次年度に公開予定である。
音声復元技術については，その品質改善に取り組んだ。具体的には，複数の歴史的音源を同時に復元
する技術，音質を改善するような学習法改善に取り組んだ。本研究成果のソースコードは公開済みであ
り，学術論文は IEEE Accessに採択された。

▶ 共同研究員数：4名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公益財団法人仙台市市民文化事業団

•テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築
▶ プロジェクトリーダー：新納浩幸（茨城大学大学院理工学研究科情報科学領域・教授）
▶ 研究期間：2022.10–2024.3.
《研究目的および特色ならびに 2023年度の研究成果》
本共同研究ではテキスト中の読みに曖昧性のある単語に読みを付与するというタスクに関する研究を
行っている。具体的には 3つのサブテーマに分けて各テーマに担当者を定めて研究を進めている。1つ
目のテーマは読みの曖昧辞書の作成であり古宮（農工大）が担当である。2つ目のテーマは読み曖昧性解
消システムの評価用データセット構築であり白井（JAIST）が担当である。そして 3つ目のテーマは読み
曖昧性解消システムの開発であり新納（茨城大学）が担当である。各自が並行して研究を進め，約 4ヶ月
毎に会合を開き，各自の進捗と議論を行っている。本年度は 2023年 6月 19日に農工大，2023年 11月
10日に金沢に会合を開いた。また，2024年 2月 28日に国語研にて本プロジェクトの報告を行うワー
クショップを開いた。
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本年度の成果を以下に述べる。古宮が担当の読みの曖昧性の辞書構築に関しては，読みの曖昧な単語
の語義間の関係に「内包」「部分一致」「完全一致」「不一致」の 4種を設定し，分類することを進めて
いる。白井が担当のデータセット構築に関しては対象の 50単語と各単語の 100用例の構築が完了した。
低頻度語の読みの用例を追加する作業を次年度に行う予定である。新納が担当の読む付与システムに関
しては，BERTの tokenizerを利用するものは完成している。ただし対象単語がBERTの語彙集合に含
まれていない場合が問題であり，そのために漢字列を平仮名列へ変換するシステムを構築中である。外
部発表の成果としては，本プロジェクト関係の論文を 3件，2024年 3月に開かれる言語処理学会の第
30回年次大会（NLP2024）にて，以下の 3件の発表を行う予定である。
[1] 小田康平，白井清昭.語義の箱埋め込み学習とその応用.言語処理学会第 30回年次大会，A10-5，2024.
[2] Ganbat Naranbuuvei，浅田宗磨，古宮嘉那子.翻訳とBabelNetを利用した日本語の語義曖昧性解消.

言語処理学会第 30回年次大会，2024.
[3] 浅田宗磨，古宮嘉那子，浅原正幸.『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する分類語彙表番号悉

皆付与.言語処理学会第 30回年次大会，2024.
本研究では概略以下の 3点を目標にしている。

（1）読みに曖昧性のある単語の辞書を構築，
（2）読み曖昧性解消システムのためのデータセットの構築，
（3）読み推定システムの構築，
（4）読み上げシステムの作成。
ただしそれぞれのどのようなテーマで研究を行うかは定まっていなかったが，本年度 1年間の研究を通
して，各項目において具体的に行うことが定まった。（1）に関しては既存の辞書から単に読みに曖昧性
のある単語を抽出すると言うことではなく，ある単語が複数の読みを持つ場合，それら読みと語義の関
係を「内包」「部分一致」「完全一致」「不一致」の 4種に分類すること行っている。（2）に関しては読み
曖昧性解消システムの評価用データセットという位置づけで，低頻度の読みの用例をどのように収集す
るかを検討している。（3）は利用する形態素解析システムに依存しない読み付与システムのアーキテク
チャを考案し，その実装を行っている。（4）については実装のみであり，研究のテーマとしては深めな
い。実装については，簡易ではあるが，カタカナ列から読み上げるシステムは完成している。
全体の計画からみた進捗としては順調に進められている。残りの研究期間は 1年半だが，この間で，

（1）については読みと語義の関係について研究を深め，その関係を記した読み曖昧性の辞書を構築する。
（2）については本年度作成したデータセットが標本データであり，読みの頻度を均衡にした均衡データ
を作成する。また用例の（半）自動構築の手法を開発する。（3）については現在構築している形態素解析
システムに依存しない読み曖昧性解消システムを完成させる。また現在はモデルの学習をMeCabの出
力を正解データとして行っているが，正しい読みのあるデータセットを用いた学習も行う。

▶ 共同研究員数：3名
▶ 共同研究員所属機関：
茨城大学，東京農工大学，北陸先端科学技術大学院大学

•国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究
▶ プロジェクトリーダー：香月歩（東京工業大学環境・社会理工学院・助教）
▶ 研究期間：2022.10–2024.3.
《研究目的および特色ならびに 2023年度の研究成果》
本研究は，国内で発行される観光に関するパンフレット，チラシ，ポスターなどの印刷物（以下，観

光エフェメラ資料）の包括的なアーカイブ化を目的とするものである。本年度は　◯1　　エフェメラ資料アー
カイブの先行事例の調査・ヒアリング　◯2　　観光エフェメラ資料データベース試作のためのメタデータモデ
ル構築　◯3　　観光パンフレットの収集およびデータ整理を行った。
　◯1　　エフェメラ資料アーカイブの先行事例の調査・ヒアリング
エフェメラ資料アーカイブの先行事例として，コロンビア大学Avery Architectural & Fine Arts Library

の 1. 建築エフェメラコレクション（Avery’s Architectural Ephemera Collections），イェール大学東ア
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ジア図書館の 2. 日本映画エフェメラコレクション（Japanese Film Ephemera Collection）および 3. 日
本 LGBTQエフェメラコレクション（Japanese LGBTQ Collection），ハーバード大学Baker Libraryの
4.広告エフェメラコレクション（Baker Library’s Advertising Ephemera Collection）について各大学図
書館を訪問し，コレクションの見学とアーカイブの運用に関するヒアリングを行った。

1および 4のコレクションは 19世紀から 20世紀初頭にかけての歴史的資料の完結したコレクション
であり，アメリカ公立図書館における非商用利用に対する著作権免除の規約に則りデジタルデータでの
公開がなされている。メタデータの構築と入力は原則 1名によってなされ，情報の一貫性が保たれてい
る。デジタルデータおよびメタデータは折りたたまれた状態と開いた状態など，できる限り紙の資料の
状況が把握できるように記録され，図書館で現物を見ずともある程度の研究ができるように配慮されて
いる。一方，2は 1970年代以降現在まで，3は 1990年代以降現在まで発行されているエフェメラ資料
のアーカイブであり，現在進行形で収集が続けられている。収集は関係する研究者の協力によって実施
されている。著作権の配慮や，特に LGBTQ資料は関係者のプライバシーに特に注意する必要がある
ことから，メタデータの公開およびデジタルアーカイブの作成はされていない。イエール大学図書館の
ホームページでは，メタデータのかわりに Finding Aid（エフェメラコレクションの概要を説明したも
の）が公開されている。現在進行形で収集する資料の場合は，どれだけの人員や時間を今後もさいてい
けるのか，どういった機関と連携できるのかも想定しながら全体像が構築し，コレクションの作成活動
そのものの持続可能性が配慮されている。
物理資料の管理についても，完結したコレクションか否かで異なる状況がみられた。1と 4では全資
料がナンバリングされ 1点ずつフォルダに保管されているのに対し，2と 3ではシリーズとしての分類
はあるものの一点一点の整理はなされず，ボックスやフォルダで大まかに管理され，研究者は Finding
Aidをもとに図書館で物理資料の閲覧を行う。
　◯2　　観光エフェメラ資料データベース試作のためのメタデータモデル構築
メタデータモデルの構築にあたっては，前年度に実施した FRBR（書誌レコードの機能要件），IFLA

LRM（IFLA図書館参照モデル），「ミュージアム資料情報構造化モデル」（東京国立博物館，2005），「メ
ディア芸術データベースメタデータスキーマ」（文化庁，2021）の調査結果，および「メタデータ流通ガ
イドライン」（国立国会図書館，2023）と　◯1　　の先行事例の現地調査で得られた知見を参考にした。
メタデータモデルの要件として，（a）コンテンツの利活用につながる情報を十分に備えていること，（b）
相互運用性が担保されていること，（c）情報の一貫性，均質性が一定程度保たれていることの 3点を挙げ
た。構築に際しては，次の手順に従って項目を選定した。（i）前述した「メタデータ流通ガイドライン」
の項目を列挙する，（ii）コロンビア大学のエフェメラ資料コレクションのメタデータ項目を列挙し，（i）
を補完する。（iii）観光パンフレットを用いた研究に必要だと思われる項目を列挙し，（i）と（ii）を補完す
る。（iv）列挙された項目を確認し，取捨選択する。最終的には，39項目からなるメタデータモデルの初
期プロトタイプを構築することができた。具体的には，このメタデータモデルに基づいてメタデータ入
力ツールと観光パンフレットデータベースの試作を行い，250件程度のメタデータの入力を試みた。
　◯3　　観光パンフレットの収集およびデータ整理
データベース試作のため，観光パンフレット資料を収集した。収集にあたってはサンプルとして，全国
観光 PRコーナーで配布されている国内の観光パンフレット 247点を入手した（1都道府県あたり 4–10
資料程度，47都道府県から入手）。全国観光 PRコーナーは都庁 1Fに設置された観光案内施設であり，
各都道府県の観光パンフレットが一般向けに展示・配布されている。これらの資料について，　◯2　　で構築
したメタデータ入力ツールを用いてメタデータをの入力しを行った。次年度はこのデータを元にデータ
ベースの試作版を作成する予定である。また物理資料については，　◯1　　で調査した先行事例を参考に，中
性紙製の保管用ボックスとファイルによって整理・管理することとした。
また，前年度にヒアリングを行った佐賀市立図書館より，当図書館で収集した九州 8県の観光パンフ

レットの提供をいただいた。佐賀市立図書館では全国の市町村の観光パンフレットを悉皆的に収集し，
これらは 5年おきに更新され古いものは廃棄されるため，この廃棄される分を提供いただくことになっ
た。資料提供は今後も継続される予定である。
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ジア図書館の 2. 日本映画エフェメラコレクション（Japanese Film Ephemera Collection）および 3. 日
本 LGBTQエフェメラコレクション（Japanese LGBTQ Collection），ハーバード大学Baker Libraryの
4.広告エフェメラコレクション（Baker Library’s Advertising Ephemera Collection）について各大学図
書館を訪問し，コレクションの見学とアーカイブの運用に関するヒアリングを行った。

1および 4のコレクションは 19世紀から 20世紀初頭にかけての歴史的資料の完結したコレクション
であり，アメリカ公立図書館における非商用利用に対する著作権免除の規約に則りデジタルデータでの
公開がなされている。メタデータの構築と入力は原則 1名によってなされ，情報の一貫性が保たれてい
る。デジタルデータおよびメタデータは折りたたまれた状態と開いた状態など，できる限り紙の資料の
状況が把握できるように記録され，図書館で現物を見ずともある程度の研究ができるように配慮されて
いる。一方，2は 1970年代以降現在まで，3は 1990年代以降現在まで発行されているエフェメラ資料
のアーカイブであり，現在進行形で収集が続けられている。収集は関係する研究者の協力によって実施
されている。著作権の配慮や，特に LGBTQ資料は関係者のプライバシーに特に注意する必要がある
ことから，メタデータの公開およびデジタルアーカイブの作成はされていない。イエール大学図書館の
ホームページでは，メタデータのかわりに Finding Aid（エフェメラコレクションの概要を説明したも
の）が公開されている。現在進行形で収集する資料の場合は，どれだけの人員や時間を今後もさいてい
けるのか，どういった機関と連携できるのかも想定しながら全体像が構築し，コレクションの作成活動
そのものの持続可能性が配慮されている。
物理資料の管理についても，完結したコレクションか否かで異なる状況がみられた。1と 4では全資
料がナンバリングされ 1点ずつフォルダに保管されているのに対し，2と 3ではシリーズとしての分類
はあるものの一点一点の整理はなされず，ボックスやフォルダで大まかに管理され，研究者は Finding
Aidをもとに図書館で物理資料の閲覧を行う。
　◯2　　観光エフェメラ資料データベース試作のためのメタデータモデル構築
メタデータモデルの構築にあたっては，前年度に実施した FRBR（書誌レコードの機能要件），IFLA

LRM（IFLA図書館参照モデル），「ミュージアム資料情報構造化モデル」（東京国立博物館，2005），「メ
ディア芸術データベースメタデータスキーマ」（文化庁，2021）の調査結果，および「メタデータ流通ガ
イドライン」（国立国会図書館，2023）と　◯1　　の先行事例の現地調査で得られた知見を参考にした。
メタデータモデルの要件として，（a）コンテンツの利活用につながる情報を十分に備えていること，（b）
相互運用性が担保されていること，（c）情報の一貫性，均質性が一定程度保たれていることの 3点を挙げ
た。構築に際しては，次の手順に従って項目を選定した。（i）前述した「メタデータ流通ガイドライン」
の項目を列挙する，（ii）コロンビア大学のエフェメラ資料コレクションのメタデータ項目を列挙し，（i）
を補完する。（iii）観光パンフレットを用いた研究に必要だと思われる項目を列挙し，（i）と（ii）を補完す
る。（iv）列挙された項目を確認し，取捨選択する。最終的には，39項目からなるメタデータモデルの初
期プロトタイプを構築することができた。具体的には，このメタデータモデルに基づいてメタデータ入
力ツールと観光パンフレットデータベースの試作を行い，250件程度のメタデータの入力を試みた。
　◯3　　観光パンフレットの収集およびデータ整理
データベース試作のため，観光パンフレット資料を収集した。収集にあたってはサンプルとして，全国
観光 PRコーナーで配布されている国内の観光パンフレット 247点を入手した（1都道府県あたり 4–10
資料程度，47都道府県から入手）。全国観光 PRコーナーは都庁 1Fに設置された観光案内施設であり，
各都道府県の観光パンフレットが一般向けに展示・配布されている。これらの資料について，　◯2　　で構築
したメタデータ入力ツールを用いてメタデータをの入力しを行った。次年度はこのデータを元にデータ
ベースの試作版を作成する予定である。また物理資料については，　◯1　　で調査した先行事例を参考に，中
性紙製の保管用ボックスとファイルによって整理・管理することとした。
また，前年度にヒアリングを行った佐賀市立図書館より，当図書館で収集した九州 8県の観光パンフ

レットの提供をいただいた。佐賀市立図書館では全国の市町村の観光パンフレットを悉皆的に収集し，
これらは 5年おきに更新され古いものは廃棄されるため，この廃棄される分を提供いただくことになっ
た。資料提供は今後も継続される予定である。
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▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
東京工業大学，椙山女学園大学

（3）【共同利用型共同研究（A）】8件，【共同利用型共同研究（B）】10件，【共同利用型共同研究（C）】10件
【共同利用型共同研究（A）】
共同利用型共同研究（A）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する研究資料・言語資源・

分析装置等を利用して研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的
とするもの。（資料等を利用するための旅費を支弁。）
•見かけ時間と実時間を統合的に活用する言語変異・変化の研究
プロジェクトリーダー：久屋愛実（立命館大学文学部・准教授）
•北海道調査データを再活用した個人語の生涯変化の研究
プロジェクトリーダー：高野照司（北星学園大学文学部・教授）
•点本片仮名字形を精緻に記述できるデータベース構築手法の研究
プロジェクトリーダー：田島孝治（岐阜工業高等専門学校・准教授）
•方言音声と共通語音声の使い分け調査における発話回答データの文字化と分析
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学文学部・教授）
•日本語に関する社会調査資料の系統的整備と現代的再解釈
プロジェクトリーダー：久野雅樹（電気通信大学大学院情報理工学研究科・教授）
•現代漢字における異体字の諸相
プロジェクトリーダー：安岡孝一（京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター・教授）
•『日本言語地図』カード画像資料の意義と活用
プロジェクトリーダー：半沢康（福島大学人間発達文化学類・教授）
•林大氏寄贈資料から明らかにする戦後の国語施策の展開
プロジェクトリーダー：斎藤達哉（専修大学国際コミュニケーション学部・教授）

【共同利用型共同研究（B）】
共同利用型共同研究（B）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する研究資料・言語資源・

分析装置等を利用して研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的
とするもの。（研究経費の配分はなし。）
•小学校で学ぶ日本語学習者の学習に有効な教材の試作：紙教材とタブレット端末の比較
プロジェクトリーダー：市川章子（一橋大学大学院言語社会研究科・博士研究員）
•東北・東京方言における有声性の対立への音響指標の影響
プロジェクトリーダー：鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス学科・博士後期課程）
•Waveを用いた歌い手のフォルマントと口腔形状の関係性解明
プロジェクトリーダー：髙橋純（大阪芸術大学短期大学部・特任講師）
•グイ語を対象とするMRIを用いたリアルタイム調音運動計測
プロジェクトリーダー：中川裕（東京外国語大学総合国際学研究院・教授）
•ヘブライ語・ロシア語の語頭子音連続における調音の実態調査
プロジェクトリーダー：横江百合子（東洋学園大学グローバル・コミュニケーション学部・専任講師）
•文頭における接続表現の通時的研究
プロジェクトリーダー：多田知子（青山学院大学社会情報学部・非常勤講師）
•歴史的日本語資料のためのジオパージング
プロジェクトリーダー：大内啓樹（奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科・助教）
•東北・東京方言における有声性の対立への音響指標の影響
プロジェクトリーダー：鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス学科・博士後期課程）
•外国籍児童・生徒の日本語学習に有効な教材の試作：紙教材・タブレット端末・翻訳教材の比較
プロジェクトリーダー：市川章子（一橋大学大学院言語社会研究科・博士研究員）
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•昭和期大衆雑誌『キング』のコーパスの構築
プロジェクトリーダー：宮内佐夜香（中京大学文学部・教授）

【共同利用型共同研究（C）】
共同利用型共同研究（C）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する言語資源を利用して
研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経
費の配分はなし。）
•指標性に着目した日本語記述
プロジェクトリーダー：野村和之（千葉大学大学院国際学術研究院・助教）
•係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJ/CSJへの生理指標アノテーション付加
プロジェクトリーダー：小泉政利（東北大学文学研究科・教授）
• LF-based Collocation Translation語彙関数を用いたコロケーションの機械翻訳
プロジェクトリーダー：西尾広介（ポンペウ・ファブラ大学）
•統計的指標を用いた日本語テキストの数理的解明
プロジェクトリーダー：田窪洋介（高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所・研究機関講師）
•Corpus Research on Clausal Center-Embedding
プロジェクトリーダー：Emily DAVIS　（Linguistics department　，University of California San Diego　・Graduate student　）
•介護施設で働くベトナム人実習生の「書く」「話す」能力の縦断的研究
プロジェクトリーダー：古田朋子（大阪大学日本語日本文化教育センター・非常勤講師）
•『日本語日常会話コーパス』に対する代名詞代用・呼びかけ表現アノテーション
プロジェクトリーダー：野元裕樹（東京外国語大学総合国際学研究院・准教授）
•ディジタルフォレンジクスのための日本語著者識別システムに関する研究開発
プロジェクトリーダー：財津亘（目白大学心理学部・准教授）

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に
資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して
《研究目的および特色》
現代の地域社会の多くは，多発する災害や共同体内外の変貌により，危機的な状況にある。既存の伝統

文化を継承しつつも，新たな担い手とそこで更新される文化を通じた社会の創発が必要とされている。本
研究では，地域の知恵や歴史が凝縮された伝統文化を取り入れ，持続可能で多様性にみちた社会のあり方
を，保存科学，人類学，民俗学，歴史学，生態学，言語学等の横断的な領域から検証し，社会／文化の創
発に積極的に参与することを目指す。
〈国語研ユニット〉地域における市民科学文化の再発見と現在

▶ 研究代表者：大西拓一郎（研究系・教授）
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•昭和期大衆雑誌『キング』のコーパスの構築
プロジェクトリーダー：宮内佐夜香（中京大学文学部・教授）

【共同利用型共同研究（C）】
共同利用型共同研究（C）は，大学等に所属する研究者が，国立国語研究所が保有する言語資源を利用して
研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経
費の配分はなし。）
•指標性に着目した日本語記述
プロジェクトリーダー：野村和之（千葉大学大学院国際学術研究院・助教）
•係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学国際教育交流センター・教授）
•BCCWJ/CSJへの生理指標アノテーション付加
プロジェクトリーダー：小泉政利（東北大学文学研究科・教授）
• LF-based Collocation Translation語彙関数を用いたコロケーションの機械翻訳
プロジェクトリーダー：西尾広介（ポンペウ・ファブラ大学）
•統計的指標を用いた日本語テキストの数理的解明
プロジェクトリーダー：田窪洋介（高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所・研究機関講師）
•Corpus Research on Clausal Center-Embedding
プロジェクトリーダー：Emily DAVIS　（Linguistics department　，University of California San Diego　・Graduate student　）
•介護施設で働くベトナム人実習生の「書く」「話す」能力の縦断的研究
プロジェクトリーダー：古田朋子（大阪大学日本語日本文化教育センター・非常勤講師）
•『日本語日常会話コーパス』に対する代名詞代用・呼びかけ表現アノテーション
プロジェクトリーダー：野元裕樹（東京外国語大学総合国際学研究院・准教授）
•ディジタルフォレンジクスのための日本語著者識別システムに関する研究開発
プロジェクトリーダー：財津亘（目白大学心理学部・准教授）

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に
資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•横断的・融合的地域文化研究の領域展開：新たな社会の創発を目指して
《研究目的および特色》
現代の地域社会の多くは，多発する災害や共同体内外の変貌により，危機的な状況にある。既存の伝統

文化を継承しつつも，新たな担い手とそこで更新される文化を通じた社会の創発が必要とされている。本
研究では，地域の知恵や歴史が凝縮された伝統文化を取り入れ，持続可能で多様性にみちた社会のあり方
を，保存科学，人類学，民俗学，歴史学，生態学，言語学等の横断的な領域から検証し，社会／文化の創
発に積極的に参与することを目指す。
〈国語研ユニット〉地域における市民科学文化の再発見と現在

▶ 研究代表者：大西拓一郎（研究系・教授）
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▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：14名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，名古屋大学，奈良大学，長野工業高等専門学校，獨協大学，神奈川大学，同志社女子大学，国立
天文台，長野市立博物館，茅野市八ヶ岳総合博物館

▶「地域における市民科学文化の再発見と現在」と題して，方言研究（言語地図の作成など）も含む市民によ
る研究活動＝市民科学文化に光を当てる研究を新しく立ち上げる。市民科学は，学術コミュニティの学
界と一般社会のリエゾンであるとともに，アカデミックには実現できない継続的観察・観測，広範な対象
設定により，その活動実績が学術世界から注目されることが少なくない。近代以後，100年以上の歴史
を持ち，学術への貢献や長期的継続・実践にもかかわらず，やや見過ごされがちな市民科学の歴史と今に
光を当て，それを基盤とした地域文化の継承と創発を実現する。

•異分野融合による総合書物学の拡張的研究
《研究目的および特色》
主として江戸時代以前の書物群を対象とし，《語彙レベルや文字組成といった単位に基づく情報の断片
化》→《付加価値を有するデータとしての再構築》という共通のフローを各ユニットに設定し，研究成果
を現代社会や大学院授業等へ還元すると同時に，適宜AIの技術と融合しながら，研究方法や領域そのもの
の拡張というメタレベルでの刷新をも狙いとしている。失敗例もプロセスをオープン化することにより，
将来のブレイクスルーを呼び込む，いわば人文学の知の実験場である。
〈国語研ユニット〉古辞書類に基づく語彙資源の拡張と語彙・表記の史的変遷

▶ 研究代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：17名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，筑波大学，東京大学，京都大学，和洋女子大学，慶應義塾大学，岐阜工業高等専門学校，国立ハ
ンバッ大学，ルール大学ボーフム，ドイツ日本研究所，中国海洋大学

▶ 古辞書類ならびに他二つのユニットにおいて扱う書籍群を中心に，表記情報や形態論情報を加えながら，
語彙資源の拡張を行う。これまでに開発された語彙資源には，現代日本語の語彙調査に基づく分類語彙
表や，各種コーパスに基づく形態素解析辞書Unidicが知られているが，語彙調査やコーパスに出現しな
い語彙は収録対象とならず，特に，日本語語彙において重要な位置を占める歴史的な「漢語」の収集が
手薄となることが問題であった。そこで，中世や近世の古辞書・語彙集，訓点資料，漢字音資料などの漢
字資料に基づく漢語収集によって，従来の語彙調査やコーパスを補完し，語彙・表記・文字の史的研究を
展開する。

（2）共創先導プロジェクト共創促進研究
•コミュニケーション共生科学の創成
《研究目的および特色》
あらゆる特性をもつ人が同等に参加できる「コミュニケーション共生」のための新しい研究分野を確立
することを目標とする。「コミュニケーション弱者」「障害者」と呼ばれる人たちが，他の人々と同等に社
会活動に参加できるようになるためには，現状のメカニズムを解明し，それぞれのニーズの違いとバラン
スをとるための基礎研究を進める必要がある。このような研究を進め、それをインフラ整備というハード
面と一般社会の認識というソフト面の変化につなげていく。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：小磯花絵（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：9名
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▶ 共同研究員所属機関：
昭和大学，国立研究開発法人理化学研究所，国立障害者リハビリテーションセンター（研究所）

▶ 障害者や高齢者，外国人を取り巻くコミュニケーション問題を主として取り上げ，これまで蓄積してき
たコーパスや調査データなどの言語資源を，脳科学など関連他分野の研究者や地域社会などとの連携体
制のもとで拡充して研究を推進する。

•学術知デジタルライブラリの構築
《研究目的および特色》
日本国内の研究者・研究機関が現地調査を通して蓄積してきた写真・動画・音声資料等の資料を保存し有

効に利用するため，人文機構の国立民族学博物館・国立国語研究所と国立情報学研究所が共同して，デジ
タル技術を活用しながら資料のアクセス性を高めていく。さまざまな分野における過去の現地調査成果を
現代において見直す作業を通して，学術の進展を加速させる。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：14名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公立はこだて未来大学，国立情報学研究所，情報・システム研究機構（機構本部施設等），SOAS，
University of London

▶ 国立民族学博物館・国立情報学研究所と連携して音声・映像による言語の記録を言語資料として蓄積する
システムの開発に取り組むとともに，関連分野の研究者との協同により，音声・映像による言語の記録に
対するドキュメンテーション手法の精緻化，デジタル化手法の高度化をはかり，音声・動画資料の整備・
公開を促進する。

•日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融合的研究」
《研究目的および特色》
海外に点在する日本関連資料の中でも，19世紀以降のハワイで生み出された資料はその数も種類も多い
が，現地のスタッフに日本語を理解できる者が減少しているために，資料廃棄の危険が高くなっている。
本プロジェクトでは，現地の言語史，社会史，生活史を基点とした研究を推進するとともに，資料の所蔵
調査と関係者への聞き取り，および現地社会の人達との協働により，資料管理の現状と将来の見通しを得
ることを目指す。
▶ 実施機関：国立国語研究所
▶ 国語研代表者：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：22名
▶ 共同研究員所属機関：
京都大学，大阪大学，東京都立大学，日本大学，早稲田大学，名古屋外国語大学，大阪工業大学，明治大学，
海外移住資料館，国文学研究資料館，国際日本文化研究センター，国立国会図書館，Austrian Academy
of Sciences，ハワイ大学

▶ 本プロジェクトは，次の四つの班を設ける。
1.資料班：資料調査を担い，その成果をとりまとめる。
2.地域研究班：資料を支える地域社会の状況を調査し，資料状況とともにまとめる。
3.言語研究班：言語学に即した資料の分析を行い，研究成果をまとめる。
4.歴史研究班：ハワイへの移民史の再検討・調査を行い，研究成果をまとめる。
以上の 4班のうち，プロジェクトの核になるのは「1.資料班」と「2.地域研究班」である。そして，

「3.言語研究班」「4.歴史研究班」は，資料調査のなかで発掘した資料の評価に資する研究を行う。
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▶ 共同研究員所属機関：
昭和大学，国立研究開発法人理化学研究所，国立障害者リハビリテーションセンター（研究所）

▶ 障害者や高齢者，外国人を取り巻くコミュニケーション問題を主として取り上げ，これまで蓄積してき
たコーパスや調査データなどの言語資源を，脳科学など関連他分野の研究者や地域社会などとの連携体
制のもとで拡充して研究を推進する。

•学術知デジタルライブラリの構築
《研究目的および特色》
日本国内の研究者・研究機関が現地調査を通して蓄積してきた写真・動画・音声資料等の資料を保存し有

効に利用するため，人文機構の国立民族学博物館・国立国語研究所と国立情報学研究所が共同して，デジ
タル技術を活用しながら資料のアクセス性を高めていく。さまざまな分野における過去の現地調査成果を
現代において見直す作業を通して，学術の進展を加速させる。
▶ 実施機関：国立国語研究所，国立民族学博物館
▶ 国語研代表者：高田智和（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：14名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，公立はこだて未来大学，国立情報学研究所，情報・システム研究機構（機構本部施設等），SOAS，
University of London

▶ 国立民族学博物館・国立情報学研究所と連携して音声・映像による言語の記録を言語資料として蓄積する
システムの開発に取り組むとともに，関連分野の研究者との協同により，音声・映像による言語の記録に
対するドキュメンテーション手法の精緻化，デジタル化手法の高度化をはかり，音声・動画資料の整備・
公開を促進する。

•日本関連在外資料調査研究「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融合的研究」
《研究目的および特色》
海外に点在する日本関連資料の中でも，19世紀以降のハワイで生み出された資料はその数も種類も多い
が，現地のスタッフに日本語を理解できる者が減少しているために，資料廃棄の危険が高くなっている。
本プロジェクトでは，現地の言語史，社会史，生活史を基点とした研究を推進するとともに，資料の所蔵
調査と関係者への聞き取り，および現地社会の人達との協働により，資料管理の現状と将来の見通しを得
ることを目指す。
▶ 実施機関：国立国語研究所
▶ 国語研代表者：朝日祥之（研究系・教授）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：22名
▶ 共同研究員所属機関：
京都大学，大阪大学，東京都立大学，日本大学，早稲田大学，名古屋外国語大学，大阪工業大学，明治大学，
海外移住資料館，国文学研究資料館，国際日本文化研究センター，国立国会図書館，Austrian Academy
of Sciences，ハワイ大学

▶ 本プロジェクトは，次の四つの班を設ける。
1.資料班：資料調査を担い，その成果をとりまとめる。
2.地域研究班：資料を支える地域社会の状況を調査し，資料状況とともにまとめる。
3.言語研究班：言語学に即した資料の分析を行い，研究成果をまとめる。
4.歴史研究班：ハワイへの移民史の再検討・調査を行い，研究成果をまとめる。
以上の 4班のうち，プロジェクトの核になるのは「1.資料班」と「2.地域研究班」である。そして，

「3.言語研究班」「4.歴史研究班」は，資料調査のなかで発掘した資料の評価に資する研究を行う。
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（3）共創先導プロジェクト（共創促進事業「知の循環促進事業」）
•開かれた人間文化研究を目指した社会共創コミュニケーションの構築「市民科学文化の共創と発信」
《研究目的および特色》
人文機構の各機関が所有する資料・データ等を，デジタル技術を用いて整備し，博物館や様々な展示を活
用して可視化するとともに，研究のプロセスや成果を多様な方法や多様な場で共有・公開することにより，
本機構と大学等研究機関と社会との間に「知の循環」を生み出し，国内外の様々な人々との共創による開
かれた人間文化研究推進モデルの構築を目指す。また，視覚的あるいは聴覚的困難等のコミュニケーショ
ン課題を解決するための共同研究を実施し、その成果に基づき，多様性を踏まえた展示手法を開発する。
▶ 国語研代表者：大西拓一郎（研究系・教授），横山晶子（研究系・特任助教）
▶ 研究期間：2022.4–2028.3.
▶ 共同研究員数：16名
▶ 共同研究員所属機関：
東京大学，名古屋大学，九州大学，獨協大学，神奈川大学，同志社女子大学，奈良大学，長野工業高等専門
学校，国立天文台，茅野市八ヶ岳総合博物館，長野市立博物館

▶【1】展示手法の高度化，その新たな展示コンテンツ・展示観覧システム・データベース等の構築への取組状況
　◯1　　webサイト「市民科学文化」（https://shiminkagaku-pj.org/!）を更新し，講演会の動画公開（1件），
講演会の集録公開（2件），シンポジウムの動画公開（7件），シンポジウムの集録公開（7件），展示のブッ
クレット公開（1件），Webbook公開（2件），広報誌「市民科学ニューズレター」（2件）公開を実施した。

　◯2　　webサイト「ことばミュージアム」（https://museum.ninjal.ac.jp/!）を更新し，地域言語の音声や，
取り組みについてまとめた記事を 3件公開した。

　◯3　　国立国語研究所の「方言談話資料データ」および「方言録音資料データ」について，国立国語研究所
デジタルアーカイブNINDAでの公開に向け，データ整理・音声区切りを完了した。

▶【2】大学等研究機関の教育・研究等への貢献及び社会的課題解決への貢献状況
　◯1　　2023年 7月 22日開催の講演会「諏訪の市民科学と天文」は，上諏訪駅前交流テラスすわっチャオを
会場にオンライン併用で広く一般市民も参加できる形で開催し（参加者 63名），開催にあたって「長野
県は宇宙県」連絡協議会，長野県天文愛好者連絡会，日本天文教育普及研究会の後援を受けた。2024
年 1月 20日開催のシンポジウム「諏訪の地理、信州の地理と市民科学」は，上諏訪駅前交流テラスす
わっチャオを会場にオンライン併用で広く一般市民も参加可能な形で開催し（参加者 181名），また，
開催にあたって，日本地理学会と共催とし，「長野県は宇宙県」連絡協議会の協力を得た。以上の模
様は，長野日報（2023年 7月 23日刊），信濃毎日新聞（2024年 1月 23日，2024年 3月 12日刊）で
報じられた。茅野市八ヶ岳総合博物館における展示「観測者たちを夢中にさせる星々の魅力」にとも
ないギャラリートーク「諏訪の変光星観測者」（2023年 7月 22日）「諏訪清陵高校の太陽観測の歴史」
（2023年 7月 30日）を行い，それらの様子は長野日報（2023年 7月 30日，2023年 8月 21日）でも
報じられた。

　◯2　　「市民科学ニューズレター」を 2回刊行し（2023年 10月，2024年 3月），活動の様子を広報した。
　◯3　　2023年 3月に長野県茅野市と結んだ協定を更新し，自治体との連携を継続した。
　◯4　　危機言語継承に関するロールプレイング教材を制作し，ホームページ「ことばのミュージアム」にお
いて公開した。

▶【3】各機関における展示等の開催状況
　◯1　　2023年 6月 30日から 2023年 10月 9日まで茅野市八ヶ岳総合博物館・長野市立博物館において展示
「観測者たちを夢中にさせる星々の魅力」とそのデジタル展示を行った。期間中の入場者数は，茅野
市八ヶ岳総合博物館 4351名，長野市立博物館 6267名であった。2023年 12月 26日から 2024年 1
月 31日まで茅野市八ヶ岳総合博物館においてミニ展示「知らなかった！諏訪ことば」とそのデジタ
ル展示を行い，737名の入場者があった。また，2023年 8月 5日から 2023年 8月 27日に長野県伊
那文化会館において展示「信州天文文化 100年」と同年度に作成したプラネタリウム作品「トモエゴ
ゼンは眠らない」の上演を行った。
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　◯2　　2023/12/16-2025/1/26まで，竹富島の旧与那国家住宅（重要文化財）で，「みる・よむ・きく・つくる竹
富島の島ことば絵本星砂の話」展を共催・一般財団法人竹富島地域自然資産財団，後援・地縁団体法人
竹富公民館，竹富町立竹富小中学校で行った。1/8には島の子どもたちとともに，竹富のことばや文
化について考えるトークイベントと，星砂の話の物語をイメージしたモビールづくりを行った。展示
全体で 500名ほどが来場し，イベントには約 50名が参加した。イベントの様子は八重山毎日新聞に
掲載された。

▶【4】展示コンテンツ・データベース等の利活用状況
　◯1　　展示「観測者たちを夢中にさせる星々の魅力」の展示コンテンツをもとにブックレット「星や太陽の
キホンがわかる展示解説星と太陽」，ならびにWebbookを作成した。

　◯2　　竹富島のことばや文化を継承保存し，普及するという目的で出版された多言語表記の昔話絵本『みる・
よむ・きく南の島ことば絵本—竹富島—星砂の話』をもとに，朗読とアニメーションが付いた動画を
公開した（https://youtu.be/oS0j_Zhm3qQ?si=XbjOWpS8deyRuzAX!）。

▶【5】人文知コミュニケーターの養成，若手研究者の育成状況
　◯1　　人文知コミュニケーターの養成として，シンポジウム「諏訪の地理、信州の地理と市民科学」（2024
年 1月 20日）にオンライン参加を実施した。

　◯2　　若手研究者の育成として，講演会「諏訪の市民科学と天文」（2023年 7月 22日）において若手分担
者の早川尚志（名古屋大学）が「太陽観測データ整備・較正」と題した講演を行い，また，早川尚志は
ニューズレター 3号（2023年 10月）に「三澤勝衛の黒点観測と黒点相対数再較正の試み」を発表した。
　◯3　　地域における市民科学者の育成事業として，鹿児島県沖永良部島知名町公民館において「しまむにサ
ロン」を月 1回，年間 10回実施し，毎回 20名ほどが参加した。

▶【6】国際連携・協力の状況
　◯1　　早川尚志（名古屋大学）がAstronomy AstrophisicsにRevision of the strongest solar energetic particle

event of 23 February 1956（GLE #5）based on the rediscovered original recordsを投稿・掲載（DOI：
10.1051/0004-6361/202348699!），また，早川尚志・陶山徹（長野市立博物館）・大西浩次（長野高専）が
Monthly Notices of the Royal Astronomical Societyに Katsue Misawa’s Sunspot Observa-
tions in 1921–1934：A Primary Reference for the Wolfer-Brunner Transitionを投稿・掲載（DOI：
10.1093/mnras/stad2791!）に至った。

　◯2　　マヒドン大学（タイ）の Suraratdecha Sumittra准教授と共に，2024/1/27–28の 2日間，沖永良部島
においてHeritage camp（沖永良部島の継承文化・言語イベント）を，2024/2/13–18にタイ少数言語コ
ミュニティにおいて，沖永良部島民とタイコミュニティの交流事業を実施した。Heritage campには
島内の中高生 15名が参加し，奄美新聞，南海日日新聞，奄美南三島経済新聞に掲載された。

3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B）） 迫田久美子 日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構築 4,500

基盤研究（A）窪薗晴夫 消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データ
ベースの構築

3,400

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 8,300
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 5,600
基盤研究（A）小木曽智信 日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用 11,600
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　◯2　　2023/12/16-2025/1/26まで，竹富島の旧与那国家住宅（重要文化財）で，「みる・よむ・きく・つくる竹
富島の島ことば絵本星砂の話」展を共催・一般財団法人竹富島地域自然資産財団，後援・地縁団体法人
竹富公民館，竹富町立竹富小中学校で行った。1/8には島の子どもたちとともに，竹富のことばや文
化について考えるトークイベントと，星砂の話の物語をイメージしたモビールづくりを行った。展示
全体で 500名ほどが来場し，イベントには約 50名が参加した。イベントの様子は八重山毎日新聞に
掲載された。

▶【4】展示コンテンツ・データベース等の利活用状況
　◯1　　展示「観測者たちを夢中にさせる星々の魅力」の展示コンテンツをもとにブックレット「星や太陽の
キホンがわかる展示解説星と太陽」，ならびにWebbookを作成した。

　◯2　　竹富島のことばや文化を継承保存し，普及するという目的で出版された多言語表記の昔話絵本『みる・
よむ・きく南の島ことば絵本—竹富島—星砂の話』をもとに，朗読とアニメーションが付いた動画を
公開した（https://youtu.be/oS0j_Zhm3qQ?si=XbjOWpS8deyRuzAX!）。

▶【5】人文知コミュニケーターの養成，若手研究者の育成状況
　◯1　　人文知コミュニケーターの養成として，シンポジウム「諏訪の地理、信州の地理と市民科学」（2024
年 1月 20日）にオンライン参加を実施した。

　◯2　　若手研究者の育成として，講演会「諏訪の市民科学と天文」（2023年 7月 22日）において若手分担
者の早川尚志（名古屋大学）が「太陽観測データ整備・較正」と題した講演を行い，また，早川尚志は
ニューズレター 3号（2023年 10月）に「三澤勝衛の黒点観測と黒点相対数再較正の試み」を発表した。
　◯3　　地域における市民科学者の育成事業として，鹿児島県沖永良部島知名町公民館において「しまむにサ
ロン」を月 1回，年間 10回実施し，毎回 20名ほどが参加した。

▶【6】国際連携・協力の状況
　◯1　　早川尚志（名古屋大学）がAstronomy AstrophisicsにRevision of the strongest solar energetic particle

event of 23 February 1956（GLE #5）based on the rediscovered original recordsを投稿・掲載（DOI：
10.1051/0004-6361/202348699!），また，早川尚志・陶山徹（長野市立博物館）・大西浩次（長野高専）が
Monthly Notices of the Royal Astronomical Societyに Katsue Misawa’s Sunspot Observa-
tions in 1921–1934：A Primary Reference for the Wolfer-Brunner Transitionを投稿・掲載（DOI：
10.1093/mnras/stad2791!）に至った。

　◯2　　マヒドン大学（タイ）の Suraratdecha Sumittra准教授と共に，2024/1/27–28の 2日間，沖永良部島
においてHeritage camp（沖永良部島の継承文化・言語イベント）を，2024/2/13–18にタイ少数言語コ
ミュニティにおいて，沖永良部島民とタイコミュニティの交流事業を実施した。Heritage campには
島内の中高生 15名が参加し，奄美新聞，南海日日新聞，奄美南三島経済新聞に掲載された。

3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B）） 迫田久美子 日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構築 4,500

基盤研究（A）窪薗晴夫 消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データ
ベースの構築

3,400

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 8,300
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 5,600
基盤研究（A）小木曽智信 日本語諸方言の形態素解析用辞書の構築と活用 11,600
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基盤研究（A）松下達彦 文章の語彙レベルの学習者適合度の判定方法の開発　—日本語教育・国
語教育への応用— 5,700

基盤研究（B）前川喜久雄 リアルタイム　MRI動画による　日本語調音運動データベースの構築と公開 3,400

基盤研究（B）山田真寛 琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言
語復興研究

3,200

基盤研究（B）田窪行則 時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究 3,500
基盤研究（B）浅原正幸 日本語コーパスに対する単語心象性情報付与とその利用 4,800

基盤研究（B） Prashant Pardeshi
学習者のニーズを反映した大規模な動詞用法データベースとオンライン
教材の開発と公開

2,600

基盤研究（B）小磯花絵 子ども会話コーパスの開発とコミュニケーション能力の発達に関する実
証的研究

3,400

基盤研究（B）松本曜 百科事典的意味論に基づくレキシコンの研究：大規模コーパスを用いた
実証的研究

3,700

基盤研究（C）田中弥生 修辞機能と脱文脈化の観点からの日常談話テキスト分析（延長） 1,550
基盤研究（C）山崎誠 シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用（延長） 2,250
基盤研究（C）朝日祥之 北海道北見市常呂町岐阜方言の方言敬語に関する調査研究（延長） 759
基盤研究（C）鑓水兼貴 首都圏における言語資料の高密度収集と言語動態分析（延長） 532

基盤研究（C）大島一 複数性の本質を求めて：統一的な枠組みで捉えた日本語諸方言における
「ら」の意味用法（延長）

1,500

基盤研究（C）籠宮隆之 韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築 800
基盤研究（C）福永由佳 言語レパートリーの構造と形成に関する研究（延長） 2,018

基盤研究（C）山口昌也 多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究
（延長）

400

基盤研究（C）五十嵐陽介 日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベー
スの構築

900

基盤研究（C）窪田悠介 ハイブリッドCGパーザの開発 1,100
基盤研究（C）横山詔一 難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証 700
基盤研究（C）飛田良文 明治・大正・昭和の文学作品における外来語の分析 1,100
基盤研究（C）宮川創 エジプト語歴史音韻論におけるコプト語の母音組織の研究 500
基盤研究（C）烏日哲 アカデミック・スキル育成を目指したオンライン縦断ゼミ談話の多角的分析 800
基盤研究（C）山口昌也 学習者ごとの評価指針を考慮したピア相互評価の支援手法に関する研究 900
基盤研究（C）田中弥生 修辞機能分析を用いた相関調査による文体的特徴の研究 1,600
挑戦的研究　（開拓） 大西拓一郎 古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開 4,000
挑戦的研究　（萌芽） 高田智和 時代差・地域差・分野差を集積した漢字字形情報通覧基盤の構築研究（延長）1,200
挑戦的研究　（萌芽） 中川奈津子 フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策 1,500
挑戦的研究　（萌芽） 浅原正幸 文脈化単語埋め込みによる 1億語規模の比喩表現実態調査 2,000
若手研究 鈴木彩香 属性叙述を含めた包括的なテンス・アスペクト体系の解明 0
若手研究 宮崎早季 ハワイ日系人の戦時抑留体験をめぐる記憶のポリティクス（延長） 1,786
若手研究 片山久留美 コーパスを用いた近世読本のルビと漢字表記の研究 1,000
若手研究 大村舞 日常対話コーパスにおける述語項構造アノテーションの作成と分析（延長）2,300
若手研究 井戸美里 日本語とりたて詞の複合における否定呼応現象の統語と意味（延長） 1,600
若手研究 佐藤久美子 日本語諸方言におけるイントネーションの対照研究（延長） 0
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若手研究 松平けあき 日本滞在経験を持つ日系二世の「アメリカ従軍」の意味—ライフヒス
トリーを中心に（延長）

2,064

若手研究 横山晶子 危機言語コミュニティにおける言語生態系と言語移行の関係—琉球沖
永良部語を事例に—（延長）

777

若手研究 居關友里子 幼児のコミュニケーションにおける相互交渉の多様性に関する実証的研究 1,100
若手研究 川端良子 多様な談話状況における照応規則の解明 800
若手研究 黄海萍 消滅危機言語としてのチワン語諸方言の記述的研究 700
研究活動　スター　ト支援　 菊地礼 中世期日本語比喩表現の収集とその分析 900
研究活動　スター　ト支援　 宮川創 古ヌビア語の母音組織と母音字重複の音価の研究（延長） 0
研究活動　スター　ト支援　 氏家啓吾 日本語の名詞の複数性と相互性についての研究 500
特別研究員奨励費 諸隈夕子 通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析 1,000
特別研究員奨励費 鴨井修平 日本語諸方言の持続形式における総合的研究 1,200
特別研究員奨励費 鈴木彩香 日本語副詞節におけるテンス解釈メカニズムの理論的・実証的解明 700
特別研究員奨励費 大川孔明 中世日本語文体の計量的研究 500
特別研究員奨励費 横山晶子 危機言語の復興に向けたアクションリサーチ 100
特別研究員奨励費
（外国人）

五十嵐陽介
（Celik Kenan） 日琉祖語で再建される語の語形成の解明

1,000

上記の表は，2023年度に交付のあった研究課題および補助事業期間を 2023年度まで延長した研究課題を
掲載している。

寄附金（2023年度受入金額）
1,000,000円

4 2023年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2023年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料

を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/!）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版：登録不要で文字列検索（全文検索）をおこなう
ことができるシステム『少納言』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/!）および登録が必要であるが形態
論情報を利用したコーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/!））お
よびDVD（有償版）で公開している。書籍全般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，
法律などのジャンルにまたがって 1億 430万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為に
サンプルを抽出している。収録対象の刊行年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる
書籍の場合は，20年間（1986–2005年）である。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言
語単位を用いて形態素解析（テキストを語に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関す
るタグや精密な書誌情報とともに，XML文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

40 II 共同研究と共同利用



若手研究 松平けあき 日本滞在経験を持つ日系二世の「アメリカ従軍」の意味—ライフヒス
トリーを中心に（延長）

2,064

若手研究 横山晶子 危機言語コミュニティにおける言語生態系と言語移行の関係—琉球沖
永良部語を事例に—（延長）

777

若手研究 居關友里子 幼児のコミュニケーションにおける相互交渉の多様性に関する実証的研究 1,100
若手研究 川端良子 多様な談話状況における照応規則の解明 800
若手研究 黄海萍 消滅危機言語としてのチワン語諸方言の記述的研究 700
研究活動　スター　ト支援　 菊地礼 中世期日本語比喩表現の収集とその分析 900
研究活動　スター　ト支援　 宮川創 古ヌビア語の母音組織と母音字重複の音価の研究（延長） 0
研究活動　スター　ト支援　 氏家啓吾 日本語の名詞の複数性と相互性についての研究 500
特別研究員奨励費 諸隈夕子 通方言パラレルコーパスに基づくケチュア語示差的項標示の分析 1,000
特別研究員奨励費 鴨井修平 日本語諸方言の持続形式における総合的研究 1,200
特別研究員奨励費 鈴木彩香 日本語副詞節におけるテンス解釈メカニズムの理論的・実証的解明 700
特別研究員奨励費 大川孔明 中世日本語文体の計量的研究 500
特別研究員奨励費 横山晶子 危機言語の復興に向けたアクションリサーチ 100
特別研究員奨励費
（外国人）

五十嵐陽介
（Celik Kenan） 日琉祖語で再建される語の語形成の解明

1,000

上記の表は，2023年度に交付のあった研究課題および補助事業期間を 2023年度まで延長した研究課題を
掲載している。

寄附金（2023年度受入金額）
1,000,000円

4 2023年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2023年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料
を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/!）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版：登録不要で文字列検索（全文検索）をおこなう
ことができるシステム『少納言』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/!）および登録が必要であるが形態
論情報を利用したコーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/!））お
よびDVD（有償版）で公開している。書籍全般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，
法律などのジャンルにまたがって 1億 430万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為に
サンプルを抽出している。収録対象の刊行年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる
書籍の場合は，20年間（1986–2005年）である。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言
語単位を用いて形態素解析（テキストを語に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関す
るタグや精密な書誌情報とともに，XML文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

40 II 共同研究と共同利用

•日本語諸方言コーパス（COJADS）（https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html!）
日本各地の方言の談話音声を大量に集めた，日本で初めての諸方言コーパスで，元のデータは，日本全国
47都道府県の 200地点あまりにおける，約 2500時間の方言談話の録音テープからなり，一部は『全国
方言談話データベース日本のふるさとことば集成』（2002–2008，国書刊行会）として刊行されている。
本コーパスは，コーパス検索アプリケーション『中納言』で利用可能であり，標準語と方言の両方で検索
することができる。標準語検索は，短単位検索と文字列検索を利用することができる。方言検索は，現
在のところ文字列検索のみ可能である。また，検索結果はダウンロードできる。

•日本語話し言葉コーパス（CSJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/csj/!）
日本語の自発音声を大量に集めて，多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースであり，
国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・量ともに世
界最高水準の話し言葉データベースである。オンライン（無償版：コーパス検索アプリケーション『中
納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/!）で利用）およびUSBメモリーに格納したデータ（有償版）
にて公開しており，音声言語情報処理，自然言語処理，日本語学，言語学，音声学，心理学，社会学，日本
語教育，辞書編纂など幅広い領域で利用されている。

•日本語日常会話コーパス（CEJC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html!）
日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じる会話を対象としたコーパスで，多様
な場面の会話（200時間の日常会話）をバランスよく集め，音声だけでなく映像まで含めて収録し，転記
テキスト，数種類のアノテーションも含まれる。形態論情報（短単位・長単位）での検索と文字列検索は，
コーパス検索アプリケーション『中納言』で無償で利用できる（要申請）。また，利用契約を結んだ上で，
音声・映像・転記・各種アノテーション・ツール・メタ情報等を有償で利用することができる。

•中国語・韓国語母語の日本語学習者横断コーパス（C-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/cjas-search-info.html!）
日本語学習者 6人（中国語母語話者 3人，韓国語母語話者 3人）の 3年間の縦断的発話データをコーパス
検索アプリケーション『中納言』上で公開している。収録データ量は，約 46.5時間分で，総語数は約 57
万語であり，形態素単位や文字列で用例を検索することができる。

•多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/ijas-search-info.html!）
日本を含む 20の国と地域で，異なった 12言語を母語とする日本語学習者 1000人および日本語母語話
者 50人の話し言葉および書き言葉の収集を完了し，コーパス検索アプリケーション『中納言』上で公開
している。発話データ（ストーリーテリング，ロールプレイ，対話，絵描写），作文データ（ストーリーラ
イティング，エッセイとメール文（任意）），発話の音声データを所収している。

•北京日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/bjas/bjasindex.html!）
日本語を勉強している中国語母語の大学生の発話及び作文データを，4年間にわたって収集した縦断コー
パスである。大規模横断コーパス I-JASと対応するコーパスで，対話だけでなく，ロールプレイやストー
リーテリングなど，様々なタスクのデータを収集している。

•名大会話コーパス（NUCC）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nucc/!）
科学研究費基盤研究（B）（2）「日本語学習辞書編纂に向けた電子化コーパス利用によるコロケーション研
究」（平成 13–15年度，研究代表者：大曽美恵子）の一環として作成された，129会話，合計約 100時間の
日本語母語話者同士の雑談を文字化したコーパスで，文字化テキストなどを公開している。

•現日研・職場談話コーパス（CWPC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/shokuba.html!）
1993年 9月から 10月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職女性 19名（20–50代）を調査協力者
として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『女性のことば・職場編』
および 1999年 10月から 2000年 12月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職男性 21名（20–50
代）を調査協力者として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『男性の
ことば・職場編』の二つの調査研究を元に作成されたコーパスである。これら二つの調査研究は，1990
年代にいち早く行われた先駆的な試みで，職場での会話を調査協力者自身に録音してもらい，自然な談
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話を収録するという方法で得られた，たいへん画期的なものであると評価されている。国立国語研究所
では，現代日本語研究会およびひつじ書房松本功氏のご理解，ご協力によりご提供いただいたこれらの
文字化テキストに形態論情報（短単位情報）を付与した上で，オンラインコーパス検索アプリケーショ
ン『中納言』で公開している。

•国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）（https://masayu-a.github.io/NWJC/!）
ウェブを母集団として 100億語規模を目標として構築した日本語コーパスである。ウェブ上の日本語
テキストを利用して 100億語を超える規模の現代日本語コーパスを構築することによって，稀言語現象
の言語学的，心理学的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的
な応用として，言語研究のための用例収集，日本語使用実態の定量的な把握などを想定している。一部
（86,277,772語）をコーパス検索アプリケーション『中納言』で公開している（収集時期と比べて，リン
ク切れのデータが増えてきたため，2024年 2月 29日で廃止。以降は，共同利用型共同研究（C）にて国
立国語研究所の所内サーバで利用可能。）ほか，2014年 10–12月収集データ（収集URL数：83,992,556；
延べ文数：3,885,889,575；異なり文数：1,463,142,939；国語研短単位数：25,836,947,421）から構築し
た n-gramデータ，単語埋め込みデータ，事前学習モデルなどを言語資源協会より有償で公開している。

•近代語のコーパス（CMJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/cmj/!）
明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスであり，現代日本語の書き言葉が整備され
ていく過程をとらえることができる。これらのコーパスのデータを更新したものを，『日本語歴史コーパ
ス』の「明治・大正編 I雑誌」の一部としてコーパス検索アプリケーション『中納言』でも公開している。

•昭和話し言葉コーパス（SSC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/!）
国立国語研究所は，1950年代の初頭から，「オープンリール型録音器」を使って，日常のさまざまな場
面における会話や，講演・講義・挨拶などの独話を録音している。当時の録音資料を再編したコーパスで
ある。本コーパスには，1950年代から 1970年代に録音された約 44時間分の音声データ（17時間分の
独話，27時間分の会話）と，その関連データ（転記テキスト，約 53万語分の形態論情報データ，メタデー
タなど）である。コーパス検索アプリケーション『中納言』および関連データ配布の二通りの方法で利
用することができる。

•日本語歴史コーパス（CHJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/!）
日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスであり，将来的に上代から近代までをカバーする
通時コーパスとすることを目標に開発が進められている。全てのテキストに読み・品詞などの形態論情
報が付与されているため，従来の紙の総索引の代わりになるだけでなく，より高度な検索や集計がおこ
なえる。構築済みで，公開中のものは以下のとおりである。
▶ 奈良時代編
　I 万葉集，　II 宣命，　III祝詞

▶ 平安時代編
　I 仮名文字
収録作品：古今和歌集，土佐日記，竹取物語，伊勢物語，落窪物語，大和物語，枕草子，源氏物語，
紫式部日記，和泉式部日記，平中物語，堤中納言物語，更級日記，讃岐典侍日記，蜻蛉日記，大鏡

　II 訓点資料
収録資料：西大寺本『金光明最勝王経』平安初期点巻一

▶ 鎌倉時代編
　I 説話・随筆
収録作品：今昔物語集（本朝部），宇治拾遺物語，十訓抄，方丈記，徒然草

　II 日記・紀行
収録作品：海道記，建礼門院右京大夫集，東関紀行，十六夜日記，とはずがたり

　III軍記
収録作品：保元物語，平治物語，平家物語

▶ 室町時代編

42 II 共同研究と共同利用



話を収録するという方法で得られた，たいへん画期的なものであると評価されている。国立国語研究所
では，現代日本語研究会およびひつじ書房松本功氏のご理解，ご協力によりご提供いただいたこれらの
文字化テキストに形態論情報（短単位情報）を付与した上で，オンラインコーパス検索アプリケーショ
ン『中納言』で公開している。

•国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）（https://masayu-a.github.io/NWJC/!）
ウェブを母集団として 100億語規模を目標として構築した日本語コーパスである。ウェブ上の日本語
テキストを利用して 100億語を超える規模の現代日本語コーパスを構築することによって，稀言語現象
の言語学的，心理学的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的
な応用として，言語研究のための用例収集，日本語使用実態の定量的な把握などを想定している。一部
（86,277,772語）をコーパス検索アプリケーション『中納言』で公開している（収集時期と比べて，リン
ク切れのデータが増えてきたため，2024年 2月 29日で廃止。以降は，共同利用型共同研究（C）にて国
立国語研究所の所内サーバで利用可能。）ほか，2014年 10–12月収集データ（収集URL数：83,992,556；
延べ文数：3,885,889,575；異なり文数：1,463,142,939；国語研短単位数：25,836,947,421）から構築し
た n-gramデータ，単語埋め込みデータ，事前学習モデルなどを言語資源協会より有償で公開している。

•近代語のコーパス（CMJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/cmj/!）
明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスであり，現代日本語の書き言葉が整備され
ていく過程をとらえることができる。これらのコーパスのデータを更新したものを，『日本語歴史コーパ
ス』の「明治・大正編 I雑誌」の一部としてコーパス検索アプリケーション『中納言』でも公開している。

•昭和話し言葉コーパス（SSC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/!）
国立国語研究所は，1950年代の初頭から，「オープンリール型録音器」を使って，日常のさまざまな場
面における会話や，講演・講義・挨拶などの独話を録音している。当時の録音資料を再編したコーパスで
ある。本コーパスには，1950年代から 1970年代に録音された約 44時間分の音声データ（17時間分の
独話，27時間分の会話）と，その関連データ（転記テキスト，約 53万語分の形態論情報データ，メタデー
タなど）である。コーパス検索アプリケーション『中納言』および関連データ配布の二通りの方法で利
用することができる。

•日本語歴史コーパス（CHJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/!）
日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスであり，将来的に上代から近代までをカバーする
通時コーパスとすることを目標に開発が進められている。全てのテキストに読み・品詞などの形態論情
報が付与されているため，従来の紙の総索引の代わりになるだけでなく，より高度な検索や集計がおこ
なえる。構築済みで，公開中のものは以下のとおりである。
▶ 奈良時代編
　I 万葉集，　II 宣命，　III祝詞

▶ 平安時代編
　I 仮名文字
収録作品：古今和歌集，土佐日記，竹取物語，伊勢物語，落窪物語，大和物語，枕草子，源氏物語，
紫式部日記，和泉式部日記，平中物語，堤中納言物語，更級日記，讃岐典侍日記，蜻蛉日記，大鏡

　II 訓点資料
収録資料：西大寺本『金光明最勝王経』平安初期点巻一

▶ 鎌倉時代編
　I 説話・随筆
収録作品：今昔物語集（本朝部），宇治拾遺物語，十訓抄，方丈記，徒然草

　II 日記・紀行
収録作品：海道記，建礼門院右京大夫集，東関紀行，十六夜日記，とはずがたり

　III軍記
収録作品：保元物語，平治物語，平家物語

▶ 室町時代編
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　I 狂言
収録作品：虎明本狂言集（底本：大塚光信編（2006）『大蔵虎明能狂言集翻刻注解』（清文堂出版））

　II キリシタン資料
収録作品：天草版平家物語，天草版伊曽保物語，天草版金句集

▶ 江戸時代編
　I 洒落本
収録作品：大坂：聖遊廓，月花余情，新月花余情，陽台遺編・𡝂閣秘言，異本郭中奇譚，短華蘂葉，
北華通情，南遊記，当世粋の曙，色深　　睡夢；京都：原柳巷花語，無論里問答，風流裸人形，青楼
阿蘭陀鏡，昇平楽，当世嘘之川，竊潜妻，誰が面影，河東方言箱まくら，興斗月；江戸：郭中奇譚，
侠者方言，南閨雑話，甲駅新話，当世左様候，深川新話，総籬，仕懸文庫，花街鑑，花街寿々女

　II 人情本
収録作品：比翼連理花迺志満台，春色梅児与美，おくみ惣次郎春色江戸紫，梅暦余興春色辰巳園，
小三金五郎仮名文章娘節用，浮世新形恋の花染，春色連理の梅，浦里時次郎明烏後の正夢

　III近松浄瑠璃
収録作品：曾根崎心中，薩摩歌，心中二枚絵草紙，卯月紅葉，五十年忌歌念仏，丹波与作待夜のこ
むろぶし，卯月の潤色，心中重井筒，堀川波鼓，淀鯉出世滝徳，心中刃は氷の朔日，心中万年草，
冥途の飛脚，今宮の心中，夕霧阿波鳴渡，長町女腹切，生玉心中，大経師昔暦，鑓の権三重帷子，
博多小女郎波枕，山崎与次兵衛寿の門松，心中天の網島，女殺油地獄，心中宵庚申

　IV随筆・紀行
収録作品：紀行文：鹿島詣，野ざらし紀行，更科紀行，笈の小文，嵯峨日記，おくのほそ道；
随筆：養生訓，西洋紀聞，折りたく柴の記，駿台雑話，うひ山ぶみ，蘭学事始

▶ 明治・大正編
　I 雑誌
収録雑誌：明六雑誌，東洋学芸雑誌，国民之友，太陽，女学雑誌，女学世界，婦人倶楽部

　II 教科書
収録した期（使用開始年）と教科書名（小学校）：
第 1期（1904年）：尋常小学読本一～八
第 2期（1910年）：尋常小学読本巻一～十二
第 3期（1918年）：尋常小学国語読本巻一～十二
第 4期（1933年）：小学国語読本尋常科用巻一～十二
第 5期（1941年）：ヨミカタ一～二／よみかた三～四／初等科国語一～八
第 6期（1947年）：こくご一～四／国語第三学年～第六学年

収録した期（使用開始年）と教科書名（高等小学校）：
第 1期（1904年）：高等小学読本一～八

　III明治初期口語資料
収録作品：『交易問答』，『安愚楽鍋』初編／二編／三編，『開化のはなし』，『文明開化』初編／二編，
『よりあひばなし』初編，『百一新論』，『開化問答』初編／二編，『明治の光』，『文明田舎問答』
初編，『民権自由論』，『春秋雑誌会話篇』（『会話篇』第 3部）

　IV近代小説
収録作品：
二葉亭四迷『浮雲』（1887年），森鴎外『舞姫』（1890年），幸田露伴『五重塔』（1891年），
樋口一葉『たけくらべ』（1895年），広津柳浪『今戸心中』（1896年），国木田独歩『武蔵野』
（1898年），徳富蘆花『思出の記』（1900年），泉鏡花『高野聖』（1900年），夏目漱石『吾輩は
猫である』（1905年），田山花袋『蒲団』（1907年），正宗白鳥『何処へ』（1909年），有島武郎
『或る女』（1911年），徳田秋声『あらくれ』（1915年），永井荷風『腕くらべ』（1916年），佐
藤春夫『田園の憂鬱　』（1918　年），宇野浩二　『蔵の中　』（1919　年），志賀直哉　『暗夜行路　』（1921年），
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瀧井孝作『無限抱擁』（1921年），宮本百合子『伸子』（1924年），梶井基次郎『檸檬』（1925年），
川端康成『伊豆の踊子』（1926年）

　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•昭和・平成書き言葉コーパス（SHC）（https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/index.html!）
昭和・平成期の日本語を通時的に研究できるように設計したコーパスである。上代から近代までの日本
語の歴史的変化を追うことのできる『日本語歴史コーパス』と，2001–2005年のデータを中心とする現
代語の書き言葉のコーパスである『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の間の空白期間をつなぐコーパ
スであるとともに，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』以降のデータも一部含む通時コーパスとなっ
ている。『昭和・平成書き言葉コーパス』には，（1）広く読まれて社会的な影響が大きい，（2）明治から平
成まで継続的に刊行されてきた，（3）『日本語歴史コーパス明治・大正編』や『現代日本語書き言葉均衡
コーパス』に収録されておりコーパスを接続可能である，という観点から雑誌・書籍・新聞の三つのレジ
スターを採用した。また，『日本語歴史コーパス明治・大正編 I雑誌』が 1874年から 1925年までのお
よそ 8年おきにデータが収録されていることを承けて，各レジスターの 1933年から 2013年までの 11
か年のデータを収録している。収録語数は，雑誌レジスター 2740万語，ベストセラー書籍レジスター
345万語，新聞レジスター 256万語であり，合計 3340万語である。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/!）
非常に優れたアイヌ語話者で語り部でもあった木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出
身）がアイヌ語で語った物語 23編（ウエペケㇾ（散文説話）20編，カムイユカㇻ（神謡）3編）約 7時間分の
音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イトさん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 15編（ウエペケ
ㇾ 9編，カムイユカㇻ 6編）156分間の音声に，日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めて
のアイヌ口承文芸デジタル集成である。本コーパスに含まれるアイヌ語の延べ語数は 59,002語である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html!）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下のとおりである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年以降成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明
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瀧井孝作『無限抱擁』（1921年），宮本百合子『伸子』（1924年），梶井基次郎『檸檬』（1925年），
川端康成『伊豆の踊子』（1926年）

　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•昭和・平成書き言葉コーパス（SHC）（https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/index.html!）
昭和・平成期の日本語を通時的に研究できるように設計したコーパスである。上代から近代までの日本
語の歴史的変化を追うことのできる『日本語歴史コーパス』と，2001–2005年のデータを中心とする現
代語の書き言葉のコーパスである『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の間の空白期間をつなぐコーパ
スであるとともに，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』以降のデータも一部含む通時コーパスとなっ
ている。『昭和・平成書き言葉コーパス』には，（1）広く読まれて社会的な影響が大きい，（2）明治から平
成まで継続的に刊行されてきた，（3）『日本語歴史コーパス明治・大正編』や『現代日本語書き言葉均衡
コーパス』に収録されておりコーパスを接続可能である，という観点から雑誌・書籍・新聞の三つのレジ
スターを採用した。また，『日本語歴史コーパス明治・大正編 I雑誌』が 1874年から 1925年までのお
よそ 8年おきにデータが収録されていることを承けて，各レジスターの 1933年から 2013年までの 11
か年のデータを収録している。収録語数は，雑誌レジスター 2740万語，ベストセラー書籍レジスター
345万語，新聞レジスター 256万語であり，合計 3340万語である。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/!）
非常に優れたアイヌ語話者で語り部でもあった木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出
身）がアイヌ語で語った物語 23編（ウエペケㇾ（散文説話）20編，カムイユカㇻ（神謡）3編）約 7時間分の
音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イトさん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 15編（ウエペケ
ㇾ 9編，カムイユカㇻ 6編）156分間の音声に，日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めて
のアイヌ口承文芸デジタル集成である。本コーパスに含まれるアイヌ語の延べ語数は 59,002語である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html!）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下のとおりである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年以降成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明
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•統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）（https://npcmj.ninjal.ac.jp!）
現代日本語の書き言葉と話し言葉のテクストに対し，文の統語・意味解析情報を付与し，多様な日本語の
機能語や句構造，節の諸類型および複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究に活用できる
ことを目的として構築したコーパスである。合計 90,069ツリー（文），1,304,508語を公開している。出
典並びにツリー数および語数は以下のとおりである。
▶ 青空文庫：12,810ツリー；246,568語 ▶ 聖書：1,664ツリー；26,089語
▶ ブログ：219ツリー；3,218語 ▶ 書籍：553ツリー；10,992語
▶ 辞書：25,279ツリー；141,297語 ▶ 国会会議録：1,698ツリー；32,715語
▶ エッセイ：3,264ツリー；70,167語 ▶ フィクション：7,597ツリー；84,169語
▶ 法律文：337ツリー；6,943語 ▶ ニュース：5,979ツリー；90,570語
▶ ノンフィクション：234ツリー；4,118語 ▶ 特許：261ツリー；8,636語
▶ 会話：2,382ツリー；12,720語 ▶ テッドトーク：1,453ツリー；21,420語
▶ 教科書：6,950ツリー；63,952語 ▶ 白書：13,433ツリー；398,347語
▶ ウィキペディア：2,745ツリー；59,833語 ▶ その他：2,211ツリー；22,754語

•BTSJ1000人日本語自然会話コーパス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/btsj/!）
語用論的分析のため，514の自然会話（約 127時間）を文字化したコーパスである。トランスクリプトと
音声データを公開している。また，会話フォルダ 30から 32に含まれる 40会話については，共同構築型
多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank：NCRB）」から
動画が視聴できる（https://isplad.jp/ncrb/!）。

•コーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login!）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，短単位・長単位・文字列の三つの方法によって
コーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索を行うことができる。無償で利用すること
ができるが，著作権保護の観点から登録が必要である。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス　（BCCWJ　）全文検索サイト　『少納言　』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/!）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，初心者でも簡単にBCCWJ内の文字列を検索
することができる。

•NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）（https://nlb.ninjal.ac.jp/!）
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を検索するために，Lago言語研究所と共同開発したオン
ライン検索システムである。レキシカルプロファイリングという手法を用いたコーパス検索ツールであ
り，名詞や動詞などの内容語の共起関係や文法的振る舞いを網羅的に表示できるのが最大の特長である。

•NPCMJ Child Language Development Timeline（NPCMJ-CLDT）（https://npcmj.ninjal.ac.jp/cldt/!）
そよごツリーバンク（子供の日本語の統語解析情報付きコーパス）を時系列に沿って対話的に表示する
インターフェースである。このインターフェースの大きな特徴は，子供の言語の形態・統語的分析を年
齢・月齢フィルターを通じて，検索したり精査したりすることを可能にしている点である。このインター
フェースを利用することで，特定の語彙や構文に関して，個人の習得過程に容易に焦点をあてることが
でき，日本語を習得しつつある子供の形態・統語的発達のパターンを発見するチャンスにつながる。そ
よごツリーバンクとNPCMJ-CLDTは，NPCMJプロジェクトの一環として開発された。

オンライン辞書
オンラインで検索できる辞書・用例集である。

•基本動詞ハンドブック（https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/!）
日本語学習者・日本語教師が基本動詞の理解を深めることができるように，基本動詞の多義的な意味の広
がりを図解なども用いて分かりやすく解説したオンラインツールである。例文，コロケーションなどの
執筆には，国立国語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」（約 1億語）や筑波大学の
「筑波ウェブコーパス」（約 11億語）などの大規模日本語コーパスを積極的に活用し，他のレファレンス
には見られない生きた情報を提供している。
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•複合動詞レキシコン（https://vvlexicon.ninjal.ac.jp/!）
「光り輝く，投げ入れる，書き上げる」のように日常よく使われる動詞+動詞型の日本語複合動詞（2,700
語以上）に意味や用法の情報を付与した，言語研究および日本語学習用のオンライン辞書である。日本
語研究の専門家だけでなく，外国人日本語学習者を含む一般の利用者にも使っていただくことを意図し
ており，様々な検索方法が可能である。個々の複合動詞の見出しから，コーパス検索システム（NLB：
NINJAL-LWP for BCCWJ）にリンクを張り，現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）の例文と関
連づけることを可能とした。また，外国人学習者や，言語対照の研究者にも使っていただけるように，新
たに，意味定義と用例に英語・中国語・韓国語の翻訳を付け，利便性を向上させた。本データベースは，
国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago NLP（旧 Lago言語研究所，赤瀬川史朗）がオンライン検
索システムとして構築したものである。

•トピック別アイヌ語会話辞典（https://ainu.ninjal.ac.jp/topic/!）
1898年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，底本の表記のほか，口語訳，アイヌ語のローマ
字およびカナ表記，語釈（グロス），英訳など，アイヌ語学習の助けとなる項目を付け加えたコンテンツ
であり，アイヌ語沙流方言（貫気別）の音声も収録した上で，2010年にブエガワ（他）がロンドン大学の
ウェブサイトで公開した『音声付きアイヌ語辞典—新編金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテンツにト
ピック検索（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，さらに未公開のビデ
オ資料（約 130見出し）と動植物や道具の写真（72見出し，86枚）も加え，見出し語数 3,510項目とした
新たなバージョンとして公開するものである。本データベースは，国立国語研究所が基礎データを作成
し，Lago言語研究所（赤瀬川史朗）がオンラインシステムとして構築したものである。

•Webデータに基づく形容詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/adj/!）
形容詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなってい
る。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に配
慮している。

•Webデータに基づく複合動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/comp/!）
複合動詞研究用の基礎データの提供を目的とした用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築し
た専用のWebコーパスからおこなっている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集で
きること，（2）収集用例の偏りの軽減に配慮している。

•Webデータに基づくサ変動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/sahen/!）
サ変動詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなって
いる。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に
配慮している。

•語誌情報ポータル（https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/!）
『日本語歴史コーパス』と併用することにより，日本語史の理解をより深めることができるデータを検索
できるサイトとして公開している。コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉につい
て書かれた新聞・雑誌の記事）が収録されている。検索結果の多くはグラフや画像（外部サイトを含む。）
で確認できる。

•基礎日本語活用辞典（インドネシア語版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kamus/!）
日本語の基礎語彙約 4,000語を収録を収録している。日本語の初級を終了した，インドネシア語を母語
とする日本語学習者のための辞書である。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料である。

•使役交替言語地図（WATP）（https://watp.ninjal.ac.jp!）
世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベースであり，約 80名の研究
者から提供された，日本語を含む諸言語（約 95言語）の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図およ
びチャート（表）上で可視化し，有対自他動詞を個々の動詞対の派生型の選好（意味と形式の類像性の可
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視化）および各言語の派生型の選好（各言語の「類型論的な特徴づけ：typological characterization」の
可視化）の 2つの観点から分析できる。データは，研究目的でダウンロードし，利用することができる。
なお，使役交替動詞対データのデータベースの構築およびシステムの設計・開発は，Lago NLP（赤瀬川
史朗，旧 Lago言語研究所）が担当した。

•『日本言語地図』地図画像（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/laj_map/!）
各地の方言で，どのような　語形や発音がどこに現れるかを　表示した言語地図（方言地図）で，全国の方言の
地理的分布を一望できる基礎資料である『日本言語地図』所載の地図の画像（全 300図）を公開している。
また，『日本言語地図』各集の別冊・付録は国立国語研究所学術情報リポジトリで閲覧することおよびダ
ウンロードすることができる。

•『方言文法全国地図』地図画像（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/gaj-pdf/gaj-pdf_index.html!）
文法事象の全国的な分布を展望できる言語地図（方言地図）で，方言研究における基本的な資料である『方
言文法全国地図』所載の地図の画像（全 350図）を公開している。

•言語地図データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/ladp/ladb_index.html!）
日本語方言の言語地図集とそこに収録された言語地図のデータベースである。言語地図目録データベー
スと言語地図画像データベースの 2種類のデータベースで構成されている。
言語地図目録データベース：日本の方言学・言語地理学において 1905年から 2006年の間に作成された
言語地図集とそこに収録された言語地図および全国方言分布調査（FPJD：2010–2015年度実施）とその
準備調査（全国方言準備調査）の調査項目に関する情報も含まれている。
言語地図画像データベース：言語地図目録データベースで対象とした言語地図の画像データベースであ
る。各言語地図を閲覧するとともに，論文等での引用，GISソフトでの利用が可能になっている。著者・
編者等の許諾手続きを経た上で，順次追加する予定である。

•全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ）
（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html!）
国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための全国方言分布調査」で実施した
全国方言分布調査（2010–2015年度実施，全国 554地点）のデータおよび　関連情報（調査項目，準備調査結
果，調査マニュアルなど　）に加え，調査結果を地図化した『新日本言語地図』関係のデータを　公開している　。
学術・教育での利用においては，自由に利用可能である。

•首都圏大学生の言語使用と言語意識の地域差に関する調査　（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_atlas/!）
首都圏の大学生における言語使用・言語意識の調査結果を言語地図で示したものである。

画像・PDF
方言地図や貴重書の画像ファイル，論文の PDFファイルなどである。

•日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/!）
国立国語研究所研究図書室蔵書および研究資料室収蔵資料のうち，日本語史資料として著名なものや，歴
史コーパスの原材料として利用できるものを選定し，デジタル画像を順次公開している。なお，デジタ
ル画像の IIIFマニフェストも公開している。

•米国議会図書館蔵『源氏物語』画像（https://cid.ninjal.ac.jp/lcgenji_image/!）
米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.：2008427768）のうち，桐壺・
須磨・柏木の原本画像を閲覧できる。米国議会図書館から提供された原本画像を用いている。また，原
本画像と翻字本文を対照表示させることも可能である。現在は，試験公開中である。

•大英図書館蔵天草版　『平家物語　』『伊曽保物語　』『金句集　』画像　（https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/!）
大英図書館提供の天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』「言葉の和らげ」「難語句解」（Shelfmark：
Or.59.aa.1）のカラー画像（JPEG形式）をパブリックドメインにて　公開している　。表紙から裏表紙まで，順番
に 1ページずつ並べることにより　，「三部合綴」と言われてきた大英図書館本の姿を実感できるようにした　。

•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/!）
現代東京語でアクセントのゆれが予想された 12,803語について，年齢，地域（山の手と下町），性別に偏
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りのないように考慮して選ばれた 19名の話者のアクセント型を個人別に記載した資料である。加えて，
準備段階でアクセントをチェックした 2名の話者と 4種のアクセント辞典記載のアクセント型が併記さ
れている。原著は『文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集』であり，その pdf版のほか，
データ版（Excel形式），調査票も公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/!）
字形データベースから，平仮名，片仮名，漢字，合字，踊り字，その他の字形画像を閲覧することができ
る。平仮名（変体仮名）を，音価，字母，Unicodeの 3階層に分類して示しており，音価，字母，Unicode
の各階層の見出しラベルから，「学術情報交換用変体仮名」サイトの該当文字（または検索結果）へのリ
ンクがある。また，個々の字形画像から，原資料の該当箇所にリンクしている（該当文字を矩形で表示し
ます。）。「資料一覧」にリストする資料名から，個々の原資料画像を閲覧することができる。原資料画像
に埋め込んだ翻刻テキストから，「変体仮名字形データベース」の字形一覧にリンクしている。以下の
作品の字形データを収録している。
▶ 春色梅児与美：巻一，巻二，巻三
▶ 比翼連理花廼志満台：初編上，初編中，初編下
▶ 諸国方言物類称呼：巻之一，巻之二，巻之三，巻之四，巻之五
▶ 和漢朗詠集：上巻，下巻
▶ 伊勢物語（国文研 200014445）

•雑誌『国語学』全文データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/SJL/!）
日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻（第 1輯：昭和 23年–終刊第 219号：平成 16年）の全文テキ
ストデータベースである。誌面の PDFファイルも公開している。

ツール
言語資料を扱うためのプログラムやWeb上で利用するツールである。

•UniDic（https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/!）
国立国語研究所の規定した斉一な言語単位（短単位）と，階層的見出し構造に基づく電子化辞書の（1）設計
方針およびその実装としてのリレーショナルデータベース，（2）UniDicデータベースとそのデータベー
スからエクスポートされた短単位をエントリ（見出し語）とする形態素解析器MeCab用の解析用辞書，
（3）解析用UniDic，の総称である。現代書き言葉UniDic，現代話し言葉UniDic，古文用UniDicS（近代
口語小説UniDic，旧仮名口語UniDic，近代文語UniDic，近世江戸口語UniDic，近世上方口語UniDic，
近世文語UniDic，中世口語UniDic，中世文語UniDic，和歌UniDic，中古和文UniDic，上代語UniDic）
の三つの解析用UniDicを公開・配布している。

•形態素解析ツールWeb茶まめ（https://chamame.ninjal.ac.jp!）
各種のUniDicを使って形態素解析を行うためのツールであり，形態素解析に必要な一連の作業を，Web
上でわかりやすいインターフェイスによっておこなうことができる。

•方言研究の部屋データとプログラムの公開（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/dp_index.html!）
全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ），『方言文法全国地図』全データ（1–6集），PDF版『方
言文法全国地図』（1–6集），『方言文法全国地図』作成の機械化（イラストレータ用プラグイン・白地図・
記号），『方言文法全国地図』準備調査（調査票と地図・データ），言語地図データベースを公開している。

•全文検索システム『ひまわり』（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?himawari!）
言語研究用に設計された全文検索システムであり，XML文書（Unicodeに対応）から特定の文字列を高
速に全文検索し，検索結果のKWIC（KeyWord In Context）を表示し，資料に適した形で閲覧すること
ができる。『太陽コーパス』，『日本語話し言葉コーパス』，『分類語彙表』などの既存の言語資料に加え，
自分で作成したXML文書も検索することができる。

•教育活動観察支援ツール FishWatchr（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fw!）
ディスカッションやプレゼンテーション練習などの観察と振り返りを支援するためのツールである。本
システムでは，ディスカッションを観察対象としているが，進行中の活動に注釈づけする（FishWatchrで
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録音，あるいは，別機器で録画し同期），録音・録画ファイルを再生しつつ，注釈づけするなどの状況で利
用することを想定しており，協調学習の観察，日本語教育，議事録作成支援などでの活用も考えている。

•教育活動観察支援ツール FishWatchr Mini（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fwm!）
モバイルデバイス向けの観察支援ツールである。ボタン操作で，二つの属性（例：話者，評価）をリアル
タイムに記録することができる。また，複数の観察者が一斉に観察することができるほか，FishWatchr
に読み込んで，同時に撮影したビデオと同期する，観察者全員の結果をまとめてグラフに表示する，タブ
区切りのテキストとして保存することなどができる。ウェブアプリケーションであるため，インストー
ルは不要である。

•まとめて検索「KOTONOHA」（https://clrd.ninjal.ac.jp/kotonoha.html!）
複数のコーパスを同時に検索し，その集計結果をグラフ化して視覚的に観察できるサービスである。言
語資源開発センターがこれまで提供してきた従来のコーパス検索システム『中納言』は，現代日本語書
き言葉均衡コーパス（BCCWJ）や日本語話し言葉コーパス（CSJ）などのコーパスをそれぞれ “個別”の
画面で検索し，結果を閲覧する（個別検索）のに対し，KOTONOHAは，「まとめて検索」の名前の通り，
中納言の中のコーパスを一度にまとめて検索し，その集計結果を表示する（これを専門的な用語で「包
括的検索」「串刺し検索」「横断検索」という）。

•一貫処理プログラム，日本語情報処理プログラム集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mcl/!）
国立国語研究所で開発された，日本語研究のための一貫処理プログラムおよび日本語研究用プログラム
集MCLである。1996年時点のプログラムおよびその説明を，計量国語学，特にパソコンによる日本語
研究の歴史の一つとして公開するものである。

データベース・データセット類
国立国語研究所が調査・研究で収集したデータを中心とする資料である。

•北海道調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hokkaido/!）
国立国語研究所は，1958–1960年に「方言の共通語化」に注目した言語調査の一つとして，北海道に移
住した 1世から 3世を対象に調査を実施した。調査結果から，北海道に移住した 1世の出身地の方言の
影響は，2世では残っているが，3世ではほとんどなくなり，「北海道共通語」が形成されることが分かっ
た。一方で，「全国表通語」に近づく傾向もあったため，1959年に富良野町（現：富良野市）で調査を実施
した。さらに，同じ内容で，1986年に富良野市で，1987年に札幌市で 2回目の調査をおこない，地域社
会のことばの使い方が，社会構造の特性の違いによってどのように変化するかを明らかにした。これら
の北海道調査のうち，富良野市・札幌市における経年調査の結果を「北海道調査データベース」として公
開している。調査地点のインフォーマントはランダムサンプリングによって選んでいる。富良野市の調
査では，1959年に調査を受けた人に対しても再度調査をしており，同一個人の回答の変化を見ることが
できる。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•鶴岡調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tsuruoka/!）
国立国語研究所が中心となって，1950，1971，1991，2011年の 4回にわたって山形県鶴岡市でおこなっ
た共通語化調査の回答データである。2011年調査（第 4回）は，国立国語研究所と統計数理研究所との
共同研究である。なお，第 3回調査の音声データは，国立情報学研究所を通じて利用することが可能で
ある。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•岡崎敬語調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okazaki/!）
国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市でおこなった敬語調査のデータベースである。岡崎敬語
調査（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年におこなわれ，戦後の 55年とい
う長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。報告書は，国立国語研究所学術情報リポジトリで公開し
ている。本調査は，国立国語研究所の定点経年調査（鶴岡調査・岡崎敬語調査・北海道調査）の一つである。

•甑島方言アクセントデータベース（https://www2.ninjal.ac.jp/koshikijima/!）
甑島（鹿児島県薩摩川内市）の方言音声を教育研究に資する目的で公開している。甑島の各集落につい
て 2名ずつの話者のアクセントを，各話者の許諾を得て公開している。データベースのもととなったア
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クセント資料は，10年間にわたる甑島アクセント合同調査で得られたものである。
•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp!）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙，生の方言で語られてい
るたくさんのお話（談話資料），文化庁が 1977–1985年度におこなった「各地方言収集緊急調査音声資
料」を公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/!）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/!）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月に国立国語研究所
が実施した意識調査および 2006年 8月に実施した補充調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/!）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/!）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/!）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化（Excel形式）したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/!）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。

•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/!）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。
本文は PDFファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルはwav形式で公開している。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/!）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。「留学生等外国人の日本語学習者
が，専門領域の研究または職業訓練に入る基礎として，はじめに学習すべき日本語の一般的・基本的な語
彙」選定のために妥当な標準を得ることを目的としている。

•ことばに関する新聞記事見出しデータベース（DL版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/sinbunmidasi/!）
国立国語研究所が作成した 1949年から 2009年 9月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」
に所収の新聞記事の発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」である。なお，
本データベースは，人間文化研究機構統合検索システム（nihuINT）にも登載されているため，nihuINT
を通じた検索も可能である。

•作文対訳データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/essay/!）
日本語学習者による日本語作文，作文執筆者本人による母語訳，日本語教師等による添削，作文執筆者・
添削者の言語的履歴に関する情報を大量に収集し，相互に参照することが可能な形で電子化したもので
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クセント資料は，10年間にわたる甑島アクセント合同調査で得られたものである。
•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp!）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙，生の方言で語られてい
るたくさんのお話（談話資料），文化庁が 1977–1985年度におこなった「各地方言収集緊急調査音声資
料」を公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/!）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/!）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月に国立国語研究所
が実施した意識調査および 2006年 8月に実施した補充調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/!）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/!）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/!）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化（Excel形式）したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/!）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。

•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/!）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。
本文は PDFファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルはwav形式で公開している。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/!）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。「留学生等外国人の日本語学習者
が，専門領域の研究または職業訓練に入る基礎として，はじめに学習すべき日本語の一般的・基本的な語
彙」選定のために妥当な標準を得ることを目的としている。

•ことばに関する新聞記事見出しデータベース（DL版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/sinbunmidasi/!）
国立国語研究所が作成した 1949年から 2009年 9月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」
に所収の新聞記事の発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」である。なお，
本データベースは，人間文化研究機構統合検索システム（nihuINT）にも登載されているため，nihuINT
を通じた検索も可能である。

•作文対訳データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/essay/!）
日本語学習者による日本語作文，作文執筆者本人による母語訳，日本語教師等による添削，作文執筆者・
添削者の言語的履歴に関する情報を大量に収集し，相互に参照することが可能な形で電子化したもので
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ある。作文データ数は 1,754件である。
•外来語に関する意識調査（全国調査）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_zenkoku/!）
社会的な情報の伝達に使用されている外来語・略語およびそれらを使う場面のコミュニケーションにつ
いて，国民の意識と言語生活の実態を明らかにすることに加え，分かりにくい外来語・略語を分かりやす
く伝えるための，受け手に配慮した言葉遣いの工夫など，問題解決策の検討に資する科学的データを蓄
積・提供することを目的としている。調査は 2回（2003年 10月 9日–11月 11日，2004年 10月 6日–11
月 4日）おこなわれ，それぞれのデータを Excel形式で公開している。また，それぞれの報告書は，国立
国語研究所学術情報リポジトリから公開している。

•尚書（古活字版第三種本）訓点情報データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/kunten-syousyo3/!）
国立国語研究所蔵尚書（古活字版第三種本の巻 1–9）の加点情報（訓点情報：ヲコト点，音合符/訓合符，
声点，語順点など）のデータベースを公開している。

•日本語ブックレット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nihongo_bt/!）
各年の日本語関連の話題についての動向を，図書，雑誌記事，新聞記事等の資料からまとめたものであ
り，文献目録をあわせて掲載している。2007年版，2006年版，2005年版，2004年版，2002年改訂版を
公開している。

•日本語史研究用テキストデータ集（https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/!）
国立国語研究所共同研究プロジェクト等で作成した訓点資料，キリシタン資料，辞書類，洒落本・人情本，
日本語読本などのテキストデータ（TXT，XMLなど）を公開している。公開資料は以下のとおりである。
▶ 訓点資料：西大寺本金光明最勝王経平安初期点（巻一）
▶ キリシタン資料：大英図書館所蔵天草版平家物語，大英図書館所蔵天草版伊曽保物語，コンテムツス・
ムンヂ（ヘルツォーク・アウグスト図書館所蔵本）

▶ 辞書類：二十巻本和名類聚抄［古活字版］，諸国方言物類称呼，哲学字彙
▶ 洒落本・人情本：吉原楊枝，浦里時次郎明烏後の正夢，小三金五郎仮名文章娘節用，春色梅児与美，梅
暦余興春色辰巳園，浮世新形恋の花染，比翼連理花廼志満台，春色連理の梅，おくみ惣次郎春色江戸紫

▶ 源氏物語：米国議会図書館蔵源氏物語
▶ 日本語読本：日本語読本尋常科用［布哇教育会第 1期］，日本語読本［布哇教育会第 2期］，日本語読
本［布哇教育会第 3期］，日本語初歩［布哇教育局］

•日本語学習者会話ストラテジーデータ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/strategy/!）
1981–1984年度にかけて国立国語研究所日本語教育センターでおこなわれた研究プロジェクト「日本語
教育における基本文型に関する研究」の一環としておこなわれた日本語学習者の会話の録音を基にして
作成した。英語を母語とするか英語能力の高い外国語母語話者である日本語学習者で日本語能力がある
程度ある者を対象として，外国語母語話者である対象者の日本語使用の実態を把握することを目的とし
たもので，外国語母語話者と日本語母語話者との日本語による会話の文字化データを公開している。

•日本語学習者会話データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kaiwa/!）
日本語の学習を必要とする住民（言語生活者）の需要に応じた言語教育の充実へ向けた基礎資料として活
用されるべく，（1）多文化共生社会に対応した日本語教育方法・内容の構築に向けた基礎資料を提供する
こと，（2）多角的な観点からのデータベース作りを試み，成果を報告することによって，複合領域として
の日本語会話研究や日本語教員養成の新たな展開に貢献すること，（3）口頭能力テストの重要性や多義
性について喚起するとともに，その評価の過程やフィードバック等を通じて得られる情報の有意義性に
関する認識の深化を促すこと，の 3点を目標として構築されるものであり，全米外国語教育協会認定の
面接式口頭能力テスト（ACTFL-OPI）を活用して収集されたものである。

•文章理解研究「日本語学習者の文章理解過程データベース」
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章理解研究/ !）
日本語学習者がどのように　文章理解をおこなっているか　，その読解過程を調査・収集したデータベースであ
る。「語彙の理解」，「文脈の理解」，「全体の理解」，「アイ・トラッキング　」の 4種類のデータを公開している。
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•文章表現研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章表現研究/ !）
作文や論文など，日本語学習者が長い文章を書く機会はたくさんある。「文章表現研究」では，日本語学
習者がひとまとまりの長い文章をどのような過程をたどって書いているのかを調査した。「プロダクト
としての作文」および「プロセスとしての作文」の 2種類の作文コーパスを，準備ができたものがから
順次公開している。

•教室談話研究「大学授業の教室談話データベース」　（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/教室談話研究/ !）
日本語を使用する場面はさまざま考えられますが，「教室における日本語でのコミュニケーションはど
のようになされているのか」を明らかにするために，教室場面でのコミュニケーションを対象に調査・収
集したデータや研究を次の 4種類公開している。
▶ ピア・リーディング：読んだ文章の内容をグループで話し合う読解の授業であるピア・リーディング活
動の談話をとおして，日本語学習者の文章理解過程を可視化する教室談話データ

▶ 留学生ピア・レスポンス：アカデミック・ライティング技術の習得を目的とした留学生のピア・レスポ
ンスの授業において，他の学習者のアドバイスや教師の添削・コメントが，学習者の作文の推敲にどの
ような影響を与えているか，日本語学習者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ

▶ 学部生ピア・レスポンス：アカデミック　・ライティング　技術の習得を目的とした日本人法学部生の初年次
教育のピア　・レスポンスの　授業において，他の学習者のアドバイスや　教師の添削・コメント　が，学習者の作
文の推敲にどのような　影響を与えているか　，日本語母語話者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ　

▶ 講義理解：日本語学習者　（一部，日本語母語話者を含む　。）が日本語の講義を聞　くときに　，講義の内容を　どのよう　
なまとまりで　理解しているのか　，語句の意味をどのように　理解しているのかを　可視化する講義ノートのデータ　

•専門日本語研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/専門日本語研究/ !）
ビジネス場面やアカデミック場面で必要になる専門的な日本語について，「ビジネス日本語」および「ア
カデミック日本語」の二つのプロジェクトで調査したデータを公開している。
▶ ビジネス日本語：「クラウドソーシング　」の日本語の調査・分析を通じて，これまで守秘義務の壁に阻まれ
てきたビジネス　日本語の実態を明らかにする産学共同のプロジェクトである　。わかりやすいビジネス文書の　
条件を言語学的に探り　，その成果を作文力の養成　につなげたいと考えている　。加えて　，「クラウドソーシング　」が
海外で日本語を学んだ経験のある元学習者への国境を越えた仕事の提供という面でも魅力　あるシステム　
であることから，日本語母語話者・非母語話者を問わず，労使双方に貢献するために，日本語ビジネス
文書に用いられる語彙リストや文型リストの公開も目指している。

▶ アカデミック日本語：商学，経済学，法学，社会学，国際政治学という社会科学の 5分野から，学部生が
学ぶべき文献を 5–8冊，それぞれの　分野の専門教員がバランスよく　選んで作成した社会科学全体および
各分野のコーパスデータである。

•ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb!）
漢文訓読の記号であるヲコト点図のデータベースであり，ヲコト点図の種類，付与位置，記号形状，読み
などをキーに，ヲコト点を検索することができる。現在は，築島裕（編）『訓点語彙集成第 1巻』（汲古書
院，2007年）所載の主要ヲコト点図 26種をデータベース化している。今後，他のヲコト点図の情報を増
補収録していく予定である。

•全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_db/!）
方言談話のテキストファイル（文字化テキストと共通語訳）と音声ファイルを収録したデータベース（国
立国語研究所（編），国書刊行会，全 20巻，CD-ROM付き書籍，2002–2008年）である。方言音声を試
聴することも可能である。

•分類語彙表—増補改訂版データベース（https://clrd.ninjal.ac.jp/goihyo.html!）
分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」である。書籍版（pdf）の
『分類語彙表—増補改訂版—』の元となったデータを，データベースソフトに取り込めるよう，CSV形
式に加工したものである。レコード総数は 101,070件である。なお，書籍版（有償）では，五十音順索引
や逆引き検索などの検索環境が整えられている。
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•文章表現研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章表現研究/ !）
作文や論文など，日本語学習者が長い文章を書く機会はたくさんある。「文章表現研究」では，日本語学
習者がひとまとまりの長い文章をどのような過程をたどって書いているのかを調査した。「プロダクト
としての作文」および「プロセスとしての作文」の 2種類の作文コーパスを，準備ができたものがから
順次公開している。

•教室談話研究「大学授業の教室談話データベース」　（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/教室談話研究/ !）
日本語を使用する場面はさまざま考えられますが，「教室における日本語でのコミュニケーションはど
のようになされているのか」を明らかにするために，教室場面でのコミュニケーションを対象に調査・収
集したデータや研究を次の 4種類公開している。
▶ ピア・リーディング：読んだ文章の内容をグループで話し合う読解の授業であるピア・リーディング活
動の談話をとおして，日本語学習者の文章理解過程を可視化する教室談話データ

▶ 留学生ピア・レスポンス：アカデミック・ライティング技術の習得を目的とした留学生のピア・レスポ
ンスの授業において，他の学習者のアドバイスや教師の添削・コメントが，学習者の作文の推敲にどの
ような影響を与えているか，日本語学習者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ

▶ 学部生ピア・レスポンス：アカデミック　・ライティング　技術の習得を目的とした日本人法学部生の初年次
教育のピア　・レスポンスの　授業において，他の学習者のアドバイスや　教師の添削・コメント　が，学習者の作
文の推敲にどのような　影響を与えているか　，日本語母語話者の文章執筆過程を可視化する教室談話データ　

▶ 講義理解：日本語学習者　（一部，日本語母語話者を含む　。）が日本語の講義を聞　くときに　，講義の内容を　どのよう　
なまとまりで　理解しているのか　，語句の意味をどのように　理解しているのかを　可視化する講義ノートのデータ　

•専門日本語研究（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/専門日本語研究/ !）
ビジネス場面やアカデミック場面で必要になる専門的な日本語について，「ビジネス日本語」および「ア
カデミック日本語」の二つのプロジェクトで調査したデータを公開している。
▶ ビジネス日本語：「クラウドソーシング　」の日本語の調査・分析を通じて，これまで守秘義務の壁に阻まれ
てきたビジネス　日本語の実態を明らかにする産学共同のプロジェクトである　。わかりやすいビジネス文書の　
条件を言語学的に探り　，その成果を作文力の養成　につなげたいと考えている　。加えて　，「クラウドソーシング　」が
海外で日本語を学んだ経験のある元学習者への国境を越えた仕事の提供という面でも魅力　あるシステム　
であることから，日本語母語話者・非母語話者を問わず，労使双方に貢献するために，日本語ビジネス
文書に用いられる語彙リストや文型リストの公開も目指している。

▶ アカデミック日本語：商学，経済学，法学，社会学，国際政治学という社会科学の 5分野から，学部生が
学ぶべき文献を 5–8冊，それぞれの　分野の専門教員がバランスよく　選んで作成した社会科学全体および
各分野のコーパスデータである。

•ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb!）
漢文訓読の記号であるヲコト点図のデータベースであり，ヲコト点図の種類，付与位置，記号形状，読み
などをキーに，ヲコト点を検索することができる。現在は，築島裕（編）『訓点語彙集成第 1巻』（汲古書
院，2007年）所載の主要ヲコト点図 26種をデータベース化している。今後，他のヲコト点図の情報を増
補収録していく予定である。

•全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_db/!）
方言談話のテキストファイル（文字化テキストと共通語訳）と音声ファイルを収録したデータベース（国
立国語研究所（編），国書刊行会，全 20巻，CD-ROM付き書籍，2002–2008年）である。方言音声を試
聴することも可能である。

•分類語彙表—増補改訂版データベース（https://clrd.ninjal.ac.jp/goihyo.html!）
分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」である。書籍版（pdf）の
『分類語彙表—増補改訂版—』の元となったデータを，データベースソフトに取り込めるよう，CSV形
式に加工したものである。レコード総数は 101,070件である。なお，書籍版（有償）では，五十音順索引
や逆引き検索などの検索環境が整えられている。
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•国立国語研究所言語処理データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/lanpro/!）
『国立国語研究所言語処理データ集』（国立国語研究所（編），全 8巻，1985–2001年）を公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/!）
変体仮名の字形画像を，音価・字母・Unicodeで層別したデータベースであり，各階層見出しラベルから
「学術情報交換用変体仮名」サイトの該当文字（または検索結果）にリンクしている。また，個々の字形
画像から原資料の該当箇所にリンクしている。2022年 3月現在，春色梅児与美（巻一，巻二，巻三），比
翼連理花廼志満台（初編上，初編中，初編下），諸国方言物類称呼（巻之一，巻之二，巻之三，巻之四，巻之
五），和漢朗詠集（上巻，下巻），伊勢物語（国文研 200014445）の字形データを収録している。

•うちなーぐち活用辞典テキストデータベース（https://doi.org/10.15084/00003211!）
「宮良信詳（編著）『うちなーぐち活用辞典』，東京：国立国語研究所言語変異研究領域，2021」を原本と
するデータベース（txtファイル）である。国立国語研究所学術情報リポジトリを通じて公開している。

•鳩間方言音声語彙データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hatoma/!）
『鳩間方言音声語彙データベース』（txtファイルを国立国語研究所学術情報リポジトリを通じて公開，DOI：
10.15084/00003209!）を html化して音声ファイルとリンクさせたものである　。なお，当該データベースは，
『鳩間方言辞典』（pdf版を国立国語研究所学術情報リポジトリを通じて公開，DOI：10.15084/00002991!）
をもとに作成している（すべて同じデータから作成している）ため，原本は一つである。

•ビデオ刺激による言語行動意識調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/video-shigeki/!）
国立国語研究所が 1996–1998年にかけておこなった母国と現住国における自分の言語行動，現住国の
人々の言語行動についての観察や予測について調べる意識調査（ブラジル，フランス，韓国，アメリカ，ベ
トナムの在外日本人，同 5か国出身の在日外国人を主な対象とした。）のうち「場面 6：頼みごとへの返事
（頼んだ側の用件のきりだし，頼まれた側の曖昧な返答）」のデータ（在外日本人 211人，在日外国人 159
人，国内日本人 60人）を公開している。本調査の成果報告書として，『「言語事象を中心とした我が国をと
りまく文化摩擦の研究」ビデオ刺激による言語行動意識調査報告書資料編』（DOI：10.15084/00002319!）
および『「言語事象を中心とした我が国をとりまく文化摩擦の研究」ビデオ刺激による言語行動意識調
査報告書分析編』（DOI：10.15084/00002328!）の 2冊が作成されており，国立国語研究所学術情報リポ
ジトリを通じて公開されている。

•リアルタイム日本語調音運動データベース第 2版（The real-time MRI articulatory movement database
Version 2.0：rtMRIDB_v2）（https://rtmridb.ninjal.ac.jp!）
医療用MRI装置を特殊な設定で稼働させることによって，日本語分節音生成時の声道正中矢状断面の形
状変化を毎秒約 14ないし 27フレームの速度で記録した動画のデータベースである。調音運動の可視化
という調音音声学の夢を実現したデータであり，調音音声学理論の批判的検討や日本語音声の研究，日
本語音声の教育，声道形状からの音声合成などに広く活用できる可能性がある。話者 25名，約 3万発話
のデータを改良された検索系と共に公開している。検索したデータを 1本のmp4形式の動画に編集す
ることが可能で，この動画は，再生することに加え，ダウンロードすることも可能である。

•国立国語研究所が行った世界の言語研究機関調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/world/!）
国立国語研究所が 2001年に CD-ROMで公開した世界の言語研究機関調査の結果をウェブ上で閲覧可
能にしたものである。（英文）

•外来語定着度調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_yoron/!）
国立国語研究所が 2002–2004年にかけておこなった外来語定着度調査の集計データである。外来語 405
語について，うち 120語については 750人を，295語については 2111–2118人を対象に，認知率，理解
率，使用率を調査した。

•日本語観国際センサス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/n_census/!）
国立国語研究所が 1997年 1月–1998年 8月にかけておこなった日本語観，母語観，英語観についての国
際比較調査「日本語観国際センサス」（International Census on Attitudes toward Japanese：ICATJ）の
回答データである。調査は，日本を含む 28の国と地域（アメリカ，ブラジル，アルゼンチン，韓国，オー
ストラリア，シンガポール，タイ，イギリス，フランス，ドイツ，オランダ，ハンガリー，イタリア，スペ
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イン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トル
コ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名を対象に実施した。

•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/!）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂，DOI：10.15084/00002266!）
の本文篇，索引篇，地名一覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/!）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
したものである。発話課題は，スピーチとロールプレイ（あらすじあり/あらすじなし）の二つのカテゴ
リに分かれている。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/!）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

•寺村誤用例集データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/teramuradb/!）
我が国の日本語教育研究の礎を築かれた故寺村秀夫教授（1928–1990）が大阪大学で残された最後の仕事
の一つである『外国人学習者の日本語誤用例集』（1990）を，先生のご遺族の承諾を得て電子化し，オ
ンラインで公開したものである。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/!）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/!）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。

•国立国語研究所学術情報リポジトリ（https://repository.ninjal.ac.jp!）
国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果および国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子的形
態で収集・保存し，ウェブ上で公開している。なお，従前から公開していた「国立国語研究所刊行物デー
タベース」（国立国語研究所の創立（1948年）から現在に至るまでの国立国語研究所の刊行物を検索する
ことができるデータベース）のデータについても，本レポジトリへの移管をおこなった。

•国立国語研究所研究資料室収蔵資料（https://rmr.ninjal.ac.jp!）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の概要および目録類を公開している。

•研究資料室収蔵資料目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/itemlist/!）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）を研究資料室で収蔵しており，収蔵資料の全点（2024年 8月 23日現在で 17,026点）目録をExcel
形式で公開している。

•中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/topographicmaplist/!）
日本言語地図，方言文法全国地図の作成において，調査地点確定用に使用した地形図・地勢図の所蔵リス
トを Excel形式で公開している。

•中央資料庫映画台本所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/filmscriptlist/!）
国立国語研究所の話しことばの調査の際に収集した映画台本の所蔵リストをExcel形式で公開している。
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イン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トル
コ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名を対象に実施した。

•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/!）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂，DOI：10.15084/00002266!）
の本文篇，索引篇，地名一覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/!）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
したものである。発話課題は，スピーチとロールプレイ（あらすじあり/あらすじなし）の二つのカテゴ
リに分かれている。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/!）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

•寺村誤用例集データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/teramuradb/!）
我が国の日本語教育研究の礎を築かれた故寺村秀夫教授（1928–1990）が大阪大学で残された最後の仕事
の一つである『外国人学習者の日本語誤用例集』（1990）を，先生のご遺族の承諾を得て電子化し，オ
ンラインで公開したものである。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/!）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/!）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。

•国立国語研究所学術情報リポジトリ（https://repository.ninjal.ac.jp!）
国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果および国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子的形
態で収集・保存し，ウェブ上で公開している。なお，従前から公開していた「国立国語研究所刊行物デー
タベース」（国立国語研究所の創立（1948年）から現在に至るまでの国立国語研究所の刊行物を検索する
ことができるデータベース）のデータについても，本レポジトリへの移管をおこなった。

•国立国語研究所研究資料室収蔵資料（https://rmr.ninjal.ac.jp!）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の概要および目録類を公開している。

•研究資料室収蔵資料目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/itemlist/!）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）を研究資料室で収蔵しており，収蔵資料の全点（2024年 8月 23日現在で 17,026点）目録をExcel
形式で公開している。

•中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/topographicmaplist/!）
日本言語地図，方言文法全国地図の作成において，調査地点確定用に使用した地形図・地勢図の所蔵リス
トを Excel形式で公開している。

•中央資料庫映画台本所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/filmscriptlist/!）
国立国語研究所の話しことばの調査の際に収集した映画台本の所蔵リストをExcel形式で公開している。
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•中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/magazinelist/!）
国立国語研究所の語彙調査等において収集した雑誌原本の所蔵リストを Excel形式で公開している。

•中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/dlingmaplist/!）
『日本言語地図』・『方言文法全国地図』・その他各研究で作成された地図の草稿，参考地図などの所蔵リ
ストを Excel形式で公開している。

•国語学研究文献総索引データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bunkenkw/!）
国語学会（現：日本語学会）と国立国語研究所の共同事業である「国語学研究文献総索引」のデータを公
開している。このデータは，1954–1991年版の『国語年鑑』に採録されている雑誌論文の一覧による文
献データ（約 12万件）である。なお，国立国語研究所では，文献データを引き続き，「日本語研究・日本
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（https://www2.ninjal.ac.jp/nikkei-studies/catalogue/cataloguelist.html!）
人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活
用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」において収集した資料（音声・映像資料，
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「語彙研究文献語別目録」（佐藤喜代治編『講座日本語の語彙別巻』（明治書院，1983年）に収録）の全文テ
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科学研究費補助金国際学術研究「国際化時代における日本語研究文献情報の収集と分析」（1994–1995
年度，課題番号：05041017）において収集された，日本国内を覗く世界各地で発表，出版された日本語研
究文献（論文・図書）の 1997年当時の書誌データである。
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•首都圏の言語に関する研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_bunken/!）
国立国語研究所の萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向に関する研究」（2010
年 11月–2013年 10月）において作成した首都圏の言語研究および地名，地誌などの関連分野を含む研
究文献目録である。

その他データ
研究成果資料を含む種々のデータ類である。

•先駆的名論文翻訳シリーズ（https://www2.ninjal.ac.jp/plwj/ja/!）
日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語論文を選定し，英訳し
て公開している。

•学術情報交換用変体仮名（https://cid.ninjal.ac.jp/kana/!）
国際文字コード規格に提案するために選定した「変体仮名」の文字画像と文字情報を公開している。ま
た，NINJAL変体仮名フォント（IPAmj明朝フォント（Ver.005.01以降）に包含されており，IPAmj明朝
フォントのサブセットである。）も配布している。

•寺村秀夫連体修飾論文英訳集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/adnominal-modification/ja/index.html!）
1970年代から 1980年代にかけて日本語学・日本語教育の学術的基盤を築くのに大きく貢献した故・寺
村秀夫教授（1928–1990）が残した学術論文の幾つかを英語に翻訳して提供している。
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•X線映画「日本語の発音」（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/x-sen/!）
日本語発音時の調音運動を撮影したX線映画（1965，1967年撮影）である。

•日本語教育映像教材シリーズデータセット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/!）
国立国語研究所が 1974–1995年に製作した 3種類の日本語教育のための映像教材（日本語教育映画基
礎編（1974–1983年製作），日本語教育映像教材中級編「伝えあうことば」（1986–1989年製作），日本語
教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」（1993–1995年製作））のデジタル化映像（要申請），シナ
リオ集データ，語彙表データを公開している。

•東京のことば研究者インタビュー（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_interview/!）
東京・首都圏の言語研究の第一人者であり，自身がネイティブスピーカーである研究者 2名に対して，
「東京のことば」についてインタビューをし，一部の映像と文字化データを公開している。

•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/!）
文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集である『東京語アクセント資料』上下 2巻（柴田武
監修，馬瀬良雄・佐藤亮一編，1985年）のデジタル化データを公開している。

•現代雑誌 200万字言語調査語彙表（https://clrd.ninjal.ac.jp/mag200.html!）
「現代雑誌 200万字言語調査」（2001–2005年度実施）の成果として，学術研究・教育利用を目的として
語彙表を公開している。

•発声発語訓練例文集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/oral100/!）
韓国人日本語学習者，タイ人日本語学習者，中国人日本語学習者，マレーシア・インドネシア人日本語学
習者のための発音学習用例文音声データ（WAVE形式）を聴くことができる。この例文は，2002–2005
年にかけておこなわれた e-Japan戦略対応事業の一環として作成された。

•コーパスアノテーションの基礎研究（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL2.html!）
国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」（平成 21（2009）年
10月–平成 27（2015）年 9月）の成果物を公開している。

•コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する基礎研究
（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL3.html!）
国立国語研究所コーパス基礎研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する
基礎研究」（平成 28（2016）年 4月–令和 4（2022）年 3月）の成果物を公開している。

•擬音語って？擬態語って？—日本語を楽しもう！（https://www2.ninjal.ac.jp/Onomatope/!）
日本語の擬音語と擬態語をマンガ，イラスト，例文を見ながら学習できるサイトである。

•ことばのミュージアム（https://museum.ninjal.ac.jp/!）
日本各地で話されている色々なことばを見たり，聞いたり，学んだりできるウェブサイトである。日本
語共通語に似ていることばもあれば，まったく違うように見える /聞こえることばもあり，まずは興味の
あるタグをクリックして，出てきた記事を読んでみることで，地域を訪れて，そこで話されていることば
を少し話してみたい，と思えるようなウェブサイトを目指している。

5 学術刊行物

（1）所員による著書・編書
•石黒圭（著）
『コミュ力は「副詞」で決まる』，光文社，2023.4.30，ISBN：9784334046606.

•小林隆，大西拓一郎，篠崎晃一（編）
『方言地理学の視界』，勉誠出版，2023.5.25，ISBN：9784585380030.

•石黑圭，　　秀娥，　　　　　　，董芸，田佳月（著），　　秀娥，　　　　　　（編）
『日　　学　　写作与研究方法』，外　　教学与研究出版社，2023.9.1，ISBN：9787521347968.
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•石黒圭（著）
『ていねいな文章大全　—日本語の　「伝わらない」を解決する　108のヒント　—』，ダイヤモンド社　，2023.9.20　，
ISBN：9784478069516.

•大西拓一郎（著）
『方言はなぜ存在するのか—ことばの変化と地理空間』，大修館書店，2023.11.1，ISBN：9784469213959.

•岡部嘉幸，村上謙，矢島正浩，村山実和子，橋本行洋，銭谷真人，髙谷由貴，北﨑勇帆，市村太郎，片山久留
美，宮内佐夜香，上阪彩香，常盤智子，小木曽智信，松崎安子（著），岡部嘉幸，橋本行洋，小木曽智信（編）
『コーパスによる日本語史研究近世編』，ひつじ書房，2023.12.11，ISBN：9784823411342.

•Mika Hämäläinen，Emily Öhman，Flammie Pirinen，Khalid Alnajjar，So Miyagawa，Yuri Bizzoni，Niko
Partanen，and Jack Rueter（eds.）

Proceedings of the Joint 3rd International Conference on Natural Language Processing for Digital
Humanities and 8th International Workshop on Computational Linguistics for Uralic Languages，
Association for Computational Linguistics，2023.12，ISBN：9798891760127.

•国立国語研究所（編）
『日本語の大疑問 2』，幻冬舎，2024.1.31，ISBN：9784344987180.

•川平老人クラブ寿会，セリックケナン，麻生玲子（著）
『川平方言会話集』，国立国語研究所，2024.2.7.

•石黒圭（著）
『この 1冊できちんと書ける！【新版】論文・レポートの基本』，日本実業出版社，2024.2.16，ISBN：
9784534060808.

•小木曽智信（編著）
『マインクラフトでおぼえるちょっとむずかしい言葉 1205』，西東社，2024.3.11，ISBN：9784791633296.

•平子達也，五十嵐陽介，トマペラール（著）
『日本語・琉球諸語による歴史比較言語学』，岩波書店，2024.3.19，ISBN：9784000256773.

•朝日祥之（編著）
『現代日本語における外来語使用実態調査（2023年 2月調査）報告書』，言語問題プロジェクト（報告書），
2024.3.29，DOI：10.15084/0002000252!.

•福永由佳，朝日祥之，鑓水兼貴（著），朝日祥之（編）
『日本の多言語多文化状況における言語問題に関するウェブ調査（2021年度調査）報告書』，言語問題プ
ロジェクト（報告書），2024.3.29，DOI：10.15084/0002000253!.

•松平けあき，宮崎早季（著），朝日祥之（編）
『フーバー・タテイシコレクション（ハワイ日本文化センター所蔵）資料集』，在外資料プロジェクト（報告
書），2024.3.29，DOI：10.15084/0002000254!.

•宮崎早季（著），朝日祥之（編）
『移民資料館アワー（国立国会図書館憲政資料館所蔵　）資料集』，在外資料　プロジェクト　（報告書），2024.3.29　，
DOI：10.15084/0002000255!.

•大西拓一郎（編）
『「市民科学」プロジェクト 2023年度講演会・シンポジウム集録諏訪の市民科学と天文・諏訪の地理、信
州の地理と市民科学』，2024.3.29.

（2）『国立国語研究所論集』（NINJAL Research Papers）
国立国語研究所における研究活動の活性化と成果の発表および所内若手研究者の育成を目的として，各年
度に 2回（原則として 7月と 1月），オンラインの形態で発刊している（ISSN：2186-1358）。
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第 25号（2023年 7月）
•加藤祥，浅原正幸
「『比喩表現の理論と分類』データの電子化および情報付与」，1–19頁，DOI：10.15084/0002000009!.

•金青華
「「質問–応答」連鎖の応答発話に用いられる　無助詞「私∅」と「私は」」，21–33頁，DOI：10.15084/0002000011!.

•夏雨佳，中井陽子
「接触場面のナラティブにおける母語話者の調整行動：中国人日本語中級学習者との協働構築に向けて」，
35–58頁，DOI：10.15084/0002000012!.

•加藤祥，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の小説サンプルに対する分類情報付与」，59–74頁，DOI：
10.15084/0002000013!.

•伊藤薫，森田敏生
「ChaKi.NET liteの開発」，75–88頁，DOI：10.15084/0002000014!.

•李婷
「ビジネス文書の評価による動詞の出現傾向：クラウドソーシングの発注文書を中心に」，89–101頁，DOI：
10.15084/0002000015!.

第 26号（2024年 1月）
•臼田泰如
「不正確な引用：日本語日常会話における複合助詞「とか」による語りの構造化」，1–15頁，DOI：
10.15084/0002000152!.

•福村真紀子
「よみかき実践の視点による日本語学習支援の再考：リテラシーに内在するイデオロギーを批判する文献
の検討から」，17–38頁，DOI：10.15084/0002000153!.

•吉田暁，市江愛
「簡便な日本語能力測定を目的とした新たなテストの開発：「かんたん日本語テスト」の予備的実施結果
の報告」，39–50頁，DOI：10.15084/0002000154!.

•鈴木英子
「I-JASインタビューデータにおける学習者の副詞「やはり」の使用実態：日本語母語話者との比較を通
して」，51–68頁，DOI：10.15084/0002000155!.

•CELIK Kenan，NAKAZAWA Kohei，and ASO Reiko
“UniCog：A Framework Proposal for the Dynamic Compilation of Comparative Data for the Recon-
struction of proto-Ryukyuan”，pp. 69–97，DOI：10.15084/0002000156!.

•セリック・ケナン，中澤光平，麻生玲子
「［関連データ］「琉球祖語の再建に向けた比較データ構築用の枠組提案（UniCog）」の関連データ」，DOI：
10.15084/0002000162!.

•山本空
「独立語的な対称詞と指示詞系フィラーの使用実態：日本語諸方言コーパスと大分県の談話資料を用い
て」，99–123頁，DOI：10.15084/0002000157!.

•Kyoko MASUDA
“Interactional Particle Use in a Japanese L2 Learner Corpus：Usage-based Analysis and Application
to Teaching Japanese”，pp. 125–149，DOI：10.15084/0002000158!.

•賀茂道子
「日本民主化における言語改革の背景と意義」，151–169頁，DOI：10.15084/0002000159!.

•三好優花
「『分類語彙表』増補のための「カタイ」と「ヤワラカイ」の多義性の考察：BCCWJの用例をもとに」，
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•金青華
「「質問–応答」連鎖の応答発話に用いられる　無助詞「私∅」と「私は」」，21–33頁，DOI：10.15084/0002000011!.

•夏雨佳，中井陽子
「接触場面のナラティブにおける母語話者の調整行動：中国人日本語中級学習者との協働構築に向けて」，
35–58頁，DOI：10.15084/0002000012!.

•加藤祥，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の小説サンプルに対する分類情報付与」，59–74頁，DOI：
10.15084/0002000013!.

•伊藤薫，森田敏生
「ChaKi.NET liteの開発」，75–88頁，DOI：10.15084/0002000014!.

•李婷
「ビジネス文書の評価による動詞の出現傾向：クラウドソーシングの発注文書を中心に」，89–101頁，DOI：
10.15084/0002000015!.

第 26号（2024年 1月）
•臼田泰如
「不正確な引用：日本語日常会話における複合助詞「とか」による語りの構造化」，1–15頁，DOI：
10.15084/0002000152!.

•福村真紀子
「よみかき実践の視点による日本語学習支援の再考：リテラシーに内在するイデオロギーを批判する文献
の検討から」，17–38頁，DOI：10.15084/0002000153!.

•吉田暁，市江愛
「簡便な日本語能力測定を目的とした新たなテストの開発：「かんたん日本語テスト」の予備的実施結果
の報告」，39–50頁，DOI：10.15084/0002000154!.

•鈴木英子
「I-JASインタビューデータにおける学習者の副詞「やはり」の使用実態：日本語母語話者との比較を通
して」，51–68頁，DOI：10.15084/0002000155!.

•CELIK Kenan，NAKAZAWA Kohei，and ASO Reiko
“UniCog：A Framework Proposal for the Dynamic Compilation of Comparative Data for the Recon-
struction of proto-Ryukyuan”，pp. 69–97，DOI：10.15084/0002000156!.

•セリック・ケナン，中澤光平，麻生玲子
「［関連データ］「琉球祖語の再建に向けた比較データ構築用の枠組提案（UniCog）」の関連データ」，DOI：
10.15084/0002000162!.

•山本空
「独立語的な対称詞と指示詞系フィラーの使用実態：日本語諸方言コーパスと大分県の談話資料を用い
て」，99–123頁，DOI：10.15084/0002000157!.

•Kyoko MASUDA
“Interactional Particle Use in a Japanese L2 Learner Corpus：Usage-based Analysis and Application
to Teaching Japanese”，pp. 125–149，DOI：10.15084/0002000158!.

•賀茂道子
「日本民主化における言語改革の背景と意義」，151–169頁，DOI：10.15084/0002000159!.

•三好優花
「『分類語彙表』増補のための「カタイ」と「ヤワラカイ」の多義性の考察：BCCWJの用例をもとに」，
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171–196頁，DOI：10.15084/0002000160!.
•武中清香
「身体部位詞「口」の派生表現に関する一考察」，197–205頁，DOI：10.15084/0002000161!.

6 研究成果の発信と普及
国立国語研究所では，研究成果を社会に発信・還元するために，各種のシンポジウムや研究会を開催して
いる。ここでは，専門家向けのものをあげる。

（1）国際シンポジウム
国立国語研究所が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた研究成果のうち，時宜
を得た課題を取り上げ，海外からの専門家も交えて，論旨を深めながら学術界に公表するため，国際シンポ
ジウムの開催や国際学会の共催をおこなっている。

国際研究発表会・国際研究交流会
The Linguistics Colloquium［2023.9.8，The University of New Mexico（ニューメキシコ・米国）］

▶ Prashant Pardeshi（国立国語研究所）
“Genders and classifiers in the perspective of dynamic functional typology”

国際講演会
危機言語プロジェクト講演会［2023.7.21，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］

▶ Sebastian Ohara-Saft（University of Hawai‘i at Mānoa）
「大阪在住の済州島（チェジュ）出身者のチェジュ語知識についての調査」
◦講演は英語でおこなう。質疑は日本語でも受け付ける。

（2）合同シンポジウム・研究発表会
複数のプロジェクトが共同でおこなうシンポジウムや研究発表会。

令和 5年度第 1回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2022.6.10，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ 五十嵐陽介（国立国語研究所）
「日琉諸語の韻律体系における culminativityと obligatoriness」

•質疑応答
•セリック・ケナン氏，平子達也氏，青井隼人氏によるコメントおよびディスカッション
•研究発表

▶ サルバトーレ・カルリノ（大東文化大学）
「北琉球沖縄語伊平屋方言のアクセント体系を考え直す」

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所），麻生玲子（名桜大学）
「八重山語小浜方言の 3型のアクセント体系について」

▶ 大島一（国立国語研究所），セリック・ケナン（国立国語研究所）
「宮古語諸方言での名詞句階層でみる複数性表現に関する予備的調査報告」

▶ 谷口ジョイ（静岡工科大学）
「衰退・消滅の危機にある静岡井川方言の現状とその再活性化」
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シンポジウム「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」［2023.10.1，オンライン］
※日本手話と音声日本語の通訳つき
•開会のごあいさつ
•飲食店インタビュー動画紹介

▶ 串あげ居酒屋ふさお：吉岡富佐男さん
▶ Sign with Me：柳匡裕さん
▶ 麵屋義：柳匡裕さん

•座談会
•閉会のごあいさつ

国立国語研究所異分野融合型共同研究ワークショップ
［2024.2.28，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•セッション 1：テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「読み付与プロジェクトの紹介」

▶ 大井恵奈，古宮嘉那子（東京農工大学），柏野和佳子，浅原正幸（国立国語研究所）
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』の漢字読みの調査」

▶ 白井清昭（北陸先端科学技術大学院大学）
「日本語読み推定タスクのデータセットの構築」

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「漢字列から平仮名列への置き換えによるテキストへの読み付与システム」

•セッション 2：歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備とAI音声復元技術の開発
▶ 高道慎之介（東京大学）
「プロジェクト概要」

▶ 佐伯高明（東京大学），高道慎之介（東京大学）
「歴史的音源のみから学習可能な音声復元技術」

▶ 丹治尚子（東京大学），庄司潤子（仙台文学館），佐藤照一（昔話採集家），高道慎之介（東京大学）
「東北方言昔話のオープンコーパス化」

•クロージング

令和 5年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2024.3.17，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所）
「八重山語の韻律体系」

▶ 松倉昂平（金沢大学）
「白山麓方言の授与動詞体系」

▶ 中澤光平（信州大学）
「動詞接辞を中心とした高知方言の TAM体系」

▶ 阪上健夫（東京大学（大学院人文社会研究科博士課程））
「理由の接続助詞と終助詞・間投助詞の連接—首都圏・熊本・倉吉方言を対象に—」

▶ 金田章宏（千葉大学（名誉教授））
「宮古語大神方言　助辞カミとターシのふるまい」

（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催やプロジェクトに関する科学研究費助成事業（科研費）との共催で，日本各地を会
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シンポジウム「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」［2023.10.1，オンライン］
※日本手話と音声日本語の通訳つき
•開会のごあいさつ
•飲食店インタビュー動画紹介

▶ 串あげ居酒屋ふさお：吉岡富佐男さん
▶ Sign with Me：柳匡裕さん
▶ 麵屋義：柳匡裕さん

•座談会
•閉会のごあいさつ

国立国語研究所異分野融合型共同研究ワークショップ
［2024.2.28，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•セッション 1：テキスト読み上げのための読みの曖昧性の分類と読み推定タスクのデータセットの構築

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「読み付与プロジェクトの紹介」

▶ 大井恵奈，古宮嘉那子（東京農工大学），柏野和佳子，浅原正幸（国立国語研究所）
「『日本経済新聞記事オープンコーパス』の漢字読みの調査」

▶ 白井清昭（北陸先端科学技術大学院大学）
「日本語読み推定タスクのデータセットの構築」

▶ 新納浩幸（茨城大学）
「漢字列から平仮名列への置き換えによるテキストへの読み付与システム」

•セッション 2：歴史的音源アーカイブに向けたオープンコーパスの整備とAI音声復元技術の開発
▶ 高道慎之介（東京大学）
「プロジェクト概要」

▶ 佐伯高明（東京大学），高道慎之介（東京大学）
「歴史的音源のみから学習可能な音声復元技術」

▶ 丹治尚子（東京大学），庄司潤子（仙台文学館），佐藤照一（昔話採集家），高道慎之介（東京大学）
「東北方言昔話のオープンコーパス化」

•クロージング

令和 5年度第 2回「危機言語の保存と日琉諸語のプロソディー」合同研究発表会
［2024.3.17，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
•研究発表

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所）
「八重山語の韻律体系」

▶ 松倉昂平（金沢大学）
「白山麓方言の授与動詞体系」

▶ 中澤光平（信州大学）
「動詞接辞を中心とした高知方言の TAM体系」

▶ 阪上健夫（東京大学（大学院人文社会研究科博士課程））
「理由の接続助詞と終助詞・間投助詞の連接—首都圏・熊本・倉吉方言を対象に—」

▶ 金田章宏（千葉大学（名誉教授））
「宮古語大神方言　助辞カミとターシのふるまい」

（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催やプロジェクトに関する科学研究費助成事業（科研費）との共催で，日本各地を会
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場として公開研究発表会や学術シンポジウム等を開催している。2023年度は，現地開催のほか，オンライ
ンあるいは現地開催とオンライン併用のハイブリッド形式で開催した。

「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」及び「類別詞と文法的
性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」プロジェクト合同研究会
［2023.7.15，東京大学本郷キャンパス・オンライン（ハイブリッド）］

▶ 桐生和幸（美作大学）
“The use of classifiers in nominalization in languages of Nepal”

▶ 田中智子（関西国際大学）
「美濃客家語における《形容詞＋類別詞》構造」

▶ 若狭基道（東京外国語大学）
「体言化の実証的な言語類型論のためのウォライタ語（エチオピア）資料」

▶ 仲尾周一郎（大阪大学）
「バリ語（Bari）における性標示」

生活者識字 2023年度研究集会「私たちの知らない外国人生活者のたくましく豊かな言語生活—よみかき実
践を中心に—」［2023.8.26，北海道大学学術交流会館］
•司会：パイチャゼ・スヴェトラナ（北海道大学）
•開会の辞・趣旨説明：福永由佳（国立国語研究所）
•第一部：講演

▶ 高畑幸（静岡県立大学）
「在日フィリピン人結婚移民の「日本語」のよみかき戦略—代読・代筆を依頼する人間関係」

•第二部：パネルディスカッション「生活者のための日本語支援を考える：日本語運用から生活者のための
ホリスティックな日本語支援へ」
▶ 谷光（札幌子ども日本語クラブ）
「外国につながる子どもたちと共に—私たちの日本語学習支援—」

▶ 加藤雅春（茨城県国際交流協会）
「地域の構成員としての外国人をみつめる茨城での事例紹介—日本語支援を中心に県域対象の国際交
流協会職員が思うこと」

▶ 西千津（カトリック札幌司教区難民移住移動者委員会）
「お隣は外国人—カトリック教会に集う人々」

▶ 福村真紀子（茨城大学大学院，「多文化ひろばあいあい」主催）
「私の地域日本語教育は何をめざすのか—―人的ネットワーク構築をめざす親子サークル」

▶ 全体ディスカッション
ディスカッサント：福村真紀子

•閉会の挨拶

言語資源ワークショップ 2023［2023.8.28–29，オンライン］
2023年 8月 28日
•オープニング：Zoom
•口頭発表セッション 1：Zoom

▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「学習者コーパス研究における横断・縦断データ統合の意義：I-JASとB-JASをめぐって」

▶ 黄海洪（京都大学大学院人間・環境学研究科），金丸敏幸（京都大学国際高等教育院）
「介護分野における専門用語の平易化に向けた語彙リストの構築」

▶ 宮本華瑠（大阪大学人文学研究科日本学専攻基盤日本学コース基盤日本語学講座）
「日中対訳コーパスの構築と公開に向けて」
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•口頭発表セッション 2：Zoom
▶ 金敬玲（國學院大學大学院文学研究科）
「近代中国語関係書における自律移動表現の日中対照研究」

▶ 渡邉幸佑（兵庫教育大学）
「説明的文章の要点把握のための読解方法の有効性評価に用いる正解文データセット（CAKeS）の作成」

•招待講演 1：Zoom
▶ 大須賀智子（国立情報学研究所データセット共同利用研究開発センター）
「国立情報学研究所における言語資源共有の取り組み」

•口頭発表セッション 3：Zoom
▶ 李海琪（浙江大学日本語科）
「親疎関係で見る上昇下降調の使用率—『日本語日常会話コーパス』を用いて—」

▶ 劉悦（筑波大学人文社会科学研究群国際日本研究学位プログラム日本語教育専攻）
「論文指導の場面における終助詞「かな」の配慮機能—『BTSJ日本語自然会話コーパス』のデータ
から—」

•口頭発表セッション 4：Zoom
▶ 日暮康晴（筑波大学大学院人文社会ビジネス科学学術院人文社会科学研究群国際日本研究学位プログラム）
「程度副詞使用実態の横断的・縦断的調査—「通時話し言葉コーパス」の試み—」

▶ 王鑫（筑波大学，言語学）
「「歩きスマホ」のコロケーションと意味—新聞データベースを用いた使用実態調査—」

•ポスターセッション 1：Zoom/ブレイクアウトルーム
▶ 尾崎誉治（東北大学文学研究科）
「国語科教科書の説明的文章における疑問–解答の段落構成—各学年テキストの比較から—」

▶ 鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス研究科，日本学術振興会特別研究員），鎌野慈人（ス
トーニーブルック大学大学院），坂本誓（国際基督教大学 RA），鎌倉欧亮（国際基督教大学教養学部），
Seunghun Lee（国際基督教大学，ヴェンダ大学），Yu Yan（立命館大学），Jeremy Perkins（会津大学），五
十嵐陽介（国立国語研究所）
「アーカイブデータを利用した言語研究とその応用可能性」

▶ 近藤泰弘（青山学院大学名誉教授）
「コンパクトな LLMによる古典日本語生成」

▶ 田中弥生（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），加藤祥（目白大学）
「書籍の文体と修辞機能の分析のパイロットスタディ」

▶ 麻子軒（関西大学）
「ゲームコーパスの設計方針と構築方法」

▶ 本多由美子（国立国語研究所）
「二字漢語の意味的透明性における仲介語の検討：同一サンプル内での出現位置に着目した調査」

▶ 中渡瀬秀一（国立情報学研究所）
「テキスト生成型AIによる研究課題のクラスタリング分析」

2023年 8月 29日
•ポスターセッション 2：Zoom/ブレイクアウトルーム

▶ 加藤恵梨（愛知教育大学），角谷昌範（愛知教育大学附属岡崎小学校）
「読書感想文の分析と指導法—書き出しと結びに注目して—」

▶ 菊池そのみ（筑波大学），菅野倫匡（筑波大学）
「中古和文資料『夜の寝覚』のコーパス構築の試み」

▶ 安芝恩（なし）
「日本語学習者の語りに見る語彙学習ストラテジーのプロセス」
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•口頭発表セッション 2：Zoom
▶ 金敬玲（國學院大學大学院文学研究科）
「近代中国語関係書における自律移動表現の日中対照研究」

▶ 渡邉幸佑（兵庫教育大学）
「説明的文章の要点把握のための読解方法の有効性評価に用いる正解文データセット（CAKeS）の作成」

•招待講演 1：Zoom
▶ 大須賀智子（国立情報学研究所データセット共同利用研究開発センター）
「国立情報学研究所における言語資源共有の取り組み」

•口頭発表セッション 3：Zoom
▶ 李海琪（浙江大学日本語科）
「親疎関係で見る上昇下降調の使用率—『日本語日常会話コーパス』を用いて—」

▶ 劉悦（筑波大学人文社会科学研究群国際日本研究学位プログラム日本語教育専攻）
「論文指導の場面における終助詞「かな」の配慮機能—『BTSJ日本語自然会話コーパス』のデータ
から—」

•口頭発表セッション 4：Zoom
▶ 日暮康晴（筑波大学大学院人文社会ビジネス科学学術院人文社会科学研究群国際日本研究学位プログラム）
「程度副詞使用実態の横断的・縦断的調査—「通時話し言葉コーパス」の試み—」

▶ 王鑫（筑波大学，言語学）
「「歩きスマホ」のコロケーションと意味—新聞データベースを用いた使用実態調査—」

•ポスターセッション 1：Zoom/ブレイクアウトルーム
▶ 尾崎誉治（東北大学文学研究科）
「国語科教科書の説明的文章における疑問–解答の段落構成—各学年テキストの比較から—」

▶ 鈴木成典（国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス研究科，日本学術振興会特別研究員），鎌野慈人（ス
トーニーブルック大学大学院），坂本誓（国際基督教大学 RA），鎌倉欧亮（国際基督教大学教養学部），
Seunghun Lee（国際基督教大学，ヴェンダ大学），Yu Yan（立命館大学），Jeremy Perkins（会津大学），五
十嵐陽介（国立国語研究所）
「アーカイブデータを利用した言語研究とその応用可能性」

▶ 近藤泰弘（青山学院大学名誉教授）
「コンパクトな LLMによる古典日本語生成」

▶ 田中弥生（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），加藤祥（目白大学）
「書籍の文体と修辞機能の分析のパイロットスタディ」

▶ 麻子軒（関西大学）
「ゲームコーパスの設計方針と構築方法」

▶ 本多由美子（国立国語研究所）
「二字漢語の意味的透明性における仲介語の検討：同一サンプル内での出現位置に着目した調査」

▶ 中渡瀬秀一（国立情報学研究所）
「テキスト生成型AIによる研究課題のクラスタリング分析」

2023年 8月 29日
•ポスターセッション 2：Zoom/ブレイクアウトルーム

▶ 加藤恵梨（愛知教育大学），角谷昌範（愛知教育大学附属岡崎小学校）
「読書感想文の分析と指導法—書き出しと結びに注目して—」

▶ 菊池そのみ（筑波大学），菅野倫匡（筑波大学）
「中古和文資料『夜の寝覚』のコーパス構築の試み」

▶ 安芝恩（なし）
「日本語学習者の語りに見る語彙学習ストラテジーのプロセス」
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▶ 川端良子（国立国語研究所）
「日本語地図課題対話においてソ系指示詞はいつ使われるか？」

▶ 柏野和佳子（国立国語研究所），大阿久志緒理
「『分類語彙表』への多義語の意味増補のための『計算機用日本語基本辞書 IPAL』との対照」

▶ 小磯花絵（国立国語研究所），居關友里子（国立国語研究所），柏野和佳子（国立国語研究所），川端良子（国
立国語研究所），田中弥生（国立国語研究所），西川賢哉（国立国語研究所）
「『子ども版日常会話コーパス』の構築に関する中間報告」

▶ 石本祐一（ものつくり大学/国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』にみる日常会話音声の基本周波数と談話行為の関係」

•口頭発表セッション 5：Zoom
▶ 李文超（中国浙江大学日本語科）
「形態的豊かさと語順自由度との相関関係：類型論の視点」

▶ 姚一佳（上智大学）
“Subjective frequency norms for 100 Japanese verb-verb compounds：The first step toward construct-
ing a behavioral database for Japanese compound words”

▶ 青山文啓（桜美林大学大学院）
「用言の結合価に見る，体言のブランチング」

•招待講演 2：Zoom
▶ 李勝勲（国際基督教大学）

“Building collaborative language resources with and for language communities”
•口頭発表セッション 6：Zoom

▶ 菊地礼（国立国語研究所）
「中世期日本語比喩表現の収集の試み」

▶ 宮川創（国立国語研究所）
「江戸期・明治期の日本語・琉球語訳『ヨハネによる福音書』パラレル・コーパスの構築と翻訳間の影響
関係の分析」

▶ 岩崎拓也（筑波大学），波多野博顕，伊藤秀明
「日本語教師向けWebコンテンツ「つくば語彙チェッカー」の概要」

•ポスターセッション 3：Zoom/ブレイクアウトルーム
▶ 宮嵜由美（昭和女子大学人間文化学部日本語日本文学科），日文コースプロジェクト 5メンバー
「昭和女子大学近代文庫所蔵『與謝野晶子書簡』コーパスの設計」

▶ 東泉裕子（東洋大学），髙橋圭子（東洋大学）
「近現代語コーパスにおける漢語「是非」」

▶ 居關友里子（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「親子の共同行為場面における振る舞いの調整—お菓子作りの事例から—」

▶ 片山久留美（国立国語研究所）
「近世読本コーパスの設計と活用—表記研究での利用を目指して」

▶ 野口大斗（上智大学大学院言語科学研究科/東京医科歯科大学）
「YouTubeを利用した関西方言アクセント辞書の作成」
（“Building a Kansai accent dictionary using YouTube”）

▶ 大野剛（アルバータ大学），臼田泰如（静岡理工科大学）
「例外的な「基本形」：日本語会話における動詞終わりの発話」

▶ 山崎誠（国立国語研究所）
「『分類語彙表』における多義語について」

II 共同研究と共同利用 63



•ポスターセッション 4：Zoom/ブレイクアウトルーム
▶ 新山聖也（筑波大学），竹本理美（筑波大学非常勤研究員），澤田浩子（筑波大学）
「教科学習における抽象的思考と結びつく言語形式—数学における「とする」をケーススタディとし
て—」

▶ 近藤明日子（東京大学）
「『昭和・平成書き言葉コーパス』雑誌レジスターに見る順接・逆接の接続詞の通時的変化」

▶ 古田龍啓（九州大学）
「抄物コーパス構築に関する課題と方策」

▶ 相良かおる（奈良先端科学技術大学院大学），黒田航（杏林大学），東条佳奈（大阪大学），西嶋佑太郎（京都
大学），麻子軒（関西大学），山崎誠（国立国語研究所）
「実践医療用語_語構成要素語彙試案表Ver.3の公開にむけて」

▶ 堀一成（大阪大学全学教育推進機構）
「科学技術系ライティング教育改善を目的としたシラバス分析のための spaCY-GSDLUWを利用した
日本語長単位解析」

▶ 東条佳奈（大阪大学）
「雑誌コーパス作成の試み—2015年の資料をもとに—」

▶ 田中弥生（国立国語研究所），江口典子（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「家庭での食事場面における親子会話の脱文脈度の観点からの分析」

•クロージング：Zoom

2023年度共同利用セミナー［2023.9.8，オンライン］
•開会挨拶：石黒圭（国立国語研究所共同利用推進センター長）
•研究紹介

▶ 前田忠彦（統計数理研究所）
「社会調査データのライフサイクル管理—ことばの社会調査を例として」

▶ 尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学）
「多人数音声調査の発話回答文字化資料から見えてくる方言的特徴—山形県鶴岡市における「（蛇が）
嫌いだ」および「（あれは）駅かな？／（あれは）カラスかな？」の表現」

•リソース紹介
▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「幼児の言語資料」

▶ 中川奈津子（国立国語研究所）
「諸鈍方言辞典」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室所蔵音声・映像データベース」

▶ 中島彩花（国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室利用案内」

▶ 研究推進課（国立国語研究所）
「国立国語研究所共同利用型共同研究案内」

•開会挨拶　：前田忠彦　（情報　・システム　研究機構　データサイエンス　共同利用基盤施設　社会データ構造化センター長　）

Evidence-based Linguistics Workshop 2023［2023.9.14–15，国立国語研究所］
2023年 9月 14日
•セッション 1：口頭発表（2F講堂）

▶ オープニング
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•ポスターセッション 4：Zoom/ブレイクアウトルーム
▶ 新山聖也（筑波大学），竹本理美（筑波大学非常勤研究員），澤田浩子（筑波大学）
「教科学習における抽象的思考と結びつく言語形式—数学における「とする」をケーススタディとし
て—」

▶ 近藤明日子（東京大学）
「『昭和・平成書き言葉コーパス』雑誌レジスターに見る順接・逆接の接続詞の通時的変化」

▶ 古田龍啓（九州大学）
「抄物コーパス構築に関する課題と方策」

▶ 相良かおる（奈良先端科学技術大学院大学），黒田航（杏林大学），東条佳奈（大阪大学），西嶋佑太郎（京都
大学），麻子軒（関西大学），山崎誠（国立国語研究所）
「実践医療用語_語構成要素語彙試案表Ver.3の公開にむけて」

▶ 堀一成（大阪大学全学教育推進機構）
「科学技術系ライティング教育改善を目的としたシラバス分析のための spaCY-GSDLUWを利用した
日本語長単位解析」

▶ 東条佳奈（大阪大学）
「雑誌コーパス作成の試み—2015年の資料をもとに—」

▶ 田中弥生（国立国語研究所），江口典子（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「家庭での食事場面における親子会話の脱文脈度の観点からの分析」

•クロージング：Zoom

2023年度共同利用セミナー［2023.9.8，オンライン］
•開会挨拶：石黒圭（国立国語研究所共同利用推進センター長）
•研究紹介

▶ 前田忠彦（統計数理研究所）
「社会調査データのライフサイクル管理—ことばの社会調査を例として」

▶ 尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学）
「多人数音声調査の発話回答文字化資料から見えてくる方言的特徴—山形県鶴岡市における「（蛇が）
嫌いだ」および「（あれは）駅かな？／（あれは）カラスかな？」の表現」

•リソース紹介
▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「幼児の言語資料」

▶ 中川奈津子（国立国語研究所）
「諸鈍方言辞典」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室所蔵音声・映像データベース」

▶ 中島彩花（国立国語研究所）
「国立国語研究所研究資料室利用案内」

▶ 研究推進課（国立国語研究所）
「国立国語研究所共同利用型共同研究案内」

•開会挨拶　：前田忠彦　（情報　・システム　研究機構　データサイエンス　共同利用基盤施設　社会データ構造化センター長　）

Evidence-based Linguistics Workshop 2023［2023.9.14–15，国立国語研究所］
2023年 9月 14日
•セッション 1：口頭発表（2F講堂）

▶ オープニング
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▶ 落合いずみ（帯広畜産大学）
「アタヤル語群の「星」に見られる様々な派生形」

▶ 西内沙恵（北海道教育大学・筑波大学：学生）
「想起テストに見る多義語「甘い」の習得：小学 5年生・中学 2年生・大学生を対象に」

▶ 鴨井修平（日本学術振興会特別研究員）
「西日本諸方言におけるアスペクト形式の文法化—2つの動機に基づく待遇化プロセス—」

•セッション 2：ポスター発表（2F廊下）
▶ 橋本大樹（上越教育大学）
「借用語知識による第二言語発音への干渉：帯気性の度合いに注目して」

▶ YIN Yuqi（総合研究大学院大学：学生）
「「着く」と「着いてくる」の多義性についての一考察—BCCWJコーパスを用いて—」

▶ 山本晃子（立命館大学：学生）
「＜つ＞を用いて数えられる「コト」（行為）についての分析」

▶ 菊地礼（国立国語研究所）
「『方丈記』の比喩表現の抽出と分析」

•セッション 3：国立国語研究所プロジェクト紹介（2F講堂）
▶ 窪田悠介（国立国語研究所）
サブプロジェクト「計算言語学的手法による理論言語学の実証的な方法論の開拓」

▶ 五十嵐陽介（国立国語研究所）
サブプロジェクト「日本・琉球語諸方言におけるイントネーションの多様性解明のための実証的研究」

2023年 9月 15日
•セッション 4：口頭発表（2F講堂）

▶ 伊藤薫（九州大学）
「「構成の反復」の並行性についての構文文法的記述の試み」

▶ 安岡孝一（京都大学），安岡素子（京都大学・京都外国語大学）
「ローマ字・カタカナ・キリル文字によるアイヌ語Universal Dependenciesの可能性」

•セッション 5：ポスター発表（2F廊下）
▶ 胡春霞（関西学院大学：学生），中野陽子（関西学院大学）
「日本語の謙譲表現を含む文の処理における類似性の効果」

▶ Osamu Sawada（神戸大学）
“Projective properties of sense-based low-degree modifiers：A comparison with predicates of personal
taste”

▶ 金英周（帝京大学），五十嵐陽介（国立国語研究所），宇都木昭（名古屋大学），酒井弘（早稲田大学）
「統語構造の証拠として韻律パターンを使用することの有効性—現代韓国語の属格主語構造を一例と
して—」

•セッション 6：クロージング（2F講堂）
▶ クロージング・優秀発表賞表彰

プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」
［2023.10.21，オンライン］

▶ 古本真（東京外国語大学）
「スワヒリ語マクンドゥチ方言の準体言」

▶ 仲尾周一郎（大阪大学）
「アラビア語における性・数標示と体言化」

プロジェクト合同研究会「体言化の実証的な言語類型論—理論・フィールドワーク・歴史・方言の観点から—」
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及び「類別詞と文法的性を中心にした文法的体言化に関する類型的研究」
［2023.10.28，オンライン］

▶ 高橋洋成（東京外国語大学）
「ハマル語における名詞句の構造とパターン」

▶ Tatjana Ilic and Kazuhiro Kawachi（Keio University）
“Gender Marking on Definite and Indefinite Noun Phrases in Swedish”

「ハワイにおける日系社会資料に関する資料調査と社会調査の融合的研究」共同研究発表会
［2023.12.2，オンライン］

▶ 福山樹里（国立国会図書館）
「国立国会図書館憲政資料室所蔵日系移民関係資料の収集と整理」

人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 99回研究会「第 14回対話システムシンポジウム」
［2023.12.13–14，国立国語研究所・オンライン（ハイブリッド）］
2023年 12月 13日
•開会挨拶
•一般口頭発表 1

▶ 井上昂治，Lala Divesh，越智景子，河原達也（京都大学），Skantze Gabriel（スウェーデン王立工科大学）
「音声対話システムの客観評価のためのユーザのマルチモーダルなふるまいの分析」

▶ 小尾賢生，船越孝太郎（東京工業大学）
「親和的な対話システムの実現にむけた非接触呼吸推定技術の開発」

▶ 渡邉寛大（奈良先端科学技術大学院大学，理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト），河野誠也
（理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト，奈良先端科学技術大学院大学），湯口彰重（理化学研
究所ガーディアンロボットプロジェクト，東京理科大学），吉野幸一郎（理化学研究所ガーディアンロボッ
トプロジェクト，奈良先端科学技術大学院大学）
「経験に基づく知識の想起と深化を伴う対話システム」

•ポスターセッション 1
▶ 薛強，滝口哲也，有木康雄（神戸大学）
「対話データに基づく重複文負例の作成と重複を抑制する言語モデルの提案」

▶ 千葉祐弥（NTT），光田航（rinna株式会社），李晃伸（名古屋工業大学），東中竜一郎（名古屋大学）
「Remdis：リアルタイムマルチモーダル対話システム構築ツールキット」

▶ 上田弦輝，吉原一成，小林一樹（信州大学）
「ユーザへの共感対話に基づく作業記録促進システムの開発」

▶ 川西翔貴（東北大学大学院工学研究科），千葉祐弥，杉山弘晃（NTTコミュニケーション　科学基礎研究所），
伊藤彰則（東北大学大学院工学研究科）
「声質変換を用いたデータ拡張による対話音声生成の検討」

▶ 上原隆一，稲葉通将（電気通信大学）
「キャラクタ対話システムのための文脈を用いた応答評価」

▶ 樋口智哉，稲葉通将（電気通信大学）
「ユーザの理解度を考慮したニュース解説対話インターフェース」

▶ 籾井裕貴，滝口哲也，有木康雄（神戸大学）
「知識グラフを活用したルールベースによる Fact Verification」

▶ 橋本慧海（名古屋工業大学），柳楽浩平，水本武志（ハイラブル株式会社），白松俊（名古屋工業大学）
「GPT-4を用いた就活生の自己分析支援コーチングエージェントの開発」

▶ 佐藤明智，南泰浩（電気通信大学）
「タスク指向対話の対話状態追跡における言語モデルのHallucinationの抑制」
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▶ 小尾賢生，船越孝太郎（東京工業大学）
「親和的な対話システムの実現にむけた非接触呼吸推定技術の開発」

▶ 渡邉寛大（奈良先端科学技術大学院大学，理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト），河野誠也
（理化学研究所ガーディアンロボットプロジェクト，奈良先端科学技術大学院大学），湯口彰重（理化学研
究所ガーディアンロボットプロジェクト，東京理科大学），吉野幸一郎（理化学研究所ガーディアンロボッ
トプロジェクト，奈良先端科学技術大学院大学）
「経験に基づく知識の想起と深化を伴う対話システム」

•ポスターセッション 1
▶ 薛強，滝口哲也，有木康雄（神戸大学）
「対話データに基づく重複文負例の作成と重複を抑制する言語モデルの提案」
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•招待講演
▶ 今井倫太（慶應義塾大学）
「大規模言語モデルの対話処理から始まるインタラクション研究元年」

•一般口頭発表 2
▶ 川井悠生，山本賢太，越智景子，Lala Divesh，井上昂治，河原達也（京都大学大学院情報学研究科）
「半自律対話による同時並列傾聴システム」

▶ 山本雄樹，西田昌史（静岡大学），村田雄一，安田晴彦（株式会社シルバコンパス）
「話したい人と話せる音声対話システムの実現を目指して」

▶ 越智景子，井上昂治，ララディベッシュ，河原達也（京都大学），熊崎博一（長崎大学）
「精神科デイケアのための傾聴対話システム：きくロボ」

•対話システムライブコンペティション 6
▶ 東中竜一郎（名古屋大学），高橋哲朗（富士通（株）），稲葉通将，斉志揚（電気通信大学），佐々木裕多，船越
孝太郎（東京工業大学），守屋彰二，佐藤志貴（東北大学），港隆史（ATR/理化学研究所），境くりま，船山
智（ATR），小室允人（株式会社アイアール・アルト），西川寛之（明海大学），牧野遼作，菊池浩史（早稲田
大学），宇佐美まゆみ（東京外国語大学）
「対話システムライブコンペティション 6」

▶ 朝原隆太朗，小野関宏己，斉志揚，金子拓正，秋山一馬，上原隆一，樋口智哉，稲葉通将（電気通信大学）
「第三者のペルソナを考慮したマルチモーダル対話システム」

▶ 松浦直樹，大沼飛宇多，中山朝陽，佐藤明智，南泰浩（電気通信大学）
「GPT-4を活用した感情・対話行為分析を組み込んだシチュエーショントラック対話システム」

▶ 中野雄斗，野末慎之介，穀田一真，有山知希，佐藤魁，曾根周作，亀井遼平，謝素春，成田風香，守屋彰二
（東北大学），赤間怜奈，松林優一郎，坂口慶祐（東北大学・理化学研究所）
「Hagi bot：LLMを用いた対話状態追跡と人間らしい振る舞いで自然な議論を行うマルチモーダル対
話システム」

2023年 12月 14日
•一般口頭発表 3

▶ 岩橋直人（岡山県立大学），相良陸成（静岡県立大学），田口亮（名古屋工業大学），船越孝太郎（東京工業大学）
「動的計画共有と共同運動主体感モデルに基づく身体的共同行為における調整のための会話の分析」

▶ 稲積駿（NAIST / RIKEN GRP），河野誠也（RIKEN GRP / NAIST），湯口彰重（TUS / RIKEN GRP），川
西康友，吉野幸一郎（RIKEN GRP / NAIST）
「視覚的質問応答における視線情報を用いた質問の明確化」

▶ 彭子豪，傅雅慧，Lala Divesh，越智景子，井上昂治，河原達也（京都大学情報学研究科）
「感情語りコーパスを用いたバリデーション応答の生成」

▶ 武川直樹（東京電機大学システムデザイン工学部），徳永弘子（東京電機大学・理化学研究所），山田晴奈
（東京電機大学システムデザイン工学部），高柳直人，楊井一彦，平石牧子（花王株式会社パーソナルヘル
スケア研究所）
「高齢女性二者間初対面会話テキストコーパス（TDU-Kao）の提供—リアルと遠隔会話の収録とアノ
テーションの紹介—」

•ポスターセッション 2
▶ 金子拓正，稲葉通将（電気通信大学）
「LLMに基づく音声対話システムのための非言語情報を活用したユーザ心情の考慮とリアルタイム性
の向上」

▶ 江連夏美，稲葉通将（電気通信大学）
「個人の特性に基づくブレインストーミング対話の分析」
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▶ 岡永佳子，藤江真也（千葉工業大学）
「対話システムの円滑な話者交替の実現に向けた日常会話における対話テンポの推定」

▶ 倉田楓真，佐伯真於，江口政貴，鈴木駿吾，高津弘明，松山洋一（早稲田大学）
「話体験品質評価手法の検討：ロールプレイと議論対話におけるエンゲージメントとラポールの分析」

▶ 倉澤瑞（千葉工業大学），福田樹人（千葉工業大学大学院），有本泰子（千葉工業大学）
「笑い声に応答するゲームシステムの開発に向けたイベント呈示の生理学的評価」

▶ 邊土名朝飛，馬場惇（サイバーエージェント），赤間怜奈（東北大学）
「セールストークを対象としたエンゲージメント駆動タスク指向対話の検討」

▶ 稲葉通将（電気通信大学），浮世満理子（株式会社アイディアヒューマンサポートサービス），高溝恵子（一
般社団法人全国心理業連合会）
「大規模言語モデルは心理カウンセリングを行うことができるか？：ロールプレイ対話データを用いた
分析とカウンセラーによる評価」

▶ 中野幹生，東中竜一郎（名古屋大学）
「D4AC：異分野連携のためのマルチモーダル対話システム構築ツール」

▶ 吉開一輝，内田昂，本田為彬，本田裕（本田技研工業株式会社）
「LLMのハイブリッド利用による間を制御するマルチモーダル対話システム」

•インダストリーセッション
▶ 安田喬一（カサナレ株式会社）
「ChatGPT等生成AIを活用した顧客対応の最前線！AI Copilot「Kasanare（カサナレ）」の事例紹介」

▶ 頼展韜（株式会社バンダイナムコ研究所）
「Retrieval Augmented Generationを用いた　キャラクター　対話システムにおける　 IP固有情報検索　の取り組み　」

▶ 永江尚義，吉田尚水，小林優佳，久島務嗣，岩田憲治（株式会社東芝）
「マニュアルの章構造にロバストなマニュアル検索技術」

▶ 二宮大空（株式会社AI Shift）
「カスタマーサポートにおける LLMを用いたRAGベース対話システムの評価と事業活用に向けた取
り組み」

▶ 芝原隆善，清律康，安冨泰輝，鷺坂文野（株式会社レトリバ）
「RAGによる対話システム開発で見えてきた課題と現状」

▶ 宮澤幸希，佐藤可直（フェアリーデバイセズ株式会社）
「フェアリーデバイセズにおける　研究開発—人と機械の円滑な音声対話を実現するための　音声処理技術—」

▶ 馬場惇，岡藤勇来，大平義輝，兵頭克哉，猪狩大輔（サイバーエージェント）
「マルチモーダル入力からリアクティブな行動と応答発話の制御を両立する音声対話基盤の開発」

▶ 佐伯真於，高津弘明，倉田楓真，鈴木駿吾，江口政貴，松山洋一（株式会社エキュメノポリス）
「LANGX Speaking会話エージェントによる英会話能力判定システム」

▶ 大須賀晋，田中五大，渡邊凌太，浅見浩司，光森卓，道下裕也，川崎拳人（株式会社アイシン），藤井駿伍
（アイシン・ソフトウェア株式会社），石川友香，石川晃之（GarateaCircus株式会社），中村晃一，藤井裕也
（Idein株式会社），東中竜一郎（名古屋大学），杉山雅和，西村良太（徳島大学），太田健吾（阿南工業高等専
門学校），北岡教英（豊橋技術科学大学）

‘Artificial Emotional Intelligence “Saya”’
•国際会議報告

▶ SIGDIAL/INLG：山崎天（LINEヤフー）
▶ ICMI：田中宏季（NAIST）
▶ INTERSPEECH：北条伸克（NTT）
▶ EMNLP：大橋厚元（名古屋大学）

•表彰・閉会
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▶ 佐伯真於，高津弘明，倉田楓真，鈴木駿吾，江口政貴，松山洋一（株式会社エキュメノポリス）
「LANGX Speaking会話エージェントによる英会話能力判定システム」

▶ 大須賀晋，田中五大，渡邊凌太，浅見浩司，光森卓，道下裕也，川崎拳人（株式会社アイシン），藤井駿伍
（アイシン・ソフトウェア株式会社），石川友香，石川晃之（GarateaCircus株式会社），中村晃一，藤井裕也
（Idein株式会社），東中竜一郎（名古屋大学），杉山雅和，西村良太（徳島大学），太田健吾（阿南工業高等専
門学校），北岡教英（豊橋技術科学大学）

‘Artificial Emotional Intelligence “Saya”’
•国際会議報告

▶ SIGDIAL/INLG：山崎天（LINEヤフー）
▶ ICMI：田中宏季（NAIST）
▶ INTERSPEECH：北条伸克（NTT）
▶ EMNLP：大橋厚元（名古屋大学）

•表彰・閉会
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言語学フェス 2024［2024.1.20，オンライン］
•挨拶
•コアタイムA

▶ 長峯貴幸（ランカスター大学），守本真帆（上智大学/学振）
「U-DNRプロジェクト：超音波を用いたダ行・ナ行・ラ行の発音研究」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 地野みれい（筑波大学）
「中期アッシリア時代初期王碑文におけるアッシリア方言・バビロニア方言出現の特徴について」【プ
ロジェクト・研究室紹介】

▶ 松浦年男（北星学園大学）
「取得済音声データを用いた長崎方言の音声実現の研究」【研究発表】

▶ 中野陽子，川畑舞華，胡春霞，山本菜々子（関西学院大学）
「関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科　心理言語学研究室紹介」【プロジェクト・
研究室紹介】

▶ 佐近優太（東京大学）
「言語研究者に求められている統計知識についてみんなで考えたい」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ ちゃこ先生（ネーミングけんきゅーラジオ）
「「アンパンマン」赤ちゃん総選挙—全キャラクターの簡易音素分析—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 今西一太（株式会社エス・アイ）
「言語学における在野研究のすすめ」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 松岡葵（九州大学人文科学府）
「福岡県柳川市方言における形式名詞 tu/toの世代差に関するお悩み相談」【研究発表】

▶ 近藤悠介（早稲田大学），石井雄隆（千葉大学）
「第二言語習得における統語的複雑性に関する指標をグラフ理論から考える」【研究発表】

▶ 山崎俊（上智大学）
「生成文法から観る懸垂分詞構文の主語」【研究発表】

▶ 笠作記史
「タイ語の /pay/「行く」及び /maa/「来る」の文法化」【研究発表】

▶ 中山璃子（津田塾大学大学院）
「「だけ」と「られる」を伴う否定文における作用域について」【研究発表】

▶ 井上彩里（埼玉大学大学院）
「話し言葉コーパスから見られる「テイル」の音変化に関する研究—CSJとCEJCを用いて—」【研
究発表】

▶ 武石琉花，西帆外，波田明香里，鷲田皓平，丸島歩（北海学園大学）
「アイス類の商品名の音象徴的分析」【研究発表】

▶ 谷口ジョイ（静岡理工科大学），伊藤明倫（静岡理工科大学），岡川卓詩（名古屋芸術大学）
「方言×アートプロジェクト「かわりゆくカタツムリ展」」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 赤嶺奨（Max Planck Institute for Psycholinguistics）
「どうして人は対話の中でお互いの語彙やジェスチャーを「真似」し合うのか？」【研究発表】

▶ 宮崎哲雄（国立障害者リハビリテーションセンター学院）
「言語障害の文脈でレーベンシュタイン距離が使えないか考えてみた」【研究発表】

▶ 河本健汰（東京大学大学院）
「ムード・モダリティの概念規定を整理する」【研究発表】

▶ 松﨑孝介（東北大学）
「新しい動詞活用辞書日本語UniMorphの紹介」【研究発表】

▶ 中川奈津子（国立国語研究所）
「人文情報学における言語学からの広がり」【研究発表】
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▶ 成田智也（大阪大学）
「対応分析を用いた待遇レベルの推定：分割表の色んな眺め方」【研究発表】

▶ 角谷昌範（愛知教育大学附属岡崎小学校），加藤恵梨（愛知教育大学）
「児童作文における学齢別の話の展開の仕方—「学校生活・学校行事」についての作文を資料として—」
【研究発表】

▶ 樫本拳斗（京都大学大学院），藤波恒輔（京都外国語大学）
「動詞 hitと breakの語彙的意味再考—身体所有者上昇構文から—」【研究発表】

▶ 上出大河（國學院大学大学院）
「植民地期台湾の作文資料に見える当為表現について」【研究発表】

▶ 黒木邦彦（神戸松蔭女子學院大學）
「薩摩語資料：普段使いに堪える方言資料を目指して」【研究発表】

▶ リカイキ（名古屋大学特別研究学生）
「上昇下降調の使用率と年齢層の関連性」【研究発表】

▶ 王知言，宇都木昭（名古屋大学）
「外国語訛りに対する英語学習者の弁別能力調査　：日本語を母語　とする　学習者を対象　として　」【研究発表】

▶ 戸次大介（お茶の水女子大学）
「自然言語の文は可算無限個存在するか」【研究発表】

▶ 小野瞳・井原駿（津田塾大学）
「トートロジーにおける評価的意味と譲歩性」【研究発表】

•コアタイムB
▶ 中谷健太郎（甲南大学）
「パソコンがあればできる！ことばの実験研究～よもやま雑談・質問・相談＋Konan PsychLingラボ紹
介！（&院生募集）」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 中俣尚己（大阪大学）
「みんなで作る『文法コロケーションハンドブック E』」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 下地理則，下地研究室メンバー（九州大学）
「方言記述をはじめるには？九大下地ゼミの方言記述ガイド」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 湯浅千映子（大阪観光大学）菊地礼（国立国語研究所）松浦光（横浜国立大学）
「表現学のすすめ—『表現研究』掲載論文のタイトルの傾向について—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 奥泉優真，山下里香（関東学院大学）
「中国語でポケモン　言えるかな　？—ポケットモンスターの　名前の日中翻訳—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 江原遥（東京学芸大学）
「ヴィゴツキーと大規模言語モデル　～LLMの内言は何語か？～」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 林渚紗（津田塾大学）
「日中 2言語間のword recognitionの facilitationについて」【研究発表】

▶ 五ノ井蘭（津田塾大学）
「日本語母語話者を対象とした「通じる」英語の発音教育」【研究発表】

▶ 田島弥生（山陽小野田市立山口東京理科大学）
「関係節文の処理に観察されるCLI—眼球運動測定による探索的研究—」【研究発表】

▶ 谷口悠（同志社大学）
「話の肝はきもちわるい？蘇りの新語の例として」【研究発表】

▶ 福田夏美（津田塾大学）
「省略現象における不一致の限界について」【研究発表】

▶ 島涼友，田端楽，中岫未来，松永莉奈（神奈川県立厚木高等学校）
「『よっこいしょ！』よりも力を発揮しやすい掛け声の検討」【研究発表】
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「表現学のすすめ—『表現研究』掲載論文のタイトルの傾向について—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 奥泉優真，山下里香（関東学院大学）
「中国語でポケモン　言えるかな　？—ポケットモンスターの　名前の日中翻訳—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 江原遥（東京学芸大学）
「ヴィゴツキーと大規模言語モデル　～LLMの内言は何語か？～」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 林渚紗（津田塾大学）
「日中 2言語間のword recognitionの facilitationについて」【研究発表】

▶ 五ノ井蘭（津田塾大学）
「日本語母語話者を対象とした「通じる」英語の発音教育」【研究発表】

▶ 田島弥生（山陽小野田市立山口東京理科大学）
「関係節文の処理に観察されるCLI—眼球運動測定による探索的研究—」【研究発表】

▶ 谷口悠（同志社大学）
「話の肝はきもちわるい？蘇りの新語の例として」【研究発表】

▶ 福田夏美（津田塾大学）
「省略現象における不一致の限界について」【研究発表】
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▶ 易星悦（I Syouetu）（吉林大学）
「コーパスに基づく形容詞「すごい」の副詞化研究」【研究発表】

▶ 松浦大都（江戸川学園取手高等学校）
「日本語と英語におけるCurse Wordの使い方の違い」【研究発表】

▶ アレーサーレム（九州大学）
“Influence of syntactic/semantic violation on Japanese language processing utilizing tDCS and tACS”
【研究発表】

▶ 中野亜莉沙（フェリス女学院大学大学院生）
「アイドルが発信するツイートに対するファンのリプライパターンの計量的言語行動学的考察—コロ
ナ禍の影響を考慮して—」【研究発表】

▶ 髙橋ささら，大平愛悠佳，犬塚しおり，小濱ひかる，松本侑里（フェリス女学院大学学生），斎藤孝滋（フェ
リス女学院大学）
「「濃い・良い・遠い・すごい・黒い・エモい」をめぐる形容詞活用体系のスタイル・シフティング—使用
頻度よる計量的言語行動学的考察—」【研究発表】

▶ 浅原正幸（国立国語研究所・総合研究大学院大学・東京外国語大学）
「分布意味論について」【研究発表】

▶ 堀合愛梨沙（京都大学）
「差別語の意味論」【研究発表】

▶ 落合いずみ（帯広畜産大学）
「アタヤル語群の「右」」【研究発表】

▶ 安芝恩（長崎外国語大学（非常勤講師））
「日本語学習者の振り返りに見られる異文化理解」【研究発表】

▶ 尹熙洙（総合研究大学院大学先端学術院博士後期課程）
「宮古語諸方言の音韻論的分析と学習者・非話者向け表記法の開発」【研究発表】

▶ Ryan Tran
“From Proto-Japonic to Western Old Japanese”【研究発表】

▶ 平川裕己（神戸市外国語大学［非］）
「戦術としてのレトリック」【研究発表】

▶ 志村瑠莉（東京都立大学）
「日本語　NPIを用いた文の文法性の錯覚現象はど　のような　環境でど　のようにして起こるのか　？」【研究発表】

▶ 磯野真之介（東京大学）
「文理解のモデルに埋め込める文法に向けて：統語上の型繰り上げの必要性」【研究発表】

▶ 髙橋翼（東京外国語大学言語文化学部）
「なぜインドネシア語は英語の動詞を -ing付きで借用しているのか？」【研究発表】

▶ 七条乙衣（津田塾大学）
「北海道方言ラサル構文は本当に動作主をもたないの？」【研究発表】

•コアタイムC
▶ 伊藤美保（藤田医科大学）
「EPA看護師が習得する日本語の特徴　—国家試験合格後の記述データから　—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 太田真理（九州大学）
「言語学×脳科学で言語の謎に迫る！ 九大太田研究室の紹介」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 本田祐吾（お茶の水女子大学附属小学校）
「話しことばと書きことばをつなぐ —サークル対話と協同推敲でつくる小学校低学年のことばの学
び—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 仲原高矢
「「学問」に関する動詞の記述～「科学する」と「哲学する」を例に～」【プロジェクト・研究室紹介】
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▶ 小林剛士（東京外国語大学），熊谷勇輝（千葉大学），佐藤和音（なし）
「パズルで教える言語学—教育・普及活動における言語分析問題活用のすすめ」【プロジェクト・研究
室紹介】

▶ 阪上健夫，岩﨑凜太郎，河本健汰，陳港，西川由佳，朴校演，平井偉在耶，福田建，小西いずみ（東京大学）
「日琉方言の準体形式調査票」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 坂井美日（鹿児島大学）
「鹿児島における方言コンテンツの取り組み」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 日髙晋介，ジャクシルクアクマタリエワ，菱山湧人（日本学術振興会/新潟大学）
「レシピのチュルク諸語—つまみ食い編—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 丸小野壮太（常磐大学高等学校），佐藤育子（日本女子大学），岩田和樹（常磐大学高等学校）
「古代文字から考える「歴史総合」—高校生・高校教員・大学教員の共同研究—」【研究発表】

▶ 久留須健一郎（フィリピン大学ディリマン校）
「タガログ語子音連続の社会言語学」【研究発表】

▶ 前澤大樹（藤田医科大学），横越梓（名古屋工業大学）
「ナリはどこにあるナリか？：キャラ語尾と CP構造」【研究発表】

▶ 川畑舞華，中野陽子（関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科）
「英語の母音と子音における共感覚的な音と意味の繋がりに関する研究」【研究発表】

▶ 飯田潤一
「現代韓国語ソウル方言の 11子音モデル」【研究発表】

▶ 森田大輝（東京外国語大学言語文化学部中川研究室）
“The Neutralization of /ɔː/ and /uː/ before the dark l in British English：A Case Study of Ed Sheeran’s
Speech”【研究発表】

▶ 東野ゆり子
「おばさんの表現に関する一考察（トルコ語、ペルシア語より）」【研究発表】

▶ 濵西祐之介（東京大学）
「日本人英語学習者の英語フィラーギャップ文の処理方略」【研究発表】

▶ 濱田七海（九州大学）
「喜界島方言の上嘉鉄と中里の違い、どう説明したらいいんでしょう」【研究発表】

▶ 田村早苗（北星学園大学）
「限定・排他と逆接」【研究発表】

▶ 林暁雯（北京外国語大学日本語学院，日本学研究センター）
「学習者コーパスから見る中国人日本語学習者の待遇表現の習得」【研究発表】

▶ 吉井雄樹（関西学院大学大学院）
「日本語教材における「何歳ですか」の練習問題を批判的に読む」【研究発表】

▶ 宮川創（国立国語研究所）
「『雷、全き叡智』、および、『この世の起源について』—コプト語に翻訳された古代末期グノーシス主
義文献を言語学的に読む—」【研究発表】

▶ 谷口雅弥（理化学研究所）
「範疇文法の計算論的性質の解明」【研究発表】

▶ 清水泰行（大手前大学（非常勤））
「「～を」の出現の理由：「お返事をありがとうございます」という言い方」【研究発表】

▶ 岩崎加奈絵（日本学術振興会，東京外国語大学AA研）
「ハワイ語における「上」向きの動きとはどんなものか？」【研究発表】

▶ 林渚紗，中山璃子，七条乙衣，小野創（津田塾大学）
「日本語の主語は島ではない…と思う：実験結果の報告」【研究発表】
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▶ 小林剛士（東京外国語大学），熊谷勇輝（千葉大学），佐藤和音（なし）
「パズルで教える言語学—教育・普及活動における言語分析問題活用のすすめ」【プロジェクト・研究
室紹介】

▶ 阪上健夫，岩﨑凜太郎，河本健汰，陳港，西川由佳，朴校演，平井偉在耶，福田建，小西いずみ（東京大学）
「日琉方言の準体形式調査票」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 坂井美日（鹿児島大学）
「鹿児島における方言コンテンツの取り組み」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 日髙晋介，ジャクシルクアクマタリエワ，菱山湧人（日本学術振興会/新潟大学）
「レシピのチュルク諸語—つまみ食い編—」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 丸小野壮太（常磐大学高等学校），佐藤育子（日本女子大学），岩田和樹（常磐大学高等学校）
「古代文字から考える「歴史総合」—高校生・高校教員・大学教員の共同研究—」【研究発表】

▶ 久留須健一郎（フィリピン大学ディリマン校）
「タガログ語子音連続の社会言語学」【研究発表】

▶ 前澤大樹（藤田医科大学），横越梓（名古屋工業大学）
「ナリはどこにあるナリか？：キャラ語尾と CP構造」【研究発表】

▶ 川畑舞華，中野陽子（関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科）
「英語の母音と子音における共感覚的な音と意味の繋がりに関する研究」【研究発表】

▶ 飯田潤一
「現代韓国語ソウル方言の 11子音モデル」【研究発表】

▶ 森田大輝（東京外国語大学言語文化学部中川研究室）
“The Neutralization of /ɔː/ and /uː/ before the dark l in British English：A Case Study of Ed Sheeran’s
Speech”【研究発表】

▶ 東野ゆり子
「おばさんの表現に関する一考察（トルコ語、ペルシア語より）」【研究発表】

▶ 濵西祐之介（東京大学）
「日本人英語学習者の英語フィラーギャップ文の処理方略」【研究発表】

▶ 濱田七海（九州大学）
「喜界島方言の上嘉鉄と中里の違い、どう説明したらいいんでしょう」【研究発表】

▶ 田村早苗（北星学園大学）
「限定・排他と逆接」【研究発表】

▶ 林暁雯（北京外国語大学日本語学院，日本学研究センター）
「学習者コーパスから見る中国人日本語学習者の待遇表現の習得」【研究発表】

▶ 吉井雄樹（関西学院大学大学院）
「日本語教材における「何歳ですか」の練習問題を批判的に読む」【研究発表】

▶ 宮川創（国立国語研究所）
「『雷、全き叡智』、および、『この世の起源について』—コプト語に翻訳された古代末期グノーシス主
義文献を言語学的に読む—」【研究発表】

▶ 谷口雅弥（理化学研究所）
「範疇文法の計算論的性質の解明」【研究発表】

▶ 清水泰行（大手前大学（非常勤））
「「～を」の出現の理由：「お返事をありがとうございます」という言い方」【研究発表】

▶ 岩崎加奈絵（日本学術振興会，東京外国語大学AA研）
「ハワイ語における「上」向きの動きとはどんなものか？」【研究発表】

▶ 林渚紗，中山璃子，七条乙衣，小野創（津田塾大学）
「日本語の主語は島ではない…と思う：実験結果の報告」【研究発表】
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▶ 福田純也（中央大学），木村崇是（宇都宮大学）
「第二言語習得研究のすゝめ：あなたも今日から L2研究者！」【プロジェクト・研究室紹介】

▶ 中村明裕
「語源豆知識をつぶしてずんだ餅にするのだ！」【研究発表】

▶ 梶川康平（東京大学），窪田悠介（国立国語研究所），大関洋平（東京大学）
「統語変換は文化進化から生じるのか？：等位接続構造での検討」【研究発表】

▶ 村瀬瑠々，堀内葉月，藤田愛，住森乙香，松本侑里，野村伊蕗，犬塚しおり（フェリス女学院大学学生），斎
藤孝滋（フェリス女学院大学）
「「無声C＋狭V＋無声C＋非狭V」構造の 2拍発話における母音無声化類型—無声Cの種類・形態
素の切れ目の有無・アクセント・発話速度の視点による計量的類型化—」【研究発表】

▶ 川月現大（有限会社風工舎）
「語義の構造——ブランチ分けをめぐる諸問題について」【研究発表】

•ブース
▶ くろしお出版
▶ 三省堂
▶ 大阪大学出版会
▶ ひつじ書房
▶ 中谷裕子（イラスト作成）

第 8回学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム「学習者コーパスに観る複雑さの発達」
［2024.2.3，オンライン］
•ワークショップ（2コース同時開催）

▶ 初心者コース
◦担当：細井陽子，須賀和香子（定員 30名）
◦対象者：
◆I-JASというコーパスについてよく知らない方
◆I-JAS中納言（検索システム）の基本的な使い方を学びたい方

◦概要：
多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）について，基礎から学び，I-JAS中納言（検索シス
テム）を使って，簡単な検索をおこなってみます。

▶ 既習者コース
◦担当：佐々木藍子（定員 15名）
◦対象者（下記二つの条件を満たす方）：
◆国語研主催の I-JASの初心者向けワークショップや講習を受講され，形態素解析について基本的な
知識をお持ちの方
◆すでに I-JAS中納言を使用したことがあり，使い方についてさらに深く学びたい方

◦概要：
◆多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）の仕様を踏まえ，中納言を使ってより高度で実践
的な検索をおこないます。

◆ご自身の研究に関する検索方法について，グループや講師とのディスカッションを通し，適切な使
い方について考えます。

◦既習者コースは少人数制で，グループでのディスカッションをおこないますので，カメラをオンにし
て参加していただきます。

•シンポジウム
▶ 開会挨拶
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▶ 問題提起
◦倉品さやか（国際大学），細井陽子（山野日本語学校），リード真澄（上智大学），迫田久美子（国立国語研
究所/広島大学）
「学習者の日本語習得における複雑さの捉え方」

▶ 招待講演 1
◦稲葉みどり（愛知教育大学名誉教授）
「第一言語の物語文の分析：ことばと談話の複雑さの発達に着目して」

▶ 招待講演 2
◦齋藤ひろみ（東京学芸大学）工藤聖子（東京学芸大学/文教大学）
「第二言語として日本語を学ぶ子どもたちの作文力の発達：文の複雑さ・論述の多様性に着目して」

▶ 招待発表 1
◦韓暁（中国・東南大学），費暁東（中国・北京外国語大学），馬悦（中国・東南大学大学院学生）
「中国人日本語学習者の作文の統語的複雑さに関する考察：日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）の
分析に基づいて」

▶ 招待発表 2
◦李文平（中国・上海財経大学）
「日本語学習者言語の統語的複雑度に関する研究：日本語学習者コーパス（I-JAS）作文資料の場合」

▶ 全体討議
ファシリテーター：迫田久美子（国立国語研究所/広島大学）

▶ 閉会挨拶

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」シンポジウム「日本社会におけるダイバーシティ研
究の最前線：インクルーシブな社会の実現を目指して」［2024.2.10，国立国語研究所講堂］

▶ 開会の辞
▶ 平本美恵（国立シンガポール大学准教授）

“Intersecting perspectives：Reflections on language，gender and sexuality studies from Japan”
▶ 栗田季佳（三重大学准教授）
「偏見・差別を研究する心理学からそれと向き合う心理学へ～心理学のパラダイム転換～」

▶ ポスター発表
◦阿部春香（筑波大学大学院学生），スペイン・ドリュー（筑波大学大学院学生）
「親子間会話における一人称としての「お母さん」「ママ」の使用—不満を示す場面に着目して—」

◦深石葉子（立命館大学）
「JSL環境下における日本語作文力・英語作文力の伸びに関する兄弟比較」

◦澁谷こはる（東京女子大学大学院学生）
「複言語・複文化環境で育つ子どものアイデンティティ—ムスリム家庭のきょうだいへの調査から—」

◦木田千裕（名古屋大学），石井敬子（名古屋大学）
「「障害」観に基づくメンタルモデルが障害者支援策に及ぼす影響」

◦謝昀叡（北海道大学）
「中国語接触場面における学習者の聞き返しに関する一考察—対面場面と遠隔場面を比較して—」

◦宮本敬太（立命館大学），中井好男（大阪大学），瀬井陽子（大阪大学）
「「多文化共生」はいかに消費されているのか—その登場と歴史的経緯から考える」

▶ 木山幸子（東北大学准教授）
「感情言語の発達と個人差：神経科学実験からの示唆」

▶ 坂井田瑠衣（公立はこだて未来大学准教授）
「身体の非対称性を乗り越える資源としてのマルチモダリティ：視覚障害者 /盲ろう者と晴眼者の相互
行為から」
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▶ 問題提起
◦倉品さやか（国際大学），細井陽子（山野日本語学校），リード真澄（上智大学），迫田久美子（国立国語研
究所/広島大学）
「学習者の日本語習得における複雑さの捉え方」

▶ 招待講演 1
◦稲葉みどり（愛知教育大学名誉教授）
「第一言語の物語文の分析：ことばと談話の複雑さの発達に着目して」

▶ 招待講演 2
◦齋藤ひろみ（東京学芸大学）工藤聖子（東京学芸大学/文教大学）
「第二言語として日本語を学ぶ子どもたちの作文力の発達：文の複雑さ・論述の多様性に着目して」

▶ 招待発表 1
◦韓暁（中国・東南大学），費暁東（中国・北京外国語大学），馬悦（中国・東南大学大学院学生）
「中国人日本語学習者の作文の統語的複雑さに関する考察：日本語学習者縦断コーパス（B-JAS）の
分析に基づいて」

▶ 招待発表 2
◦李文平（中国・上海財経大学）
「日本語学習者言語の統語的複雑度に関する研究：日本語学習者コーパス（I-JAS）作文資料の場合」

▶ 全体討議
ファシリテーター：迫田久美子（国立国語研究所/広島大学）

▶ 閉会挨拶

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」シンポジウム「日本社会におけるダイバーシティ研
究の最前線：インクルーシブな社会の実現を目指して」［2024.2.10，国立国語研究所講堂］

▶ 開会の辞
▶ 平本美恵（国立シンガポール大学准教授）

“Intersecting perspectives：Reflections on language，gender and sexuality studies from Japan”
▶ 栗田季佳（三重大学准教授）
「偏見・差別を研究する心理学からそれと向き合う心理学へ～心理学のパラダイム転換～」

▶ ポスター発表
◦阿部春香（筑波大学大学院学生），スペイン・ドリュー（筑波大学大学院学生）
「親子間会話における一人称としての「お母さん」「ママ」の使用—不満を示す場面に着目して—」

◦深石葉子（立命館大学）
「JSL環境下における日本語作文力・英語作文力の伸びに関する兄弟比較」

◦澁谷こはる（東京女子大学大学院学生）
「複言語・複文化環境で育つ子どものアイデンティティ—ムスリム家庭のきょうだいへの調査から—」

◦木田千裕（名古屋大学），石井敬子（名古屋大学）
「「障害」観に基づくメンタルモデルが障害者支援策に及ぼす影響」

◦謝昀叡（北海道大学）
「中国語接触場面における学習者の聞き返しに関する一考察—対面場面と遠隔場面を比較して—」

◦宮本敬太（立命館大学），中井好男（大阪大学），瀬井陽子（大阪大学）
「「多文化共生」はいかに消費されているのか—その登場と歴史的経緯から考える」

▶ 木山幸子（東北大学准教授）
「感情言語の発達と個人差：神経科学実験からの示唆」

▶ 坂井田瑠衣（公立はこだて未来大学准教授）
「身体の非対称性を乗り越える資源としてのマルチモダリティ：視覚障害者 /盲ろう者と晴眼者の相互
行為から」
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▶ 山本登志哉（（一財）発達支援研究所所長）
「ディスコミュニケーションの心理学：ズレながら生きる私たちを考える」

▶ 全体討論
▶ 閉会の辞

第 30回多文化交流フォーラム［2024.2.15，オンライン］
▶ 石黒圭（国立国語研究所教授/一橋大学大学院言語社会研究科連携教授）
「学習者コーパスの構築と活用」

ヴァーバル・ノンヴァーバル・コミュニケーション研究会/音声研究会
［2024.2.16，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
•口頭発表 1

▶ 大木仁史
「双子幼児の会話の沈黙である間（ま）はワイブル分布に適合し、手首、足首の動作（移動距離、速度、
加速度）も間（ま）に関係する」

▶ 彦山華（九州大学），横森大輔（京都大学）
「オンラインビデオ会話における話者性の交渉に視線配布が果たす役割」

▶ 菊池浩史，楊潔，菊池英明（早稲田大学）
「音声対話システムの応答音声に対するユーザの許容評価モデル」

•口頭発表 2
▶ 松田匠翔，有本泰子（千葉工業大学）
「wav2vec 2.0を用いた笑い声・叫び声検出が可能な音声認識」

▶ 飯田真広，有本泰子（千葉工業大学）
「共起笑いの音響分析と生理反応への影響」

•招待講演
▶ 井上昂治（京都大学）
「音声対話の魅力：相槌・笑い・ターンテイキング」

•総合討論

「多言語・多文化社会における言語問題に関する研究」共同研究発表会［2024.2.17，オンライン］
•開会の辞
•研究発表

▶ 前田忠彦（情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設 /統計数理研究所）
「新型コロナウイルス感染症関連用語の社会的受容度に関する繰り返し調査の分析」

▶ 久屋愛実（立命館大学）
「大規模実時間データと外来語」

▶ 鑓水兼貴（国立国語研究所）
「新型コロナ関連用語の使用意識—全国WEB調査結果分析—」

•閉会の辞

空間接続プロジェクト公開研究発表会［2024.2.22，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
▶ 鴨井修平（学振 PD）
「日本語における持続体系の変種と地理的分布」

▶ 張盛開（静岡大学）
「中国における外来植物南瓜の分布について」

▶ 鑓水兼貴（国立国語研究所）
「WEB調査を利用した東京都の言語地図」
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▶ 沈力（同志社大学）
「交流度を用いて入声消失の行方が追いかけられるのか—中国の汾河流域の方言データを中心に—」

▶ 総合討論

「学習者辞書用語彙資源の構築」共同研究発表会［2024.2.27，オンライン］
▶ 柏野和佳子（国立国語研究所）
はじめに

▶ 三好優花，武中清香（一橋大学大学院学生）
研究成果報告

▶ 柏野和佳子，平本智弥（国立国語研究所）
「IPAL PowerBIレポートの公開と活用」

▶ 松下達彦（国立国語研究所），淺野萌花（明治大学大学院学生），ABUELLIL Nora（早稲田大学大学院学
生），新井智大（明治大学大学院学生），岩下智彦（電気通信大学大学院学生）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』の『分類語彙表（WLSP）』用法別頻度リストの可能性」

▶ 招待講演
青山文啓（桜美林大学）
「結合価から見た句のさまざま」

▶ 質疑応答・全体討論

ことば・認知・インタラクション 12［2024.2.28，国立国語研究所講堂］
•開会挨拶
•講演 1

▶ 居關友里子（国立国語研究所）
「子どものごっこ遊びにおける設定共有の試み」

•招待講演
▶ 伊藤崇（北海道大学）
「子どもと家族による会話エージェントへの接近方法：ビデオ映像の観察データから」

•講演 2
▶ 遠藤智子（東京大学）
「家庭内相互行為における親と年長の子どもの協働」

•講演 3
▶ 安井永子（名古屋大学）
「身体的活動の教示における文法と身体：身体を使った実演にともなう発話の分析から」

•総合討論

「国内の観光エフェメラ資料の包括的アーカイブに向けた基盤構築および実証研究」研究発表会
［2024.2.28，東京工業大学大岡山キャンパス］
•エフェメラ資料のアーカイブに関する海外視察報告
•観光エフェメラ資料のデータベース作成に関する報告
•次年度の研究計画について

人工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会（SLUD）第 100回研究会［2024.2.29–3.1，国立国語研究所講堂］
2024年 2月 29日
•開会挨拶
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•口頭発表 1
▶ 吉田司（NTT），新堀和紀（NTT/明治大学），深山篤（NTT）
「モンテカルロ木探索を用いた個人性のある画像キャプション生成」

▶ 山本賢太，駒谷和範（大阪大学）
「大規模言語モデルにより性格特性を反映させた発話生成の評価」

▶ 袁培傑，大野正樹，橋本泰一（RevComm Research）
“ChatGPT Summarization：A Deep Dive into In-Context Learning Efficacy”

▶ 岩橋直人，寺尾光一郎（岡山県立大学）
「コレクティブ LLMダイナミクスの数理分析」

•招待講演
▶ 飯田仁（東京工科大学名誉教授・SLUD初代主査）
「これからもまだ続く“対話の道”～SLUD発足の周辺と SLUD今後への期待～」

•ポスターセッション
▶ 熊野史朗（NTT）
「個人の主観評価の不確実性や反応バイアスへの対処法」

▶ 岩立直也，有本泰子（千葉工業大学）
「次話者指定の有無を区別する TRPを利用した 3人会話場面の話者交替予測モデル」

▶ 川端良子（国立国語研究所），中野幹生（C4A研究所）
「日常会話の中のシーンの移行に関する調査」

▶ 木守翔子，岡本雅史（立命館大学）
「ラジオパーソナリティのエピソードトークに出現する非流暢性要素の特徴—パーソナリティ歴との
関連性に着目して—」

▶ 保土沢朋和，村井源（公立はこだて未来大学）
「キャラクター性に基づく発話をするチャットボットのためのキャラクターらしさを醸し出す文体的
特徴と意図の抽出」

▶ 森下空，堀内靖雄（千葉大学），原大介（豊田工業大学），黒岩眞吾（千葉大学）
「日本手話における手の直線運動の音素の斜め方向に関する分析」

▶ 田中弥生，小磯花絵（国立国語研究所）
「親子の食事場面での話題内容と脱文脈度」

▶ 加藤恵梨（愛知教育大学）
「感動詞「あのね」の分析—『日本語日常会話コーパス』を用いて—」

▶ 寺尾光一郎，岩橋直人（岡山県立大学）
「コレクティブ LLMsのミクロマクロリンクの多様性」

▶ 藤田華奈，坂井田瑠衣（公立はこだて未来大学）
「Twitterにおける印象管理の分析：アカウントを使い分ける絵描きを対象として」

▶ 澤田菜乃，坂井田瑠衣（公立はこだて未来大学）
「気まずい沈黙に対処する方法の相互行為分析」

▶ 牧野遼作（早稲田大学），菊地浩平（筑波技術大学），堀内隆仁（慶應義塾大学）
「tracrin2.0：会話データの視覚表現の整形支援手法の検討」

▶ 山本敦，牧野遼作（早稲田大学）
「“コミュニケーション　障碍”は相互行為の分析によって　理解できるか　？—非典型者をとらえる　視点の整理」

▶ 臼田泰如（静岡理工科大学）
「日常会話における「嫌なこと」の語りにおける笑い話の導入手続き」

▶ 畠山陽喜，森脇恵太，酒造正樹，前田英作（東京電機大学）
「Prompt-tuningによるHallucinationの事後修正」
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▶ 永沼翔翼，石垣龍馬，酒造正樹，前田英作（東京電機大学）
「推薦システムにおける大規模言語モデルを用いたユーザプロファイル拡張」

▶ 高山春花（東京大学/国立国語研究所）
「家庭内会話における幼児のスピーチスタイルのアップシフト」

•口頭発表 2
▶ 秦大地（拓殖大学）
「アイロニーの意図モデル：誰にどのように思わせようとしているのか」

▶ 梁勝奎（名古屋大学），岸本健太（関西学院大学）
「感謝表現と謝罪表現の併用事例の会話分析—「すみません」と「ごめんなさい」の使い分け—」

▶ 余佳琳（千葉大学）
「電子メディアの介在での対面コミュニケーション：視線による相互行為から」

•口頭発表 3
▶ 細馬宏通（早稲田大学）
「相互行為におけるダイナミックタッチによる重さの表出」

▶ 酒井晴香（東京国際大学）
「対面のアパレル接客場面における「お見送り」を通した別れの先延ばし」

▶ 鈴木佳奈，西村太志（広島国際大学）
「夫婦は自分たちの対話様態をどう相互評価しているか—夫婦ペアデータの探索的分析の試み—」

▶ 高梨克也（滋賀県立大学）
「スーパーバイザーによる仮説形成的聞き取りの構造：古典的AIの遺産を踏まえつつ」

2024年 3月 1日
•口頭発表 4

▶ 前田雄之介，岡田将吾（北陸先端科学技術大学院大学），井之上直也（北陸先端科学技術大学院大学/理化
学研究所）
「就職面接訓練において PREP話法が面接評価に与える影響の分析」

▶ 丁福建，中谷桃子（東京工業大学大学）
「高齢者向けサービスデザインのためのインタラクティブなユーザ情報収集法」

▶ 水上悦雄（情報通信研究機構）
「多言語音声認識評価データセット SPREDSシリーズ」

▶ 劉礫岩（情報通信研究機構）
「会話における話題派生的な行為連鎖に関する研究」

•口頭発表 5
▶ 又村拓也，榎本美香（東京工科大学）
「連鎖終端位置における同時開始発話について」

▶ 森大河（産業技術総合研究所/千葉大学），伝康晴（千葉大学），Jokinen Kristiina（産業技術総合研究所）
「相槌生成の認知的モデル」

▶ 池田恵悟，伝康晴（千葉大学）
「自動車運転時に運転手と助手席乗員間で生じる視線同調の事例分析」

•パネルディスカッション
▶ SLUD100パネルディスカッション「SLUDのこれから」
パネリスト：
伝康晴（千葉大学），徳久良子（豊田中央研究所/東北大学），東中竜一郎（名古屋大学），田頭未希（東海
大学），井上昂治（京都大学），坂井田瑠衣（公立はこだて未来大学）
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78 II 共同研究と共同利用

•口頭発表 6
▶ 佐藤友紀（名古屋大学），千葉祐弥（NTT），東中竜一郎（名古屋大学）
「複数の日本語データセットによる音声活動予測モデルの学習とその評価」

▶ 橋本慧海，中野幹生，櫻井崇貴，白松俊（名古屋工業大学），駒崎俊剛（東京医療保健大学），土屋志保（北
里大学病院）
「看護師のキャリア面談のための LLMを用いたスロット生成型対話システム」

▶ 長澤史記，岡田将吾（北陸先端科学技術大学院大学）
「発話意欲推定に基づく適応的対話戦略を備えたインタビューロボット対話システム」

▶ 武田海人，松吉俊，兼松祥央，三上浩司（東京工科大学）
「ニューラル応答生成を併用した TRPGゲームマスターAI」

•口頭発表 7
▶ 大木仁史（フリー）
「双子男児の会話を区間グラフを用いて固有値の変化と関係を探る」

▶ 神原一帆（立命館大学），野澤元，高橋武志（京都外国語大学）
「意味フレームの同定に利用可能な参与者の意味特徴の比較：動詞 replaceをもちいた予備調査」

•閉会挨拶

「述語の意味と文法」および「状態変化の言語表現」合同研究会 I［2024.3.8，オンライン］
▶ 趣旨説明
▶ 松本曜，氏家啓吾（国立国語研究所）
「日本語の状態変化表現」

▶ 山本恭裕（東京外国語大学）
「イロカノ語の状態変化表現」

「述語の意味と文法」および「状態変化の言語表現」合同研究会 II［2024.3.9，オンライン］
▶ 趣旨説明
▶ 石塚政行（東京農工大学）
「バスク語の状態変化表現」

「通時コーパス」シンポジウム 2024［2024.3.10，国立国語研究所多目的室・オンライン（ハイブリッド）］
•口頭発表セッション 1

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「『日本語歴史コーパス』ver.2024.3：通時コーパス拡張進捗報告」

▶ 鴻野知暁（大阪大学）
「『昭和・平成書き言葉コーパス』から見る「ヘ」から「ニ」への推移」

▶ 鴻野知暁（立命館大学）
「明治期から平成期にかけての外来語における [ei]の表記」

•インタラクティブセッション：全体向け小発表 6件＋ブレイクアウトルーム討論
▶ 伊藤孝行，山下倫央（北海道大学）
「日本語学×情報学による文理協働型研究体制の試み—テキストマイニングによる『帝国議会衆議院
秘密会議事速記録集』を対象とした近代日本語史の分析」

▶ ヤロシュ島田むつみ，竹内綾乃（国立国語研究所）
「ハワイ日本語教科書第 1期コーパスの構築と公開」

▶ 近藤明日子（東京大学）
「明治前期口語体実用文データセットの構築（中間報告）」

▶ 髙橋雄太（明治大学）
「『キング』コーパスの構築と拡張」
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